
こ→ ルテニウムの電気泳勤と溶妹和出

（宏大理・近大原研） 山本力蕉・熊丸尚炭 0鎌1fJ俊房・私山正人

青木述，村J::_温ふ•原田武夭

目的： Ru. -106 の和紙危気泳動らよび、懇戻クロマトグラフィー l：：つい? I臼従呆よりも橙々
翠され 1 いる（例えば；松濯配1 ，矛げ3和オ窃会委旨，p. /7 ，か），大和、ナば科1塙令
幻，f．サI) 。しか（いつ〗れも銭釦文？哀衣勤が行われ 7 J;·''アニオン型ヒ I 7 ti 2~3 

程の分維，謀が＇えられ? 11 る。浅呑らは祓庄1)1 jア 1しカリ庄 l：：：み ll? 、月H ー／必（ C•F) I およ

が EDTA なとり央竹下？｀＇況祇愈気泳あ、r せた誌果，魚1手によっ？はアニオン型ゲ本／カチ
1 ン型 2 本、IT)分｀誰繁がえられた。これらは Rり殿化数が｀.2~? J?'連続約に麦 Iと｛ ？いる
たりと方ぇられるが，とくにァ;::.オン1l":, I湛月 (1 これ s "甚提と l ? RI,((霞），（VII.)紅
ぴ (VI) の 9斜紐心にr:s ,r る異同t研兌するのが令目の月かもる．
突験． 1 ）況欲雹気；李動 It手粟げ多棺式頃、念却型?.. 3()ov 、 30~60m;n ，束牙況欲Wo50.

分離諜外突出はオートうジオグラフィー 1ミよった。 2)帝媒梱出/J: R“らと翠i豆会により
RuOi<とし？茫．習 L, ~t>..OH, N入OH -t蔽（ヒ剰，水ケビ／ミ吸奴させJ紫外吸奴スヘ゜クト lレと
測定 l 1 化釦珍そ｝を終後、溶味と (7 Iょ caf, CH ば3 など＇，ろ・よび TetTarhen炉rson ium-
chlo ァide, Phentinthroline -Fe(][), Dipyrtdyl -Fe(][) などのイオン会含件尿 lこつい？朗

ベ‘r：：：。

結果： NaCP. 19• イオン 5哉度£ 0、 I に 1/f;,5) Ru -106 Cc. F), R“ ー／06 (c.F) t a./M EDtA (PH 
I~ 90) I Tartaric ac id(PH が～ 10), Cdric acid C PH が～ /0) などについ？電気5ネ勤を

行なった。屹？贅lJ £図 ll：：：示す．

つき｀・ド、苓烙去によ‘)註1と脊J I: ｛ては H伎olf翡 SO¢

(So.nde l 法） I (N加）.t Sュ Os -HN03 （神仮，分杵·

蒻， 1 81 (/9S8)) につい 1夜討 I 7 Ri,t O lfをえた。

Ru. -106 屯tr<:1 cer と l て国収辛t求めると？0 ％
以.t. i'らった。（かし (Fe (fh)3]2t, TPA C なと｀｀の
油広斥 1" /1菟洛の 3 いう距 l ？くる “o"'-, /'103 -
などがぢ官する場合‘がみるのず，ここて"/I (N加）2．
S.20s -H2SOq. Iごつい？も夜討 l tふ＼＂同訊の綜表 E

えた。丸層 9遠げる条化学形の吸叙的線l逗 2 I ::: 

示ずが‘Jこれらはいづ｀わ 4 丈頂~ (AHAA.XVIMYI, o/l E ・
MEHTOB Ru.、 P 'I I (l'/62)』、u. s.s. R) と一致： l てい

+ 

ー ー

" 2
 

3
 ’’’’ 

原点、

I 

重

: 
I. '゜‘Ru ((,..F.) t盈酸溶液
o.1 M No.戊(p H 6) 中で泳動

106 

?. Ru + EDTA (O.1 M)  
0. I M E-DTA (pH< 6) 中で泳動

IOb 

Ru+ EDTA (o.1 M)  3. 

る。 0.1 M EDTA (pH 6~10) 中で泳息”
図 l
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Ru （四） J直），（17I) の輝狛出心検討（た結果/"J:つぎ｀’の直J ？勺ある。

砕：”.:rりt *'ミ吸双でtt I 直 51：：： C炉‘'I的出し有様層の吸奴ス＼゜クトル這足｛
た（図 3). Rw 106 をtr.i cer と［ ？加え 7検討（たが被洪辛/'l:ほ 9ヽ9 /00% ?“らった。

R“°仕の社大波長 3/0mp., i根邊背辻作晨／たが',/0-S~IO九勺て’'紐r則 l浚った。抽幻
れる最逍の P暉圏 l店 2~6 i'らるが，温度が奇＜なると 1的出され l：：くくなる。これは水溶
液午 1" Ru0 +• Ru o~ などに変化する r：：：めと考土＄れる。なら｀ C叫3 ?’'は柏出 r れなか
った（図見図 S).

血阜戸 TPAC ?" c知ら、よび'c加わ I遥かれる（詳田/~ I A 2).  I か l 、（Fe(fh}]"
ー：：トロベンゼンi茶？’'l訂紐、T れない。
＆一：（ Fe( ph)3]”, [Fe(di rみ）”， TPAC などにつ l J？杖厨／た。
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1 A 2 Te t「 a- phen y larson i. um chlor し山e l: Jる Iレナこゥム骰アニオンの 1紐
（第 1I 報）

（阪大工・広大理・近大原研・近大理工） 品 lll 珪 B月 山本勇麗

o 原田訊夫 百島一敬字土，咆裕

1. 目的

ルテニゥム 9 J fし ss i o rt p rod u. c t s(/) 主要八分となし 最近数多〈の研究が発表ざi l てい
るか ！レテニゥムに合初(.;I: TI~  + 8 の原子（西と↓ち．錯生成，吏合など化学的秀勅か復

記 r~ め不明'J，屯、か多い。演者しはルテニヮム藪了ニオンのt e t r a.- pheriy larson~ u.m 

chloride (以下丁 PAC と釦、］、する）による狛出年勅 I: つい 7 祈究を行なってし＇る。す
で 1: T PAC とクロロホ Iレムとによる抽出 1J毅告 l rこ．（ 9) 今回は TPAC と四塩（し炭素と（：
よる抽出挙男設検討したので戟告する．

2. 実験
訊計は市販の三塩化ルテニゥム (Ru (Jll) 交 U Ru （四）と含む）~ O.lN-HCt l：溶鮮し

0.IM-Ruば3 睾夜とした．濃度（ェ Grenden口の方法に従，て 金属マクネシウムで還元
し 金属）レテニゥムとしてキ平量 L て東めた． 卜しーサー溶液とt 7 _ Ru-I 06 塩鰈溶；夜と用
し、 r:.. ：，農度は約 1 ｵc /mL である．

0.IM-RuU3 溶液 l 叫と Ru- 106 塩絞溶液 l 叫 1 こ 12N-Na0H ｣ Im£加え了ルガリ，l•t l: L 

5 %ｷNa(10 l lttll：よ，て殿化した Ru.04 2ーの赤渇色の溶液を 1乍り l M-HCt又は 1M-NaOH 
によりp H を網整し．全量 IO 叫とし IOmM-TPAC I 叫と四塩化炭素 10mL I ：より抽出

と行なし， ふり 3 亡時間， p H の’受1t'., TPAC の濃度などの介虻平｛術1直におよばす影臀t

詞へtご。i r~ TPAC の効果につし＇て検討した．

3. 茶音果

ふりiむ時間は 5 ~'1分間が適当であり 10 分閏以上になると一粋が逆抽出さ，1 して抽由率

が懇下すら．： i l は抽出されに化合物が存定でな｀ L ヽ：とを示し（ l ヽる。

l2-N i1 0H(/) 添加量と訊料との割合は 1: I(/) 鳩合か最適てわる． 又 S %-NaC｣0 -t,同様で•あ

る． Nact 0 によ')酸化が不完全な場合すなわち担f本である Ru凡渇戒の濃度1J、うすくな

ると抽出率は依下する．ヌ Ru- 106 溶液の h t TPAC と四虚化炭素とによ，てf由出した！易

合も柏出来は邑ぃ．

PH IT)受化において．柚出率はp H 2~ 8 の間においては 18¼ 以上であ， T-:. ．比較の「：めに

TPAC を加えず）しテニゥム酸了こオンと四塩ィし炭索のみによ， 7 抽出と行なうとpH 範l目
は少‘L ~吏< pH4~ 7 の間で 18 ％以上の抽出率と才、す．団 1 か~ tわかるよう 9 こp H hヽ蒻

約•1 の場合が最通である．
ルテニゥム酸了ニオンの TPAC による抽出 I: おいて枝術溶液とし．リシ酸ナトリウム，酢

較ナトリウムなどと用いると、 TPAC を nu tた場合 l itむ出率卜は影善pしないか TPAC と
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加tない場合て四溢ft:,梃素のみ 1: Jる抽出と行なうと 抽出率 1 J芭 T L IO °ん L•人下 l こな 9.( 
図 2) 。

この結果 TPAC の効果じよりルテニウム酸了ニオンの拍出 IJぃtじ!J L (t曽たされるこ

とかわか，た． l t:.TPAC 1: J:, 7 抽出 L I: f受 還元剤（ヒト・ロ寺シ Iレアミンほ酸！羞.¾ t~ 

は亜硫酸）によ，て述抽出ざi l る．
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5. Ru042ー＋叩4 +(.,l比 01-

6. Ruo:- -t·叩 4 ャ PO:

図 2. Ru042ーに対する TPAしの効果

4. 文献

(I) •品 l tj •山本，原田， 第 8 回放射化学討論令専講演専旨集 P.l2( fq 64).
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1 A 3 魚支 7 ロマトJ｀ラ 7 珀＂訴克
ku t7)茶t/J

（阪大王） 。尺者ほ其う 欠音昭 品川峰硝

目的：ルデ ;;;.1'7f-., 11-, 柑々の餃げ｀態£ t 11, 柔 r：：来杵i房液., 1‘パ度にi'て色々のに年

伐［而成するこし炉知りれている。—‘れ子t l—_ 1 了？ r-:: 佑艮？ P 1 I- 7 ラフば 1:. J.?7..{,

常に拉柁介に位粍炉祐めら卜ている，例えば稲入晶"1'''R.u妬"I o. ¥ M H しし；信派を杭‘料しし／

o. IH 印一 oo t M H ししノ払以 E によ，て行？ F tら合に 1ホ，アニ 1 ン 2 桔，店'|也 1 位ガナ

オン 2 梼＂ B に叫められ-z_ I I ら， 1., hヽし） この 19‘R心L3 は確度 rJ.‘面変化~t‘態、（大 1 キ 1-t狐 1もt

l ヽわれる（＂）が知らいて 1 ，几‘l I 「乙め） ‘‘れレ） ｛オン惰の 1叫？形につヽ I 7.は『凸て｀でなが'「=-．

卒研¾ 1.'¥1 I ~「霞t杯侭t四 l面に岱え， 0.I H Ha 漆牧乎 1-:: J-.,,ら湊 B 壮危t gぇ舟’I L tl 
蔀ヒドぅし｀ン）か＇名杵すらtも令の滑サ荘｀態しを訊｝べる「-;..JI) I 兄いt‘卜漆浪印整仕＾細成の
紅りiヒ 4 邑祥 c 直関し 1 : K 9 5 じt.箪い知しに。

度校：訊料 IJ:市版の知ししl ！こ ’’‘Ru 凶 §トレーサーし l -r.カD 之） ：れに®t伍t諒t t豆
て苫，溜し I \J倍内するtu 0牛 8 i M H しし『 1こ受 I t'<. I 口刷：：喜ぇ l f竺 、ヽ＾層潜浪のー和も
吃れ｛＇れt鑓棺印 I-::. 入れら卜「二比 0 ぶ↓ザ l0 ーJ H しい碗とドぅびシ I：麻衣て・希釈 LI o.//'1 HU 

沿i/f. ~ L 「C.'希釈篠枚今i’ぎ 1-:.:;:. フの訊｀叶€紅 L, 0, 0 5 H H □ N~ U 一 0.0げ1 HCl仙凶

届tよ四， 0 5 M H しし I N̂ a - 1 H 乳殿私に h’ ヽ，t 9 角］に？トクう 7 麻＆行？ t-c.. —`の戌ル
合栴倍は該＇科浴浪し同和q組穴； E も， rこ喝餡沢名旧， l tこtにt,, ·c ぎる「<、 I t i落 rHt猿

，J)考 /1 t fけ（＇：ヒ e B 的t L I ?r灸窟履 Iこ乳蔽ゥ雑に作 I用ヵ炒農§即へ‘‘る B 的ず（テ＇にも

il¥ t｀屈る。団電条件 1ま，常 lに叩酌［か’‘IO"° r/22.c.-仇／旧電昨町 11. {,今向'e l r-::. 。
也喝（含if紐；を飩浮し） こかに比ji X 緑 7ィルムも窟信させて T -I-うし‘オグラム 8 （乍，I J 

｛ぅ胃． It ｛立墨に合わせてif紙§切り恥~，た．＆ if紐 *Iかお ’I エナレ＞揺e· ンに入いJ Na 工
(T.l)加 lし佗レジ十レーシ 2 ンガりン 9 -t‘f縁枚船罷 5 浪 II 定 l 「:.. 各 4 オンオ害 4 骨 l i: 1 令
I i\ン柑 1:. t-r 1 る石今犀 1' 元 l t：：。 立献： II) E.1 W,o廿しい．叫•9d, TKe 叫oek'”'.. tr1 •f t叫•一IMAs-NS-3四

(99 9 1) 、

紡品； （1) 図渇9,..h'.. L, M••4, 4St (nro 

I. 出 O t‘命釈 l 「：戎令
印 1 に元すよ｝ 1-: ，漆店 4 T‘/ iを 1 1-, ア:;. T ン 1 樟｝亨＇「生 I ti, カヤオン十桂 b'’ け在 T

う。 、、，， 9 枯恥＾1Jチオンにつ、＇ては， 知（W) 枷非常に加水令蒻をな It易 n t生廟も 4 っミ

t pヽ~ I -0 H <'I I訂与しfこ結晶 1• あみうと舟とり 41.,ら、．！直‘~I用い「二非令に 1 ぶ ,l司 2 り妙＜
ァ:;:.オン n噂常に知くft;: ~ Iヒ L' 吃＇1•生 I f令，1 安 kl し＇ヽヽ h'’ ， 力十 1 ン炉 2 キ也約 1-:. 威少す h a 

切 1 ・ ; ｧ . 印ュ t t 

(t) A 直］ ]一斤日『一ー
O.oS-M ffしし，N44 o.•rM II比IV叫 “.0 5 M HCL、 d心（ IM 汎ut
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—‘れら（ T ン稽柑亙のけ荘比 11, 経過時 1月tとしに吸/tしi I日 3 J,•よひ 41：：孟す妙く）
ァニオンか可哀少してノ 吃｀はあ｀よひ沙f 1 ンカ＇つ増加してい（過特 h", 9/)‘ が＇）且く起る：とも
ネしている。J「で、、卜ぅt B令阿 0 0,辰 1-: 穎外すire I ぶ， 屈溶iた平 I: ]-·いては 1 1- f.しセ 1了~ペて

ァ＝オンとして打にしていたミと炉将足ざれら．、ヽ、 1‘ ＄し舷の勃名が＇みられ1, "'Iもアニ

1 ̀，，＾卑I 合が7常にわ 1｀かにあ<, i氏yへ也／r 屯小さヽヽ：と,·あ~. : o\‘、~ I 'J:わ T' p I r}・カ'’
ら乳防鈴 l T > 4 『',I阪1J 1）あると舟えら卜ら， しャ‘し， 1月 3 J,‘よび 4 も比戦すや It `I 犬格 1-:.

ぶ＇いて扶料靡iR 屯ぐじめられて｀ I r-:c i且杖力＇’[骸的t｀あるこヒも示している·

•1. 
l00 印 3

糾＼

0.ot M Hい、N• C し—o. 0[ H H 的肱凶
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田牛 “r H H しり、Nゆi
- l H 名し舷

研 \ ー中i•生 40
hザ L

20卜 e-バr—←丁三；ー・＿—---~ぷi~~ 20 
。一ーニ生4- ご母亡三＝—-+←=＝＝コgい 。
0 20 心ヽo JO 100 ("1iK) 0 

布林（な 4 月ヤ間 • 

10 

＂ン].
. 

40 60 BO 100 (1t1il¥.) 

いいい眸岡→

2,. I0-3 日疇しドうジン‘品液t‘り l 「っ湛合
アニオン I 枡屯t全 1 花ヵケ I ン 2 $t疇められる (00 s-). }’し舷~ I用いた 9L 合も，ア
＝す＞炉知＜葱屎にす｝こセ以外 1-1令く日tJ， 1‘ ある.(団（）。 ::: l.,_ C 比 0 で祁叙 l r-=-北令 k
叶 1 るt，力↑オン今終貸りi釦 h'9茶 lf‘られら． これはや It '1 和 (W) → t“ぼ） q直ぇっ
た為に加木分静の私辮ゎ'',I、さくな？「こ峠昂セ先えりれぅ．団 7 1-,｀よひ｀ gに示可tうに，ア

シ T ンの｛嵌 r ぉ’卜 0沖均力十オンり噌1JD I了）大 1卒希釈後 20 虹包＇）ま五疇疇，，反応
と， 兄＾伶＂ & ＼，反応しq二卸介 h‘ i餃る：し炉や1 ら， ~l :r 1 1-tし訪を臣ぃたtも令であ；；か‘
｀‘\て．．ん象し誼自り＾効阜 1.: I アニ T ン炉籾＜濃絋することと常 I2 ア＝ 1 ンq r｝仕tt疇 \I
とい｝特長¢陰ぃて 1ま，令 9 みうれり‘\9 。こ＾こしば締昂 L q 4 合し／司存に、収杭に［る

A-1 な紐氏考｛ヒ lI 起しない：し危元している。
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1 A 4 恭射牲 Iレテ:;;ウムから口多ウムのノn‘脅

（廃詞） ふ材義威

「序言； ）レデシウムほ，化学的行事h が殺擁·tあり 1 枝I分裂佑れ物の分甜 I"- ヤ， レ，づしば'
'tの様誰さ如鳴ピなも。イの命属ra.,すべて疇笈禾‘よび王 11くに不か，一峨 I て 1広，襄
似脊 I とともにア）レヵ渇環レ／狐1丘疇如レ子;::.ウムとレて並留レ、化合物合成の出祀
的慮tレてかぅれて I I ~。一え劣ぽ；h＇伶辰 Iレチニウム 13、 1 ；セ面楊覧誦 71レカ 'I 戎ぉも’級

化ざれて良く苓 1 ：：れt蒻l、生にすらと，田函化 Iレ千 Z ウムt歩-{'る。

咽化 Iv 千クウムバ揮彩I知石‘ょか叫履索に対す｝高噂箔復りイスミウムt曾．吋

氏 Iレず-;:;,ウムの碕幕な I)が度の一つ 1’あらのて＇，1 ;;.れと用 n た IV デクウムの分噴和:t.,他

の和広に比べ、よりすく•9 れて VI みじ梵われ b 。

ギ紀''は，矮 a奇内にレガ↓筒単V.: Iv テ-;;:ウムt”"るため）アル1Jリ融解不‘よ碍＇，＂
k n う時加か、る紐Iなか知代 I) 巳；；炉亜塩康畝 11レカリラ店夜を 171 い，全属 Iレデ-::,.ウ

ム七痣勺、レ｝巾壌化拮f -i'r四酪似召ジウムt抽出すら方：広t培I司レ，熟が生弓照射レた
金属 Iレデ-;:::.ウムから R炉 IO liの分麟 ”‘Ru. -'()6R犬力‘ら冠- 106 の分如広行なった。二れ

らの絡男がら．炉讀且のすぐれて II ら二とが＇，紺らが K なったのて｀＇，弓れt卵岩すらし

しもに／足 l()瓦闊 I必のそ威期につ ,1 "7,も籾告すら。
使顛・締寮： [ Rt -105] 市販の粉が丈伶属 Iレテ;:::.ウムには）番庇不純約が含 1 れ

ていらャ易なが＇今りのて＇． I :;,の史印＇包料翠すみ Iv}忠がある。ぞのため以下,-:::王べ｀らのと

l司り＇オ私て｀＇伶属召：：：：ウム広藪化レ／四西笈化 Iレデ：：：：ウムしレて 1の虹燻f．に抽出レて千純

物を阿．去する。；々に過齢如K 手．t含七虹賃浪て＇／、四瓜叫焦令．角;. ~ Iレデ 2 ウム七水層尺

克レ／ざらと、伶属つケ｀ネ乙ウムて＇粉ま状金属， lレデ：：：ウム 1：：星元 VI 中柑ぅ照射 1月試料と
レ七，中I生ぅ照狛（焦キ牲} "'1013 71.尼／免c て｀＇ね分． m- 2) 紺約 1 日放置レたな
属 Iレ 7 ;::.ウム"""''呼 t_ I,々唖羞ぎ、すトリウ,..,. 7象夜 (6 N オ＜酸他ナトリウム湾液_1-::.t羞手，力‘`
スt飩和させたもt7l ),..,__2 rrJ. にうかかす。 10分ネ釦度放遷レノ 党なV-. Iレす；；；ウムが腐叶てか

り，がl靱 1 和いもレくは掬蒻I•生しレI 11JJ {』{t肢十て＂栢こ国pわたり 11D 晒化（レデ＝ウムの抽出

t奸石ゥ。 I>/,,北 1-:. たじ‘"7. 1 1K~ に Fe.祖t加え 1 アンも＝ア 11くかK総 1い吻t沈及い紅（＃＇

如局り＂口ざ｀ウムも兵叱ず b 。 さら 1-:. 二の水酪化加t袷晒 Iクぅ摩り‘レ 1 4 、）ヂロ乙・ルエーテ

lV1’'舷t拍出すれ尻口多ウムt．迎、担イオの状態で1名ら二しがて＇’さる。

／しテ-:::ウムの天然存在比 14, f知：ダ． 6 %) f知： ／． 9 ％ノfffし： ／3，g劣J /00& ;l29%, /0/& 

: /7.0 佑 ”2&: 3/ 5%) /04&. /f，繹，名ぢ') ::.れも邪和巧昭、りすするt』つき｀の認村棧↓
多じ';::れら（コ、 それそれ下記の如＜桐壌すと。

虹 {n『)西仕麟 ”r，，，，紅より｛青”国（鯰定）

ー 7 --



` （？ヽ）”滋岳今 10: 玉マ '°3 統（匂定）
”u(ll, 『)切fu 004% EC ？ク仇

二；ク □`(_丑言加。（や忠）
以t.の 4亥礼 l2 つ l9 7,  1危，，比骸枝討す｝と，＇ヤ，｝生和翌射 1レテ＝うムかう Iレデ＝ウムtダ‘

訟す?, ~ I H叩□f"い這分 11 ，麟!P戸＇，珀く＇ヶ号の双/0玩か＇佑否するとえiられ
る。ざー(, I レテニウム'f 17]'斜届レた稔、J Iコ彦ウム• 7 ヲクシ3 ンの森射能t劾1 定するヒ，その

和幻知は， 3 豆、 41 :t. 0,0 o/ I.., 7''/0 芹ラ麟亨 I二わたり：威豪した。や年直浪巴胚l(TP.)
幻t;IIaf砂 co叫er よ•よi;: e..nd window j-low-t7匠propor秘 ncd wunter で＇作屯，》， 土 E もの

街箪は，＇IF訊 NTIC Pro 伸r血卜r 月叫yr i 5 of'E,メp onerit以q ro 叫し a叫 D心y lurvcs)), P. c』桝e,r-,4 j 

MIT 花/rlNICRL REPORT 謁 16 !四奸／レ在プログ｀弓ム 1＝工＇） I l-BM-7044 で行石った。

が一も象 1 ペクト，レにつ,,で 1丸 ゴらにキ令う寸レたv'1。か＇•そのヌヘ°ク }-/V, および＇半紅 h‘ ら

1::2~ヽ、ウム シう？砂ンかの核苑 Iょ， 叫 /O 'i,"あi二しか建褪ざれた。斤石、 In' 知．直4: Iこ去

lすら R｛ー／05 中の 1レ了ジ，うム 1:;.. 子ら □1 貌ば，言十『土年が＇砕 v りと倍足ずうと。，o I クo i,t).下

であるの--z:·, D下直 1.r、，/0 4 以ヒずあうう C’

［応106 ] 秒Iか乱生ぷ物ふリ 1名られた ”6 〖u -I°滋 l2, 4日放釘l缶 Iレデ:;:,ゥぃ嘴液（碑

へ弓） t加え， ぽ/0ダの中易令!".: I司称 m 才土'’，翁 l し V1 1嗅化炭f，か疇心レデ：：：：，ぅ

ムtれり出すら。 1 k ，四t長化捏f l 屯tJ1 l!Zl蘇化 1しテ＝ウいから，＇多文ケ‘内坂翌瓜街らぶC'
“ー 106 t水屑豆虹、レ，素平く和り出レー庖 11Zl 屯化泉f, -r..ーぅ克ってかり、 その杖~1甜項J

定レた。しの穫＾ミ 1レキング＇ 1ニ.J:'}, 10 ，易稔iしルデニウムが分辟し在 1) かざ｀り， R尤- 106 i 

符ら-:.しが‘て'’きら。??t,心仄’ん初叫臼er 1, /f¥ "た；む1 定丑戎昂／舷，ー IO¢ の半祓釦，
ク｀＇う？シ広 1てより 3 o ~ec. k-なシ。 うで， 叫106 (7l,-.t，か、スヘ゜クト Iしも検合すレた。

“ー｛り I21'if., 30 fec と／ ,o 加んの：：：：つの辛；雌qのものが存在すら：：ヒが詔舌丁戸，J

｝。いttrJ\ ！炉 I 定ほ泉);, J:し／晶初に分紐 3 れた R ｛ー／ 0 t （ミ I レキンク‘'によリイ身孔も"'1.•'、こ

ない）小放狛訊が',3 o sec て＇叙復レれあ乙、一足-i"'130 -mふ叶謬すらみ'/1 /-;J..如、さ

れな力‘った。クれ叔， R11 -106 i親とす 9 Rた lo ｢ （子 I a0 5e乙あ矛逸＇1J.n のものガ'I /,0.,.,石、

0)浮疫恥0\ものと（1, 別のものであみヒ危えら中 3 。

統論：ここに正べ‘ti.. Iレデ＝ウムの分食直 I刃融鰭忍．雀し II うチ殷t l朴， 1 シ方孔に比べ

/ （な；が 1 ：天豆，，吟内（へ 20 加）し力‘要ぜず｀l 呑た 1 四埴畏f, 1,::: ; b 拍出し柘 l豆埠り返1= 
し I2 よっ7. I,k厖中の Iしデ＝うムtほ℃卜も、壌、ネ見する z と釈＇ぜぎ b o しちが‘9 て 1しテ＝ウ

ムt 11J直す｝五｀げて＂ち(._ I ヴI生み翅．舶レn,)しデ＝，うし、から蕗、 1虹本の北恨,1. -麻ー／or tI"‘翰

す｝のに↓必し丘方咋 1 あ｝。 云氏． I/)冷邑ざ -/L 玩 R化 /0 S—）舷：ー／o¢ (7)李痰』IIl は， 了臼＂れ

35,47 ::t0.01 -R,. 1 jO rec.ロい包ざれ在。
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1 A 5 朕射餡L トリウいからウラン- J..33 "I 1 ミン雑）出

直研） 后森＇釘瓜郭 入↑幹 0 1) 、 9ゎ麗子

反然＇卜りウムすなわち卜，I VJ t,... -232 ~舟、 1 、炸 I4 1̀ If'1t 1 烈射し．冷却可れば｀、次のよ）ダ

23'Th (外/ r)ン”Tk :J)凡芦 の過1f t多 1 ウクング 233 1 .11:-成し，そ

のウカン・ 233,1 熟守仕｝によ 3 枝今裂反仁の莉面積か人そ、、こと、C t l:.つぞ原オ炉燃科ヒ

し 1 利用出 1 3 ：と IJよく知うれてい~.

的トリウレり‘うウラ―/ t単斑 1 3 行滋t)麟 1 1 詣りで／今日 l1 2 9 亭、知紋化 r')

砂がら目的＂ウラン- 233 t抑出分紐す 1 ;とt拭みf;.用いた鍍/C..ヤ ’I ヴf._. 11 J'Ri<-2 

＂り IN? 吟 lq中I庄｝照射し 3 斗半冷印 l fくも＂ T' ／中 1刈知知炉）イ 12 \-アクテ;;:..ウt,,. 11 
I る I}．．兒今にウラン- 233 に変‘って L｀る．

柚出鐸い条件し？わるにあ（＜って（;t I 石社ら I: ,.f'ってうとわs....... r謬煤抽出甚硬曰

.f)から司能·l心わ 3 ものとして I TOpo (f-リプクチ Iレ叩 7りンオキ寸 1 ド')-Hば系， wpo
（卜り 1'‘ f lレカス？ィンすそサ 4 ド')-Hび禾／ h よじ TIPA （ト，J 4•ソズ？チ 1レアミン)-盆L緩茶

の乙つの系鉛也 v` r、・、した， このクち祁po-,紅足床ば可で＇にウラン- 233'> 単離＇戻縁 Iこ用ゞ

られ1.わ ‘I? iた,op o と'lもにt品爾［t印い 3 ためマクロ侑のt-りゥ IA. ウランのむ項す

なわゎ度 l利i r．サ這t名器 r;;'C に特別の祝應を茅す｝じ危えら P l ため I TIOA —磁餃禾し
辺ふ；レ I< l I<. 

（虎町（ 1 〕鐸匹遺ぽ；而杞 Tl oが昭幻禾 1：っいて／ウランと卜＇）ウムの令龍p逍

す｝和（牛t f••ーり犯Q‘シ遵び 1 この表i乎の近條f iシつ I'-(I この 1虹今甜に対するマミン，，

濃度／眉［＂濃度／ わJ‘トト＇）ウム嘔湿厄＂も胃t l らし：許し＜ ！屑へ, ff＜逆和の条（キも検
村 l f I 最適茶i+t足れ［，，。 な h‘ この虔駿 I こ(.l:孔•23/, 甘234 /i>よ 1i" U-23'/ 1:卜しーサーし

l て使用（た．

i) ~リりム壕 {1 fj:.下 IC ，，，ィ；ウラン 4 れ11.J出． ; f’／ク駐ヵ‘幻恙 A I:‘'t 3 過茶 lキすなわら

［グ TIPA -INH40｢ h J‘U好血てあると推定され I＜条庄／0 厖1,0A -/),"加0¢ の 2 点 Iこつ" f 

トリウレ0) ‘1濃度tし｀ういう 1< 支久て U- 237 q今祝比，，史にt網べ re. 妹采i:t牙 1 表0) J) 

t'•あ＾た． 戻から判｝ J‘) I く， トリウいの骨が I~ IO,,,.jん（ "'I ・りr-· I~ ウヲン 4 分紅ぷとはif K 

んビー虎である．

li）マク 0·誉の卜＇）、ウム") 1由出．； I(Jg TIOA-0, jNH如系で 1牙られた今釦t::のi直t牙 2 表 1 ：：

矛す，

lii)臼ンむ由出の条件、；抑出 1 れたわラ｀／の辺徊出（二ついて 1I ． デ’- 9 屎から 18 ぃ分

炉牙える希硝蔽f、t送んで校討t h ：な｀へ K. 0、IN 1'用＂な土i畔，， I ヽ’の今飢比tヤ
3 条（：示 L r<. TIOA 一成、銑ゑて(t琉柳姜溝度か(I.0み NPi寸近 1< -,l,'} -7ンの分保も比り祉j(_ I","‘3 戻

_ 9 -



＂在するため 1 年吐蒻 1• 4 恥笈＾1. {ウランはほとんど主油出されな，いものと危えられ

ク、 9足っ 1 1 ず布成相t菜翫k t況っ 1 位紺農灯t r,I たのら扉吋成 1逆柚出する:.. t oゞ
逍苔であうと危えられ rく．枝材，蒻果、水戎 3 @伎 I N叩斡~ I叶＼｀ t庄拍出tみこな‘うこ

とに足

斧

l

衣

め々“ タ~ 11{)Aｷ. /0 % TIOA-

^”弘［ IN H.if)｢ 9ｷ rNH“゜←
/ 9 I17• 2 レ /35 

5 I3. g、 /3i 

Iｷ 5 ．一 ノ 34

I 
lrf·/』

゜
f/. II が必ー

氷
3

良

・！、リ↓ビ｀ I §1孜 分圃乙比（和）
/~3 /?え()

I/- 20 

ｧ 9、 39 

6 '、 I6

沖
ぇ
反

仇戸／4-

分翫比

Iタ

M3', 

i,2 

()./f)、

／．タ

(J.Iみ

0.i2 

a/“2 

ヽ It

ヽ IIr

, 
I, IV、

(2 J ;照射巌にi-'/ウム試科の虚祓へ＂澤、肝． 1 -殷I'IIJ(J(}°¢でi,t ? l 炉べ厳化卜

リウ h t鉢緩iこ；暮解す：こレは難 9‘L し｀し々れ、迎斗 Ij i坂岳/ll 7 ッit:物，，淡加 I"- ょ‘'）洛紺ず

るこtが行われてヽ‘る． 今日 1i 'l(}(} ゜ C i.‘，たがりした縦i C トリウぃt用I,', '?·／に物のシだ加なし（＂

晶脩す 1 よ），"" L 1ー. 1日を射試叶濯討し 1く＄名泉；た＾ような方洋1)i..J.‘V ことがれゥ‘ヮ K.

落術戎；紅I'..トリりいし劣佗，＃ヅ倍量

m 滋続蔽t t后英皿中でよく 1 ぜ｀合わゼ．

ペースト 1k ！くす 3 ，牧時 lb1 放覆使砂皿上に

柑 l, fl‘2 1 せ｀ながら肋くりn 烈する、反た

熟か出t絃薮，，白淫が少f、一ゥ心さらJC H 火

I'-l 1 /0 分加tt t §あ Ir てのち一夜放置空介

す 3. ンたJ<出床J:;.った、、碕縦トリウム，，ペースト

t 1k1藩糊し，設履りr 定、ヽ晨｝し；；記紀鑓氣

1二桐製すJ.

(3 1 ，分絨·確認 [ 1] の度馬舒ば

がら， IO'/. TIOA -0.fN H2 幻系t況んだ、
分菰、雑卓£ /JI過程~ -;j' I 図 I二示 l た。

（終果））全o(放射熊JJふ9¢ K I心p成ノ

市管J紅単、 3/, 3ノ 1 1＂左，）， cl..-スペクf- I し

＂位毘ば U-233 の四、g /(Hev1) {2 /3 1ラー孜

し、 かなり§も料年な U- 233 であ 3 と珍ぇぅれ

Fig. l 

Th(so山aoln.

悶改こニエ
Aq. phase 

THORIUM 

l⑱ TIOA→可lene eoln. 
30 ml X 3 
preequilibrated 

l 
Org. phase 
90 ml 

：：：三ha:e.
0¥ -s.asay, <;I.-spectrometry and 
ms.ea apectromet巧・

る．

1) 厄森 I~ ~ヽ 9 jAERI -p、p o,t lo砂 Iob 2 

2) 后森 ll か、 ず、 At加u.. 5，し Tef… 2,’750.(‘¢o)

3) 5tro→丑/'1,以，伽． Ho↓.pJ..ys. 饂詔 l's!J)

- 1 0 — 



1 A 6 ンュウ蒻アンモ：：：：ウムによら T B P 栢比ウランの国奴

（肴、絲） 。合勝永｝

上皿原 1 炉燃科印直？では、 使用消天然ウラン界す炉燃，料オに合すれる校今後紅判
t炸 3, 1' Jしトニゥぃt梱化し， ウランも枡駁 l II'11 :ti-1 1-''Iヽ‘りf;: 11 。 自処理沼と 1 て，実
罰3 れているi ;:,f. I 乙 Pur.t X ~るがあゐ。 これ 1 1-、 リン祗ャリつ｀・ケル (T B P) を哨檄梱出剤

t I 1 便 \I I -;f I F斐て•• it肛肴燃料(/) }履浩液かり Pu (w) 卜 0(w) t叩 L, 井 Z 伐でpj,\

(rv）と mm）を合も TBP1月かり Pぃ； 3 価に直元 l て也幻し／ダ乙殺で｀ウ？ンを？ド相 1滋

抑出可る。 とめように＼て之られTC ウラン水 5底液fl‘り， ウラン 8 光殷でt， 焼、fり＼1./絨

”と可 b, "究は， この Purク；彦、の沿葬 I t t目的セ I 1 行わハfC， 屹の蛉界、 ク虹皮
のウランの逆抑出 1°0 セスt石~, TBP租炉のウランを，紐光殿 1-C.もってゆ< fC め 1も

シュウ絨ァンモ:::.ウム€使うガ沼t危界し， 一応，，広訊tみた"'1."争＆も印る。 迪席叫如⇔
活ヽ和t 手沼 8 悧いた場合とを, I釦＼として図 l 疇＼ fc. 
江： （A汀粁栢中国炉誌船キの砂ー科蔽壌液がりウランt抑出し~ fflPl-t, 

シ2 ウ蒻？ン毛 Z ゥムキf:= 11 ， シつウ蒻t加えて奴墨可みと， ウラン／1 反°k- I て固栢に入

l) 、 1BP が月かり格かれみ， こ，，，：とについて、 甜寺． l牛t,pヽえて＼らべ‘-rC。

A-l: T BE~ TBP 濃度の派すtしもに \I ち＼．．みしく 1 ウランがfpp介りグり杓かれ b } 
う I t riら． （園 2) 命叙剤t l 

図 1 ． 使用？斧天然ウラン原子灼勺然料再処理法

□ 1ー＿―-三殿ニ.-03 
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米
ニ

中
＇

投

水租

紋

牙

三

Purex f去 本、 ガ去

"(1-J., I- I し 1 ンt便用＼ fる．

A-2：ウラン滉成 TF.J P かのウラ

ン濃度が'1[ < ri』）， 蛇和 1ご立っ＂
くにつれて， 芥反必·めウランか＇’

祁 r 栢沖に残るようになん． —· 

例1'. I@ 1 I こ示し↑：：·

A-3 ：砂ウ蒻？ン元:::-ウム h 暑

1BP 守＂ウランに吋＼丸 ｵ 

~ t釦屯 Iレ量加えみと I TB p 
りのウラン 111 '1- l:んと'’甘． 9' れみ

が片も，レ移夜1.·· 11、浮 h くら II め

ウランが',弁反応の手、の•こる．

A-¢:1BP とかりあわゼロ証滉

度の昴渭’ こ＼ l ［訊t ,5 ヽ＇）あわ
ゼみ 1 '1-,•· /りウンか反仄骨けガ

-II  



図 2. TBP中ウランとシェウ固菱

アンモこウムの反『じ

TBP ：痕度．クラン凜度の影場
105 
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図 3. Pu (fil)の今配比·(/)変化
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°シュウ雌アンモ：：ウム処碩！

△后r .t. 2 回水；光

ロシュウ酋貶槌理

^同.l:, 2 回 91＜洸

3
 

5 

~ H N03 

ヤ可る． A- .r:反応時閉 ,j, 1) 手せ｀＇みと数絣）叶1，'1 チ

fc 静径奇るし ー暦役くらいて•平術 1-;: 豆司 h • 

か-t：反応＼丁こウラン こしわり 1 かり を気も折ち，

汎和で燒I勺牙 h t, im).c.. 7付立て、今紺＼ I ‘患，も粉糸

がえら>K la, X 線回析の念も丹、 11, V02.と一灰 l た

(B) _ll雌濯？用の司能柱の校討—反店後 "'TB I',~ 11-, 

シ 2 ゥ骸粋が合=;j:,I\'l ll). t房えられみので、 ｛の

す手で・＃、 角使用釘みt, 1’'しトシウムャジ lりシ

ゥ u の梱少、 1.::影庸1)iあゐ k 角ぇりれふ そしてI J 
日間シュう薮手1'::. t1 I シ Z う蒻アン屯::::.ゥぃt及 It.

" l t~ ^ ち、 こ＼わりf::. fB P 1.:: つ I J 1 、 屹＂手ネI
ぁ); l I)す 2 回水洸 l tから， T8P の収＇褪t l らべ＇る，

炉 I: 1'1し/-ニウレ ウラン ジ｝レつ z ゥいかれ）似

名濃度＾月簸t 2 回ふり手ゼ‘‘1 カ‘う， トレーサf l 庚
っ't I Pv. (fV), V(lil), z臼分釦t t測足＼化 ？’9レト

ジウい，，抄＇jも関 3 に示可． シっゥ釦場合凡 かな
リのも穿があみが｀／ シュゥ絨ァン乏ニウれで＇ 11,
3NHNoJ LA .l:.、手たは， 2 回）K 洸 l f”場合，も胃は
rふく I -<._!)返し＾ i史用が可能 1•' li, ~ことt示し 1 い

~. _13-:i:過マンかン砥カリウム/, Jら灌浪 口し＾

終昴をうらが｀ぎしt． 奇なわち，砂ぅ蔽アンえグ
ウム処瑣 2 麟洸 l ft屯ので I1 、シ 2 り販釦戻

番で‘, 3 ftかった．

麟： tぎとうむ希件をえらぶこしによって，ウ
ランを合も‘TBP 栢かり， 薗捻 LO 規灼で｀ぎら洸冦託得

られ b ことがわかつfら りしで， 圏 I It示奇ように，

恥..t.X 法 I C. 1-,·けゎ』 ウつン＾立細ク，佐t 11-が~, 1・
0 セスt泊昂itオる可能枯t昏ず c tがで‘ぎf：と祝
之られる，

7
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1 A 7 f亥分裂を成物ぶ I) 乙yー，5 ，，，J、じ Cs -/3‘7 の今紐

直研） 0 禾1オ幹小野厖子 吾勝永子

l疇：府了tf匹和弁疋迎，，ff I 広ら和今裂庄成粉し含t廃汲し効果的，二む理す｝方

シ広の l靡の一環と l 1 I."んイオン交枝／本凡ょ‘V 受携吸届iふt i史用 l 1 後今見□物匁汎
力‘うジ 1しつ Z ウムーニオフ'` -95.I包シウムー／ 37 h よl/')レテ召ム／o¢ L IIIi友今級1 3 こ

じし応f<.

点戦直・吸羞i手 1：ーいて IJ /迎牛少くの祁屯があ 1 ／よf<共J司虎．験力．吾謄，ノ）、野ら，2

シ 'I -fJ f‘I レ， 4 ォ r 1 卜 C h Jび9 ;f; •I·1炭 I9..., ", 1 1 Jくヽ／テ咋，： J.、'），硝誠系ぁよび雄瓶ァ

ンわクしうぃ滋液系 1·9 ／翁Jr, l "'tJ:瑶との v農）叉t変ろ「くと子の咽届年，，度iL t的 5() it n 元言/<

・っ、．t.狐べ秘名 l て＼‘る＇）．

ーガpi"““廷理のヤー町畔プい庶反＾叫紐成1外 11),/'1 長のよ‘)であ~ :,.)。
この向名t紐み合 P せ／ 2,/6 M 石紅げ、（バッテ 1 1 表

戎） 1蒻ぷ年が 1 J;(..t..あ＇）， しかも半戒難長＜ 合竜 I 'I吋£カ‘-, f戻今裂収呼のふし 1紅名し含｛、元;:足ひ I HNPJ ょ、 IM
IぞT し初 2 表の,I) I c な｀る，

汐ょ表 n・シ， 3 す｀、シリカ T‘I レのガラい(:..J.‘’J

2,-Nb-95 t J次 I＜イオ T i卜 C のカラム（く

よ＇）らー／37 t, I らに希性炭＾ガラム 1 こよ

')Ru-Iク¢ゎょ b F -99 1: / 1 れぞれ吸届今
紐 1 3 ことが可§乞であると合えられ「こ0) rｷ I 

虎駿多規 1曼 1惰滋t I:.あこなV', )[ "、ほ界t f及

忠 1)'

J
J
¢
J
―
灸

2

仇

2

n

>

 

M
“

f

u
p
ャ

必
俎

F

ヽ• p/i H 

o. /J t M 
I 、 P（タ

S 侶9(1}

屈7 X /0 兄
‘7.I』l(／げ c

シリカ T‘Iレ

4 1 ナ 1 1--l 

シ呑，ぼ炭

ZV ）鳩，＆（IV)

Cs, Zr, NI, 

Zy,"b, &, G{IV),t 
2. 直：シ '1 1J r•'Iレ I i l¥1魚化号製 I 1 オず 1 I-C ('I ン藪ジ＇レコニウ/,>.) (1 析 0 本令属

製／しもに／PO しみ(?/)メ I シュの年分とヒ'), '7 援定砕蔽1.鯰哩しノ菱窃水でナ分 IO i況浄 l / 
Iooー ｢ 1 戟煉 L 1 没肘し(<.‘ぶけ条 I ;I天り手9 44; 「虚製， 5ク～ ／9(? メッシュ， 1 規史項滋 1が理

化，ナ・今 I:,K 戊， 30゜ C で真笙中で脅柁かし 1-= { n を用いfく． こ n 前之’l 珂 l far/} 店ぽt J況mり

＾ガう 1 抄1} ~ VI f O つめ、所定i/i)tの統ii T~ I J虚ふ／くて‘茫利して 1史 I札 L た．

涛液，1紐収の；苓夜；1f I 灸の捨釦戎中 I pp((3,f)わ 4‘ び、豆硝穀.-r f--りウムt 1JU えないも
，，，t朗殷して h ? / 子tfl _,..え咤に荻紅r庄秒種 (zャ -Nb-95I C，ー／3‘lI G -IL｢, Sr ー肱、 応／0¢ れ·、)

の原；（t ( ORN/.... 3 な(: RCC .l‘り輪‘入しなもの）の一足骨t fJI？え、 ；ら、：亜硝秘姜ナトリ払
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の所定せt加，わえての 5 2 へ 3/:] ・叔直 l て'tm iy: L 「<.

杞広、 I) イ 1釘 l t直 "'9謬．吸届 1 禾f]-:-; I,¥ 0)，釘： t／fJO …吋／：足れ，店（t f.,,,j I' J;__託町互
----1訊l:. 1/11 えfくも，h t •1 ずカラム 1 ：汲, 1111 L, .,)ら'’径—汲 ”1 汽滋tを h ：なっ r~.

2) ;J.仄分裂＇｝疇"l V及ぷ，今紐， J R R -• 2 なtて迎、肘i l 尺 2 {I和ヒウランを／砂日令却し 5"£

疇~f l, 3o 芦 I/ ン蒻トリフ｀チ Iレ（T)Jp)ートルエン浴液tウう｀／ t 1初出し「くのら／廃；い姐

応疇I.、;f 1 凶 I' ,1、すよ｀）に 3 すシ •I 1/ rr ルの力うい 12 祉 L ，仮夜 1苓組を，りん，I b. 

逍迫l{< i9, J b ふ誨液 11虚射fと｝剖足 l 1,ti1 名ヵうムに逍 l 「＜ 咽届 l fくれいは枝1id 斗
再＂―

l 国 1こ不すJ )1：通＇クな‘渇点叶I t 1什，＇てぷgf. tわこなっf<.

床 1 国

3. 終果： J)（囮別史駿、
--,、.

届応‘十放射能

シリカャルカウム． c1, 59, Ce, 似なピ'(J 94 

危夜（抱迎液）ャ／r 出庫液中に定量的印知れ
l ̀ 

ガカいへの 1灼{:J- 111}\;' んピ談·められなかつ［＜．

公 Nb I~ 役< q t易，令監｝1Jのみll ゴ中 I< 1/)'ん伯外

がもれ出すか， 90 ％迎くば非偉 F よ‘<I'及ん
今ぷIU れる．吸届 1tカラムt戟煉ビずに直ち

1= Q5 % j;/..1:.. "> i農凡0) ｀／占玲は、没たで·苓胡／iす礼

迷離｛l

”災シュウ秘

IOM 
HNO3 — 

＆ル

HN03 

ば｀／ 夕04 tt}g届し（tものの 99 松 9’が水柑,~ Ii)収：れる．

I 

4 オ-r /4 I- C 力うム、 C, 、 1v-Nb が吸届々り藩絨液知904 ；乱 l ても滋訊！れなヽ‘. L 迎

のシ ’1 ガ1·'ル"'カウぃt迪過 L 「<み -Nb ，，うら 9J 1, Ii 1 ;f 1 1 /- C カラムで柿従され（~'

他の St, Ce, & IJ仝＜啜ぷ 2 れず、ぷ絨液辺4}(0 1•• 免全 1シカラいがら溶出する．

カラム 1: 咽沿 L te, lJ IOM 1-\ NO3 あらいば 3M "> N比畑 3 溢液tうれかれ I5(J 4 t用い

れば 9夕％レ< J:.が｀ 7I這 IC I』収さ.rt i. 

シ召 l•以 凸が咽届祐1i Jれ、 I IiP Jの）豆研蔽 Iこよ＇）炒幻以t. 0‘..,K祖 10'<'.,') 出之 k l 、

2) :fl今災依成糊恥い勺（i知裕 1'I t.il 1: 示ずJ‘) I:, zY-Nb-95, Cs ー／ 37ノ肛Io i o ヽヽ

似柿｀1足今維 1 れ，i認i可卜 I J` Iーしーサー'& l てi史用 1．、了る｀国別＇［瞼て認切られf：シ＇／

ガ r• Iレt迪過する z.- Nb fT>フラク：クン（ 1 -設に 5 ％以下に成y了 3. シ＇1 ガ,.. Jレの力弓ム
t迪t r に(Jじいからイオナ 1 卜 C 0)カラム 1 こよ'J Zv -Nb い‘1/ C ~ r雌分紐すしこレt
1 ~f.'[•· b'l,,~. f且しこの I し I 1 J:シ 2 ウ綬応足 I こ 4｀って・り‘せではあ｝がリン秘及：ン‘1レコニウム

砂届出す｝がら， 7K柑 I: li]収こす 1 @的 I• (J直 r ない、 • 

1 ら 1＜シ印該 h 今ムt迪迫 L (崎心絆ゎJ‘ぴ・ア）レヵし）土、姜りfl_.予．t俗々ふ紅し鉄 h, ぴ
ガルシウムり釦床を困いア 1レ 17') 11-て｀・、／兄紋濃副｝， T BF 担2 分浅う）なし●、 1`• Y, Q イの佗iT/
希た翡ストワンチゥい＾各クつクシっン I：今紅t｀・ざる．

l) や勝、ヽ）、野，年だ、杓少j iルダ・紐和知,t. ~ Iり直砧）

2) 青だ Iiか｀） びAEEl- H47110 
.3) /4み、 '1 ・ 1,f. i J恥uJ.,似．元心ぷ．と， IO佐 (19サ）
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1 A 8 7ェロシ了ン銅—陰イオン交扱樹脂 1: Jる水洛：た中の
放射性セシウムの分離

（放医研） 0 渡和J一夫 今井靖子 伊沢正度

且：放射性廃夜マ核燃料再処理に 直計 m，檄·イオン這i本の噌If)、r生が＇ 知られてい
る， とくに 合成杞檄イ 1‘，・交後［i天然＇，危の、熙檄•イ 1‘／交f臭叶にくらベ・交 1愛『鱈も犬 3
く再親性もよいぷ者昂が得りオl て"'fJ. し hヽし粒収‘固イ手で日い h ，必要が“あみ 2 とp I り｛の合

紅2 凝慕充殿， n 瑶，凍純再献緋等q操作tす b 菟位、せ，p\｀あ b 。

われわれ 1;):. ざJ 11. 1 ズン文派衝昨 5 i和各 1手としこれに水§如t..含失．成化飼 5 生成｀-1!: l

め r-: r り史水紐it..初—イオン交援樹稲」） r 飼茄L{t.初ーイオン友綬樹稲, ! If製したが． ご

れら 1け項丘鉄祖t.銅の｝＂支形状 I堪し粒1欠｀で取り扱いやすく， かつ．扱身寸，r王核穆''r酋

集能刀も｛ぐれてい b z k 8 見出した。 （日本原手IJ浮合誌杖禾烏'f)
ミれヒ同f系が考え方にもとフ＂,. イオン衣捩樹脂に謡撹イオ‘／交援f手 5 庄成さ迂~ 2 と

がで＇されば．複雑fょ棟n t,iぷ＇いて茶島 I~ 希望す b 粒段 4 "租環•イオン女段v} II が（l りれ
わ Itすであ b 。

芥良験で 1! 揺機ィオン交換i手として． セシウ a に対，しで送択的吸眉性が'’あり そ 0 9及

侑微猜， 1t呑晶樟逓等についてもがなり誰げられでいら 7 :｣. [Jシアン飼tと 'I あ It"f'.'..。t f-:. 

、保持i手とff J,iイオン女援樹脂 1 1.. Ii 欠ぎ rr アニオンtよく吸楕する H R 型(”“心
紅叫訟）険イオン交オ灸衡脂t用い「1 。そして．水，｝盈酸．硝被およ U’'海水f " P7んq哺＇

紺と検討し r2.
呈： 〔 7 ェロシアン銅—険イオン交換町§ q作製 1 0H 形にした A叫·aばe J R,4 -904
(fOrv/oo メッシュ） I:'. 7 ェロシア‘//)リウム済茉さ加え 松分にフエ D シfン形にすか

水洸したのち，闘酸飼済液J 1/0 えイオン交牧衝稲 I::7:,.. 日シ 7 ン頷 a 生成＇也しめる。 これ

g水私 風乾レて使目しf：：。 こb) 7ェロシ？ン飼—陰ィオン交挟樹脂iiネ易赤色粋 1たていある

（操作］吸着の差綬テ‘'ータ I ょべ、’I ケ法で＇手＇めた。 すなわり呪s 吝加えた名穫シ農肛 9 堀．
蔽品液．問絨底た（夕～t'O 初J!.)おJび冷水（t "" I()0 ク辺） I'!.. 風乾し r: 7 ェ 0 シアン飼ー怜：

イオン女後樹稲 0．炉れ r t加えふ'l 1 と＇ゐ。 一定時間後にJ:_ぅ登凌を 71 Iレクーフ 3 に°へ°ット

で＇と I/ 叫し， 加 1レ型ジンチレー :;./9 ンカウンダーで，放射能 5 逍ぽし、 1 ;tじめに加え「：：択

枷ャ~/ウムのぅ農狡と比較して 吸対平 k 』 b'Il7渭鳴牧£手｀めた。

埜昂＿K よ()''考扇：
i)水 h J U’' ク N 以下0/塩酸平q B7c> I i, I 吟間以円で・足量的 I'!.. 吸看 \T れ b 。 (N  •x .t. q 

准町ti睛聞q経過とともに吸汎辛は滋’少叫頃伺 5 示す。扉誠の｝易合に I f. I N 以 F で 1 t

兒量的に吸着 3 れ b が＇紆i醍濃復＾ i普入に従い吸苑寺 I J:；叙少レ 2 N で約おあ # M で・紗x,
｢ N で9 .2虚，J N で＇｝ ％であり， IO M く', 1 な殆んと＂ P反対し Iょい。
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これら吸着年 a 我｀少 1 ょ 塩蔽ゎよひ扉紺湛夜平 1こ印 1 「-\, 7 r:_ 0 シ r ン飼知児法と プエ

リシ了ン飼庄瑾：•点で 9 註艮と同狂（ぅ雌 Iり（·,あり 7 ェ日う 7 :.含位）が＇臼菱it. 5 わて 7 ェリシf

ン飼 1: r; うためと考える。

l/) 夕，"'I()00 叫？の海）卜序q I37GI# 0, 5}r qフェロシアン飼—怜 1 オン交援打．i脂 I: A# 

叶閉J.9/ r/]1 : Igゞ危量的に吸着 3 れる。北曾 n\’' 少な、なクに従い、足魯的に吸藩され';) 1 ―て99

に要オぅ時けl 1 よ:rn.n, 、 1,iう。

n ぅム須 4 場合にも好括界妍得 Iうわた。

f.とえば＇ ぅtr '1 7 ェロシアン飼—険イオン交f役移•1 月§ t花成したカラりに 30()9 切£ q辛k

直過 5 せたとき ／5 切｝盃n 以下のう庶速もは，パ的に吸着、T れゐ。
吸府した＇17らは， ｢ N 以.t.q硝祗 胤絨ァン毛ニウム．i品仕 r ン毛ニッ A 等で＇塙祁iる
ごとがで 3 ね。

保1和手と r1 -? A叫尋仁訊A-?o 仔さば形にし「：：的に 1す 前言も各帯衰中の 137c)'ょ令＜

吸着むす＇ 明ら/l '1: 7'1--日う了ン飼＾ P及対知昂 1•’ ある：：とかわかる。
7ェロシ了ン飼—庁イオン交換樹昨 1: ょウ水済未平がらの色シウムの捕＇集 I i. 7 1 °シ

アン含屁場によら哭叱， 1 「‘:、 ブ土ロシアン金属t』 4 粒状＇国 1手'\ 4 吸屠等 1: J ?捕＇集に比
し児撓1原作 9\`," で＇，あり．哺集能力もすく＇’れて l fることが＇わか？ r::. 
：れり＂データをすと 1こしで千愛県．勝浦印冴？て4和lくし「：冷Jlくにつし I ？安男t e みこ Tiった

0 }009r q 7 ェ P シ 7 ン鉤—股イオン交オ如樹脂t町ふ 7 巫 4 カラ々に充填し／％ゎぉ琉
遠で ¢o£ q冷？／＜ 5 郊itした。

※ 

和夜わよい"|司魯 4 未処it1 冷JJ< t B 日野此りq方法により／j7ら＆分脅佳し， す「：： 柑墳

科につ ~1 7. 1-t-6 N扇易で＇；忍離し常ぅt I：：したか'’v i J l り c~a "»'脅佳足舟した。
屹の他．桂係摩の影臀．知庇名と"'tt.較．也枝種q挙勧．放身T復：：対―する安定性峯：っ
いで校討した綽昂を報告 1 う。

（本家験の一洛r, 1 i 了叫知L 4 如必砂＾砂4 J紐必砂•お， M． 2, J。j/ (19b り）
』んヅ仇在にて発表） ,J.c,,·,e,,-心

ｷ:kｷ Jk 恥□ィ知四たfによふ吟 4 均年， U必 I『,J,17V I (/'1り）
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1 A 9 懃衣イオン支島本碍層 7 りマトグ 7 フfー（こよる改射辻
瓜ー邸ー Cs の分離

（棺坑紅 111 工試） 利J:: 1を虻雄。雌行

和し1J I) 金属の介誰I久迎耳｀把我イオン交護釦＼もあいられて 3 r-::/J\、二れを斎層 7 ロ
-:z 1--1 うフィ一の吸眉和1,：：：厄用し、凪麟 1炉 1-::Na.-Ri,-Csc1)麟いおこ汀う二とり＼て｀ 3 た．
吸惰剤 1：：ば．乳孫、てよくす IJっ，入したリンモリブ「ン瞼アンビン(AMP)しクロマい和 lレ
ミt (200~3oo メー／厄）も／ : 10 <1)割合て加え． 3 ら 1< arM靖酸茶表を 1り印l が1JU え
ょくね l) i g. こ水し表＼匂の平らな 7゜レート上に望 l) 約辰、う約 0，な欠呪し中 I9～れの吸
l"”り。 プしート Iす凡乾した従、 8{)'して約／片l年乾煉する。祇料苓液田盈芯
にtもらい．品複度に親裂し｀放射厖J IO5ヤ…程度にする。これりの試粁かり IOFl t 
り｀プレートの千埼より 30”れの位置にヌ寸、・ソトする。艮噸1蚤ぢ0..... "'; ~屎3 Z()呪況の六
ーレ I4 展印和l を叩：：し．り..t 1：：アしートを椅にのこ吸着層¢スJ、”卜した位詈より下
ゎ成着層 ~Iまがし、吸及着層と同L:中 1J加可恥展叩l らふくよttて吸屠層にはしに
吋る。晨湖後、吸着屠と市外ランプて乾煉した使、 X終7 ィ Iレム(17 ~ /ースク II ーンダ
4 7°90) にて約 I?翻露出させて冷C7)惑に位置ょ'J R直も束めた。
叔細疇 M確認するために 1j`“倍と IOーヘ如巧スリットをか炸ぶ I() 穴沢
磯知fにお 3 ．上がサti砕計に将釦四肴囀こ•スベて;:;..ングして、レクーグー
臼‘”屯ヒ°ークの位置い求めた。もれげ保スペクトロメーター(:: a睫し、も爪かい
双細1た莉て＂あみことを疱龍し｀均i直し束めたと：：：碕稲(1'よく一玖 Lr：：：。
“駅養患
吸羞尉して Aパ P を畢私にもらti ~ど、度吼和I のr.昇速度ぶ非柑にお吃いため4吊将剖ヒ
してシ 1/ 1Jゲ Iレ、ア ILミナ等セも知豆昇豆度と犬さくした1J＼ヽ、シ II -/J杓レよ 1) も、ア

Iレミナ配戸達ぃ。古た、ア Iしミ T と AM p m 虹 10 ~ I 疇苔いあり、知 Cs">ぶ雑 lて
叩鑓が紅ょ1/ 10＾紅尋すれば＇十かてある。そ如訂這In(J約／0~／夕介ヒ非
蒻 1-: 恥。•.,
麟該胴1 も朗べ句ために鑓度の研級硝厳ァン毛ン、虚仁ァン丘ン、硝蔽→輝
ァン毛ン、屯瞼ー屯仁ァンモン 吝を使用し枝討し「：：ところ／表に示す如 3 耗果を得た。
如こ幻泣虹のキ々リア脅パ↓＇によヶダ龍へ丑渇ば枝討したヒこみ、らはキマリ
アフりーかり灼／0()バiて 11 ~j i直 l1 約t1 I てあみ〇ぺ的／吋しを上えるヒ Rり直 13 文 3 くなり
テーリン 1/)灼みり爪ク。
／表が滋にアン王ンに函裟を加えたもが1)\ Rtの差がた3 くか紬心ぃ。如追廷ァンモ
ン這翠が詔池を求めると 2 羨のようになる c したが，て知叫戌／0 （肴(1.. 3NH叱
／を加え疇叶l が‘N0..- Rb-Cs の分髯羞1.. \\?}這われる。条 I 、 Z の賃l以／0
府の履、 Rb 、 Cs かりえたもtf)である。
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/ 衷 2 
辰麻l判 島 (Cs Rb Na) タMM叙辺： 3NHCR, 危 (Cs RI, Na 
f-/40 0,0 0,0 a.f5 /0 / o.05 0.55 o,C/5 

0,IN HNO3 ao ao /0 /O 0,050、#7

5N 0.0 ao 0．舵― 5 lo 0,02 O,J!; 

0./N #H+NOJ 0.05 02. 

IN' 0、 2 0、 3

tN 0.33 0.77 0, 7 
INN If, (JI. 0, 0 03 
5ル O、/ ab {).f5 

{ 夕v,,v,叙辺 a05 0,§タ 0、 95
3/1 H便

- 1 8 -



1 A 1 0 危233 d)石災粉末カラム I~ よる介離精製

（令沃大王男） 行反上正信 。和I評正男

日的：町）トア 7-+ 二、ヶムの吸舟性に関して lょ） i従看｝はすで K‘｛り．甚硬的研究 2* 7 
叩知叫漏公 2B 14,~ 1. ·t.麟し／さ｝ 1；‘i直い，屁 23／り放射化分杓のさりのメサ直
疇籾粋噂 I勺応 It］しにか（斗ぷ l如叫滑久 2B27 ，府．手力；昇（t) （辱）））
知 1 1- ~れと利 I廿し 1 狽刈 I｀リウム↓·りの無担体h-2J3 の公肖訊巌を研究した。なわ乙の

ょ） （J肉山 14 トリウム増鱈□虞料尺既に関山， 0吠 Rかり．f(.H ~ore がぃn/ire4
加ヅass t l廿し） 1 見碓叩．吸と 1] 、Jフブあり，（ O紐L-Jm (／位）名）このに•も
勺支 1、リウ崎、の肖訊射紅烙料の知既 I'、," tなJ Y 劣ん 3,
諒凶謀： バッ 4,、人 トレーサー党，松切， Tん辺叫）よぃ粛ノー名32(2 0 mJ)笥 I' つ
t 1‘ん・れをれ({A,) /0がH砂，的H必（前如絨とルOH吋和）の各i！諷（夕以）さ用ヽ））

応瓦{)h叫6麟未 l;心囀い叫心り• 7 K ．叩い囀Iも；訊い
とさ紅訛トリウム硫駁い応が•四い。灯歌lす／0釘狐t），繹間訊訊腿
這虎填L 1 パt}叶'1 す 3 J？戸虞‘・吸着す 3 以外）鱈直りtれなか，f<．なお｀
いJ)|こ ’}3 戌着才は(a) で I7、 3 ％忍）で砕．¢呪であ，f＜. n這訊（紅l”洵央恥 lq

じ）は) f犀りカラ碍のさ\] <3) i虚i成｝碍淡滋tiのため，闘鳴）姜待水）叩1
Hふ仰紐瞑心／幻籾f(危夕成）ドフぐ 1「iく．厖切 l 'J J'S'N'HC,f -0.0 ／夕MHf 1,"f” 
恥 L}“ され l°· tMHふ 0r 7/. ; %)  /0り叫立／グ゜｝茎絹あ／f.堺であ，fて。
カラ以厨 I性、j仁，牙．jしf庫（砂）f・婢0 を IOMI-I灼 1；囀fし滋i孜tしJ.2..1:7間
紅尉i必泳朽＇い］J孤汲勅本への虹鐸い．カラムiA l＜↓り紅し［＜ ｰ ｀t、“1 1 ケレ
ン製力 7 Al; J稽数叫炭りん災勅本ヤ誌め('/ヽ l鵡胆） ｝これ l池）~ f, I 邸） l1) i危；釈と兄
紅れiんし）フざI~、 Ble..n夜 S。_jn ．古Jが姜特 4う 1· ぶ、［数が集くりJ jむも崎、レfコ~'J
訪威().t)／燿叶噴鱈。危／n,c t~·oil-ばらが氾・れメ（ふs)) (3 (GH) 汀（ルI)
詞すJ 2'r:. l＜より 7 11,i,--ん泣•も• J:が＇枇均碍勅遺灼 K u‘んの一｛~1 戸 I月に寸、す。 1
fぷ謀乃 Iレム~ It]、/'(喉着昴 9確＇品も放叶し［、＂ rl加 l9 、7 信lくか） 1 咄尻肴守りtt杖
的t、IJ`？げ）i麟 lこフヽ］＇L 序竹〔AJ (l埠 o.oJゲり佐，n．）疇応r ゎj /Jヽ／Jさ 3 に加恥 k
鱈い追加し 1 彗豆訊碍＜し＇（＜喝気B]( iん函 0、四i M佐位．）の収乎 IJi.1瑾 Id肴
加した。しガ‘し l) ずれにしてもゆ I危波とりJ I, は所城をヽ十和すJ /,め液吃ヵ翡ん，を吃t
直ずり k 叩船澤＇かり？ 4 ［湛絨淑f <I)肱机））と叱先に星＜ーり Kめ恙箪IS l 」↓ j洸蕩、吃、さ
り＜わ収｀渇かあ 3 。す 1ふ力がlf屈譴輝9 2匹切り玖墨和 I) 豆疇A‘3 冷<1)
寸に生欣‘しfご低幻叫.J t騎？仮厄のi麟 I< l'↓惰り 1:: 、＇＜，ーオ IOMH灼 I< i．幻‘し℃れ
屯矧駅、材りjには 1ーリウ L＼りi研及吠より 1澤 1;: 、次い埓り 2 'i 1:.. fJJ <f) i,-, 
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1 A11 酢鍛ァンt：：ウムー有桟番祖；よ~ 90Sr から 90Y の陽イオン交愛今紅

（広古屈工席孜衝訊＇競前） 河鳥也袢

（目的） A ォン知知｛って 99Sr - 9°Y から秒 Y 石り祁する 1; は、クエン峻ァ〉t二らム
、森吸了ンモン、フム、叫欧ァ〉tンウム E ･ t；雰紐泊I~ 1 1 協イオン友我；人、お‘よひ炭唆
了‘/tン、うムt T, IJ水、仇硲 7 `/モ;..ウムi r:;. 93 品化fンtンウム a 't· t湘拗剖℃して、
r(JSr f If,,,:，，落ムてく＆怜イズン友我ii、でシ 1::- 9oy " OH ふ｝秒19E 灼とり，．陀様と訓 If) 3 3 方

私〇と'• ?] L n 今莉i広かみ 3 。

l かし、 ?° yの仕戻，ぅ苓輝 ~I (I\瑚尻悦ふ＇Jひ祁渇［松｀さシに；窓諏浚＾似知浮 r↓ tr の反 9`
らサ 3 ℃、 氾卜を水ー＆ー拉、ガ’h る。怜ィ牙｀＇な 1愛釈咋 E 印ヽ・》含法 Id f’s,.. E 兄，乙；た土 1

せ 3 ~訟乙 ~'I 、 90Sr f.カラム））、シ党令に成ルで屯 3‘／ ℃かむつかしい今て， ’‘Y ヰの唸
の活紫i\• P 立つ。勝 1 オン度 1愛i広，J比較的島がし店のf0 y t i［シ小，ンが、斉埓紺南9 の'P H 祁吟

＂甜夜4) fり炸背tか乎℃りシtりがあ'J、椅炉 B ぢi広't- 1J -t,、藉い。

“1‘/ t ;:,わム訟 l i `”.It伶礼‘が広較的・1 さく、 i「二叩綬£加え湛案 B F H 詞好£
“し］ ｝な\:,'',.,紅文がらるか、溶師液ヽ3 加旅，： •., 7.昨殺... r ンt二？,~合函 l 7.松

し広るり‘し、 クエ｀、峻品 v 孔雌•福のように烈玉 E 丸で 1い、使必咽）が熔覺であ 3 か1文ヒ叶つ

てい 3 。しr~り＼ァて．f H 即奸＾ば早かは、 B 中ばt, t t協ぽ「ふえ払ヒ rL 3 b l * l. 
科鈴 7`,. t ＞ウムのみを店御斜't.. l て印い 3 と、 90Sr しf°Y の今藷か叡t'J. "き(.「;いかシ

｀詠肛のqo'( tう 3 ＞豆むっろ｀ l l ［しる。こ＾疇戸祖決すら r0 あに、有北苓＂ t恭

加しf::,混心宝塀．と印い，和薙 I二対すヽ親北怜t要えて枚卒↓．＜令甜丁 3 井iい夜汎＼ Iこ．

（灼1樟．赦＾ ：順）令年i\‘. h(Kel) I J,、...I 今池 I：よつてふ’こ r~ つr::.。 1 0 0 い［三角 9 ラス
:J Iこ'DoweK I; 0 W-)('i? (此4) じ0 ~ 1 0 0 メッレュt o o w！ヽ約と吋 ＂ぶi r, 1~'( i令 L‘­

史澪辰の NH4o Ac ー。、 o • I 1-'1 H No, -有或非媒混合落救 2 2 4 て加ん，一辰オ這孜年衡
に立］ } I て廂羞ー＼ F (ゞt 2°c) 。かうスフィ Iレ 9 - z·租廂 E 介 m 、：パI\ -定ヤE
蒸杞i這し、S:1- } r~ l'l'(1:足かる·卜 B T } F I1 X 0 C す旨示粕~ L て 0 、 ol l-'\i:'.D TA 窃求

心児＼に。得らかr• Sャぷよ1J: Y 音から Kd [ Ka... It11虹） （“~))筵 E 早出 l T=-O fit l 
1,、 Dow奴tovr- X ~ (NHo.) io~ l oo メッレュ玄代肋＼ E しさ、有布舟専i農ff. Iこ？1 3 3 ki 
偉定芹、＼ E 。栢桟宕塀、の森，加 \c よっt Sr か kd i正 n 仄iりm l Tしい 1＼●、 Y の四匡遠．

知fに下す｝ことがあで；ヵ‘て·み~"'-船 I:. 甜祓了レt :,.，，，ムi畏氏ぷ柘 L rL らと．曲］＾
令紐保杖が下さく n ら唸旬があ I) 、舌r:.百桟釦い相並 I:. ぶる舟j附 Im息度d\ ~'}:.1:. ビ直

つて尺さく Tふる。 -:::K しいi沿昇かシ、丸 L 贅立伍：答液 Iこ＼· `yら Kd 面＾ 1o^d i吋＇と卜らも
咎がすく Tヽ ‘狂 Iな．、＇りヤ n 究甜溶Ip··祐純月のqoY が 1号し卜｀しかt忠討沿|の初艮 l;t巖恕r.£

楳危てん卑と1.. Bl 、 Tよヒ’へか＼戻か胴租できら。
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()、 3 ヽ M NHし 0 Ac _ orga几ic solve心、 X
F浄、 1 Sr およひ Y ，，紅漣

e. oo I H H ｵ oj - ro / Eowex じow-X 8(NH+) 50-IOO i/ュ
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1 A 12 菓位体杖行）9'J._卦ェ、数元索~り足t 9炉卜為

(It、研） 0 叉i咋人位松，芯、

甘的： 勅、化泣紆立ぺ哨ぃ；叔炉心 IEナ『で、［通、革 10 =i肯使I/ 1.!L体と加えてノ介＄ L 行ひ，

後に化浮収辛ともと»こ積正ーマ~. しか L U 9、らこり祁及り吐仔壬て＇ 1 えも飲ィooKd),/.. J:.. 

り r i泉 K J ~うP•'1 文兄外に 1i，うべ料りi乙吸牧， 灸仔浮的幻年り度｛I'... IJ Cｷ I; より 1 しは'• L は｀

＄ぃ井友とセむ沈｝足に丈店とよぇJ. こりよう，i l:. ~ y..但祉 1,4、). r< II これV..i.i... ;Ir:往丸

ぇ士的に介＄で~, 泌I 文ぅ吋和と作裟 1 3 ：と，こ·で~ ~ ·,;り 11· 羨i 1) し vヽ． ゎ卜われ 1; 2 

3 に I土は、 r)心成ヂャパ乞心- %.-にJ J I仁 9 訓製と我告し k oこ, 11 2) -\:'後朕そり戎＇）人と行

うY- Y) I 他り好介に入っV. Iバ£“とで 3 ムズす正．雄に足｛し／かわ［千びしこ、、 K ↓うた 1

丸上致~i: f/瘍今に 11 秀れ K 足t、}'1. t'Iiつ,: I~ 畠で 2 こ "‘3 こ e,: 1官 9 ヽめ', ('-r.. 

沢舷： 伎 l11 L K 放身r i’王今上粒元t: 1t I四ーE“ て· I そク／卜畜，咋扱 19、作 9 詳紅につ、、 C IT, 

ささり穀告と永．粒 3 れた V‘. 1［お訳利 It午 Z 曰以「令， て 1Jわ 9 ず 1 1iJ ")計裟·c.:令iいこ―`

）可i叫 9 わ 3 ぅII：：す文i1'1五 Eu t令 u i吋品と今存した緩， ／”.,.,と＼ッ収， ＋坦わしてえ k IばE^ L 

hl し、 1,, すこー K 1ー 1 、り 9 祁l 紐ご・｛斗た 1匹喜利にも/-rJ、圧IEぃiて I) $.J:. 1、 ‘V ギー，， r 礼，）みと

/1>うわ 1· ヽ 矛J.旧り w、 9今で利裟しt I.....-E• Y に令 l 卜J 11：後知'|1.ム 9 +,1 1/1のと起ぇ，、．、と

椎足 3 れ rこ．

id 製 9 介＄，滋秘，炊於叶裟 9 各枕{}. z・えた 1 杖り 7 ラク V 9 ンとつざ 9 ↓うに L 令し

て知iし u,

1) 1 9 ? V ぅ ｷ, ii) i哀綿 1}直：で 1 i 7 .r. •，駿，仮街ぅ冬淑 rが！l. 1• ,,.fヒ" - 1Jー 1 こ， 羨終吋裟

甘、{f t llHC / ；ふ液J,,,J!:..む＾（ヒ‘- 1/ - r、天 r たiた 1ふ<:· i. >わょ。｛5 かも一土 9 呆 1'/' で 1; 紅

灰，形見，I lら1 ーであ」ゥて， 足，，，｝っ 9 :/,L L'.. I I 示クト経？ ·、 7• こ・羞登往 li]して 9 ヽらノ 村ふ

り汲i1 往J玄仄と rt...枝 I k. 

:Z) :りえつ 9 1f. it r.-f,各 1こ 7 ラ 9 V,./ ;f.~.!i.., rt..杖， 1,ｷ s t.＇・介＄叶．＇，｝ 9 7 クJ'ノ・ • .,,, 

つヽ・'- I ヽ， 社ii- L }Iことて 11ヤ祓t上ヒしてばE... l:. jーめ；す弘とりl -"'. :りとj 2 しつ 9 、i.. )r

"、 1' J ii', ｷ, 11 応斗と今井 L た．如7 ふュ 0』と令む.4. ^l り 1!l. :i·戎孤、 1 がi.. 1 1 M HC（えi及 9

紋 •}'1 I:. L t.，、り， 9口滋， 4年J-Iュ G Oム L 沈友り生次・こ上か）を加えた後， Jうに 1ら］i:'吠杭、

l:逼奇’I v:.かえ， 一衣袂‘;f,). 生じ r~ ぅむ紋 2 、-z逼し， IV ・ソオ： ［・汲→~, 縦｛し物と又ァ・＇レス

叩十ナラ，：サ1". こりと 2 足りi: tと視'I., X. •<·, 度/.t'... II 土 1．ぇf \'I、 VJ t·み .,K ，，な、 とくに

＼日牧卑り椅＇と 1} 行わ li-り、.., V,.. ア IV つズ、iレとり1 、、こすべ秤 L で＇ 3 ↓だ、）一林，：ひみずて 1 ホ

,,・:i ｷ, 7· で私．杜往灼、後孜和作と逍’I 文した．今腐甘、作り 1”＾と令む 7 ク l •ン，ンにつヽヽ ,:,1

回牧 I k 1”ふュ{)Jとん0~I だ，r l,,i汲 l て汲り人v.: Iil ヽヽた．

炊i1 itり;J.'l 足，、 I H 、｀ • 91 J—,I ·,ケレー：ノ，·,.刀ウ•')—て·', {<!L-19 々 11. 11,!, •， 9 ーと

-23 — 



IIl いて行っV-.位)j__ir...,,沿 L <.斗シ祓 -n も·；刹足j文秋り L) M,  PJ UJ1. 1文私 L 1/lヽヽて rc. ik 1 3 

：、，こtJ 3 k . ：の＇と稔，こ),'、、こ 1バ 1}ー：卜•こ・尺とf介ク心ん，s• ；丸出したf人にJ入｀仕· l ~ ~I ゲ ,I

／｀と•；人土 3 ィJ逼 1•I t•＇とiに沈土 1), 4 のとみ＇; l I J{ 1 後に）＼•） E人そ，i．ほ→複 l v. • l. 

た；＂， 汝終矛i匁打．｛1: で l i i E冴 1,-.... 1 浪出使↑分 1 す，；冬為iR L if、してガ1 ii k JA‘J £ぃ 1 せ

l:.．笈i見 C- 3 ）よう K した．

3 ) 桁 H; K It:ふんt t f,’tit 1 } 1くめ，別 Iて；哀秘吐：l: で 1; 4 7 ? ? V,  ·／ノ七れ社想 1f. (rこ

でii 4 I-{ fl(f 1: 14'I •· l. t.,. ~.r 7 ク ？・ン， ·/ 1矛K、杖， ブク 4 と水況 l た· 力i liと＊ととオ

K ビー 9 ー I: i1 レ， ＼；l じ＇く 407 1 ふ凸l:. i冬哀として加え 1 \Z泣、布栢 11 股ヽヽ＜床化し，fICI

に溢Mf l -C布の\Z浪に 9.. .i., Iらl 林 I'. l今応ととして沈妥文さイた．

凍名果·. 4 ）今＄諄、作 ヒ. - J'後 9 テー') ｷ/ J•りふr 分に、． 1t X IO-Z / / ヒ· -クク布，： 1 t.‘ 

に汰ムした十，1 1.).9)(/0万，従ってヒ· - 9 り七r 介 1< j.、 A l K.£ペ· 15 99. ?21 / 1 ：迂 L 1-:. •こ

，芯液 L 汲紐 ... f > /"-J? I ガラム 1＜血過Jゼ K と 3 K ，泣並浪>,· I じ；i iR I：次かたサ分,~ 4 

II)(/0 •/,: l か渥 1·'J 0-.., K . 

.2)浪秘 1い I9 魯＃ （乍 C・｛斗Y.. ;;t:.液と収荷 1 〉しミJ ア~. "- "'~ "-¥ ~品と可咲』支 K jA和 3

i仕t• 9v i 3 H q，邊不足べf. ? I :) L ~殿私衛滋ik によ )1.,.CE“ ク：れ出 Iく｝ケ 4 迂豆 I/ ，，

} 9 ミ／ E.'；凡ム復 27 9 1.J,  ·ノ中 E 99，ね～ ?? ? f/ 9 汰知條，：集 l. 'I,しもJ 7 う 9 V,  

./ !、/IJ卜 I}`”” y. w、L..ぐ＼り V文 3 わ）．椒籍 W ，て｝＼•砂 T) I四五i 4 ヒわたt J含 3) II I え／ヽl/ 9 

うう一う l1 ；丸出後 3 J'7J V,·11 伍す I J 2 フラクレヲ •I て・中止したこ"..,ら• 9 ノ ：のと

i k ゎ｛・(\ 3. In>メ /0 ·J佐 I J、 25 メ IO •2 9, IヰE“’:)\'9 k ：ことオ、した．

3) 汝於叶放肴．咋 4/./ H叫て· ；凡出 1) 3."(r 7 ウク・ヲ •/I~ 1(I 3 例と 4 (6 わ{ f7、 9 汀／以

.J:. I) ／吐“:!:.身．り｝ ：とがこ・之た． 4 プラJ V,  ｷ/ I 3 フラJ―/ 3'ノこ• I1 1 〇’I いよ卜、ぶ，l(

れ 1. h ? 1. 1 ム 4, ??. 7え 1 /’｀曰 I/文それてし、 3. j k 5 7 ぅ？レヲ．，孫 k 後" -Pl ~il VJ 1:)~、J £ん

そとしてJ.“, 3. 3} X IO- JI は） 2 つク池・：え ;h K.  

: h ら 9 沈1 文（上につヽ・1'.. 11 す史I,.J9 1 0 j.とt卜 Ir T う‘t•あ↓ o. り／ 上祝 3 1年i卜 9 1i久，＜わ

わっても，復矢ヤり終勺と{I、 3fｷ VI、＼り k h‘d え~ : e 1/ ~わめ＜冬みでみら・ ヒくに湛息

t杞杵杖丼、i l：の収-t ii文t令 1•りとム。、にJ:..遥｝，，て·, ‘‘り麻咋 L I,'!.. りむ士，｀し井上美t叶、

l IJ----為丁ンよう liと哨 K キ人 lーこ 11) ^ } : ℃ 9 ぐな 2 よ，，．

こり I i,、;i 1 え吠和 1't-及｝てーにつぇ•，，ええ k （研念 1 .I <よ~.

1) 杖J,i ~え" 7 ラJ ·v ぅ·/ 11 汝後 k fL l,1,t 1―尺，足私禾紐t行 111 ~,, " J...堤束'1 り設

'o、fた 1• )I~ } l I.. I; ・、ヒヽ・っぴ柑’ツt· fL I月ベ~ n ゥ· r；らにと々に 13 今、外ぅ•/ 7• 9 ]t 3 L T• 項i

1, ;i 1ｷ <. 1< つ卜て杓め，Jz. I,1使．笠 111 に'"剋 1 J : l:. 2 且りi.

~) 1~ 10f} i 1 友‘り 1.!L付•11 Ii <人℃・ふらウ〉咋森視｀l 足に丈げtよi了｀，肯 1月 4 吸ふと対

し＜ ：A ら 1 4 t- K o 添た，："(i l 、..

人方文駅

1 夏~' /1.r... U-: 牙『＼りす火i1 !r...手す1 濡へ（人 rA.) す弄洩土i !、 I 1 fヽ 4) 、f紅
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1A13 命土頴元素の応a..よienた E如もi処 I：：よる分雑

（京大工研） 面朋太゜藤原一郎宮村明

1. 薯若等は各裡オキシ敢類む容雛剤とする希土魏元素のイオン交挽·/J釦奸究と行.,て
い。 輩ー凛度っぅ筍薙液を肘ヽ＼た北合原ヶ番号C'J相淋 3 二元素 It最遥條併t穫訳ことによ
ヽ）良灼な分記喝える。 L りヽ l 夕種護っ希土魏元令を合が騎物 1’' ば同時汲遥fl" 紐
たすミこ 1百戯床な、）りて‘/、最適餘1朽元素ょ＇）前方では各た長のヒ゜ークぶ楼血 l 過ぎ・て）か蕊租

遠く 1,;.3。後すて‘‘l3 条ピーグ"I I日恥）社き過ざ‘刃‘ヽをづ‘ら 1:.. 9 曼の 3怠喬恥液を消麦 l, \小
t得られる希土魏げ、っ洩度 o: 和原に 1~ 互｛の上ふぇ知洛藷曲線碍 Ii 7 ロント直＜
な 9 て復す 1’、テーリン 7‘‘ をする様 l：：な乞 これらり蚊履 I.I:囀訊漂応店曲当な 7' 1"2. ?`‘7 ム
に従，て連沈的に隻代、ヤせなが‘ら潔誰t行うしこによつてfなふれる。 本報告て‘‘litペーオ芍
遣中で＇最·キ布以如た条相互の）か難條散ll)欠さ、、c,(,ーオそシイ、／酪応澪麟I とする指数
狐聾嘉度隻化のり凸遠且ムねれを天tサ‘、イト鉱ぁぶがぜ／ 1 イム似とリ篠ら
れる希土姜負え素の 3昆令特に直臥 l t:.緒果t述",丸
2. 1rぷ~t山砂L には中 l 固 Iご示す漿置玄用、、互
イオン支授低 II Duuex 凡 81 I• (J ~.2の 1心ん叫1羞型

知m和 3o 況で｀トリグレン墓、僚 □7’¢ に加温 L 互混合
櫓の体積 VRI1 え 5 £であった。 モtザイト鉱［よび‘ゼ‘I タ
'iム釦常法に従-,て分耐 l，希立藉元素凜合物（凡令有）
鱈藷L 杯オ＇、い酸化物 I (l1)骨｝を日本尋、チカ研党所
JR R~ 這昇伍氣迭翫‘'.z, 0 ／か /al中住這射して放
扉 \.1 モナザ‘イト銃遺令麟訊'l. l て d ーオキシイ‘}
疇 D、い以") NH31"必0 ％平和 L た七のむ我合槽 I：：入
叩惇胚う 1司 C‘ 洩度のol.ーオ勺シイ、）祁鹸"/) ％中和 l
たもqと供給 l 1-.：：・ ゼ‘/ 1 イム鉢より｛尋 5 れた希土籟ぇ
索混合物の場合 li吠ーオキシイ、屑蒻菱り°、名夕M/-t 0) 

第 1 図』

20 ％峠柱 ?o ヅ。中和ll)シ靡液店モt戸卜か場合這I
様 1 1. L l 用、）た。シ庶速（すゑえ....f/如ヘ一m L l t=-゜ シ腱認心ゆ叫っ‘‘っ，：：）~渾 l メかり‘‘れ
°'I 咸 を採取 l てウエ Iレ堅シン今レーシ a ンカウシ？ーで放射骰た測1定してシ窓藷曲線t
宣ヽ1h。 また各え素に相当す 3 瀦難曲線のどー 7 位置つが線スベ？トルt TM C 社製邸も
今ヤンネル波畠 I分祈芯で測定 L て条た集立確認し 1::.. 'I,_の綽果をモtザイト鉱 I1 つヽヽl. 11 
沖 2 図 I＝ぜ｝ダイムなム 1：：勺ヽヽ？ 11t 3 I月 1こ柔す。

3．所ー図碍屯カー史器積の混合槽 I::.C1 なお襲度の落液も入れ外御かららなか豊復が窓i夜
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哀給す才ll芍＇裔禾責¢の滲i知濯t沿した時吋の｝豊段％は

％二らー (c,.-c, J ex p（疇）一―-- --•(I),:・｀表される
イオン知授樹脂17)比知鱈量屯Qt. l' 心？＂テムの樹脂屠
t t..ー -7 ボ通過 l toピすると
印M)Q紐＝｛（砂t(HA2tJ{HA:]t[MA3]| よ中—--- -・(2.)
((M刃，（MA叶〕）ー一 0. (MA3) は希這月 ·1 オン、及が‘d ーオキシ
痰豆錯域の紅い壌復）なるI~條パリ，アンモニウム
イオンt希土顆ィオン已のイオン史検手衡定数を K 希土類
イオンとメーオキシ祓の各段の錯塩窃定足款を/e, le,_/e3 とす

3 と．心＝ KCRNH』 3 砂·--•- (3) 
(NHり刊 l 辻ぶ）tk1/e年）祁ふ以讀

吠ーオキシ 1 、J鰤譴液をアンモニアて‘、おり約 I：：中和して•I 
叡場合 (NH;〕＝岱〕：：： ｛（中）ー・一•-•- --•• (4) 

中：：t心い， 2 >で錯塩生応 K さヽ）場令屯考え＇
るt {3) 式の分母の守 3 項まで‘Iさ苔叡ホ

沖＝ k,ご震らい•••ー・(!i)
これに(/) (I/-)を入ホて次式t f身丸

仰lー(C 2. -C,)exp嗜）t鳴＝ owk（三）3•--- (6) 
いふ

和ビー 7 疇忠す 3 まて'‘<7Ji輝液遺積である。｛ミて＇‘
lヽ‘‘‘J今滋 1‘器ぅ中た年1術定数＆吠錯塩守定ぺ較 1 日ヽ1 てイ

-fl.{·`れの；；；記喝合の又°ーグゥ位置t予測して升たモすサ‘‘

イト0) j.易合のうンダンの℃゜ー？の位置は計箪で IJ 3、st t t.1 
3 り：筍祭 3`2 £になった1 次にそt f 1 卜の綺合サマリウ
ムは予測ず 13 2̀ ｢ ｛て｀’窯怜J、 2J /1. g. 3, ンjz Iこモtザイトで‘・ ' る紐炊行鼠 III
うン 9 ンの位置を計箪こ＇配競：J}ミー袈す 3 ものとして各え表 第31~ ，ワクイム•I り）t.·.·J:lfi.)しふのjj澤

のt’ークの位置をもt l>') 1こ｛の絃昂 E 朋一泰/1-示す， そャ・ザイトの場合ふ己t硝心験
才 l 表 オ 2 表 吠‘一否‘りす 3 も U) "t_し·t I'伶え素の住置t

三言言］：］］言］］言

10' 

1

r

g
 

l i 
—→—←.c. で 3 4 — ••3 

8‘ 迎孜容量 9l I 

弟2 Isl ·<ナザイトヽ l9 Cl)ふ．l:IJI元J·,9) (i澤

,o,, 

心

-
E
/
W
d
oJ
 

糾
ヒ
g
ば
g
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1 A1,1 全属ヒ＂スマス中に生成‘l fこ対ロニウムー Z I 0 のか離

（板大工） 品 111 底明 根ぅ阜弘幸 0 窒松師彦

ビスマス；原チ奸＇て＇、中性紅ゼ．射すると
2oqBi.(rt., n210Bi.. _1• 210 p。1/)枝反応 9こし

た H`' フて 210 R。 hぽ成する。 金属t'、スマ

ス£クーゲ‘ットと L て用いに場合，照射
知ビスマスいらp。と介藉するには真空

＂丸充殷法／電屍化学的方戎なとt,1•
既に研究さiしている。 本衷験て. l,J..t.杞

各種介紺茨の前処理!. L ての帯膨紺畔
の可能性と枝討した・
実隙：石英管 (1.6研X5'.2cm.) I こ封入
L f鴻虚崖田．9呼／o) の金属ビスてス

(55j) と京大庶チ炉皮駿所の水雌輪迄
管(2.·x 10115 n/cm五c) a 利肘t.て 10 時

閉中 1は直、射£ 4子fi., r：：：ものと試料と L
てボ・ロニウムのぅ農緯戻駿こ進めた。 上
炉隙射拭料中に生討した2.IOBi.. lよ約 80

JO me 1 こ柑当し， 20 日間放星して邸1o poa 
庄成させfこ。

畔かビスマスは直f生 0.mm (!) "支

応餃‘型し／帯淑（ソ＇｀ーン）将製用の試料として lO c.nし， 2 千C.m の長さ (L) に切断 l た．
この円杜 Aだ金属こ内径 6mm l/) Ifイレックス・ガ｀ラ又管這‘圧釘入し r::. J:.ヽ）＇’ーン・メ 1し'I -( 
瘍融藁（£): o.5~I c.m i n11 輯温度： 300°G j 3象融等の科知逗崖：応／紐）により帯戯柑復
5 繰り送し行な，fこ•

210 p。の分布£梱ベ・るためには，酌足の笛蕊通過囮紋こ＇‘とに封入がラス管中より試料ヒ7、
てス；駁IJ出し，一定の長さ (I C/11'\.または o. Sc.m.）虚断した上 '2 n:が＇ス・フローカウン
クー (H.v. : 1500 呻; Du.叫：ろ00) て次枚射能 5 菊l 定 L た。 次 11 て‘｀ソ｀‘ーン位置 (X几
j X: 充填物の一瑞いらのソ．．ーンまて＇＇の距艇）に対する C/c。 (C :凝固卸の不純初濃度；
C。: tt』物平 1こおげる不経物の平均5農度） 5 7° ロット L た上金属ビ＇スマス中で'(/) 2IOPo 門農
窟介浙り釧べ｀J 210p。と環締するf：：：めの帝斌i過囮荻（n.) J藁域幡およびが鳩倅の長さも
併せ吟昧した。
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実験維果：崩―‘}’‘ーン通過 1こよクホ°ロニウムのぅ農滓過程で＇ば，図キの．'11.= I の曲謀て＇系
ざ dL るように有効浙析係孜（た）は 0.7 5 年え，終鳩部に 1よ 210 p。 n ぅ農縞か‘｀ヶらil る， 藁

域遁過囮数tJ\,‘増//rJするに L rこIJI亀｀ってポ°ロニウムの分析曲稟J閾中の n ＝ろ）n. =7,n:=

IS およ U'` rz. = 20 のように変化 L, n = OO の叶の理想曲線にi寺迫 L てくる。 な瓦
叫＝ 48 (L : 2 4 c.m. ; ｣ : O. S'迅）の塙合は，カラムの短1,I (L/1. =-IO) よリt 10 御りこの

濃滋 DI‘｀行なわJした。

ざら 1 こ，以上の衷駿締果と理論的オぅ去（ Lorむ Re i ss I Ho.mmふ）によ？計算甜ぽ遺と荻

虐すと行 r；フt::ところ，可穴‘リ良い一致さ示（ r：：,
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1A15 ,"  7 U マトグラ 7 法の打究
叫Ip汀渤

（仮大工） 0 大告栢 火舌f復美チ 品 III 睦明

年：息点クロて l fラフ法の條件の変化,~よフて生ずる”fNpの、原点（じ朕肛，の史（ヒと

""へ｀）の分位¢ ti雌し， その締果から万pの，魚奏（'t I：＃ふすい化＃反応とfの
結果生じた錯イオン／．｀ついての吟味を行った。

輝：訊和訊 l は"(7)”炉｝量のウラニ lレイオンど令む溶液 r. 2 祓（とウランげ
往輝紺 L t 2 吐府位したのち 6 叫醸/i溶侑し，過和fq硝醸tぽ去して P. IM 臨蔵

加f.. It過紘羨紋i各茨とした。試＇釣該 □1如微じ％り這応、知I以 1‘‘
ら，息，虔 7U マトグラ 7 法/:よってグ離した叩Nf ［広／ l1 の虚酸で1”が‘$ i容出することに
j ? t i蘭製 l fi. 
焦，戻クIJマトグラフ法(/)辰としtJ ヽ/ H 溢g応 0. I M 虚化ナトリウム沌令洛液_I.OM

”えr- Iし一 o.o rM  N T A i容辰t用いた。
，化奏化の杖（F ど行ったのち，i戸紙のオートラジオグラムt (F り こんと対比して炉糾上
の放射1/生枝桂雌在する部分t切販り淡伯舒析蓉 I; よ，フて0. /0 S Meアの［絲 b I懃／定し Z
叫f t足憎し E.
緒果： 1 謳良品化ナトリウムー礼蔽系の均合 3 iい、k，戻絲t討｀料の着良訊．、紺
在する成ぷ奸斤麟された。焦災，線の一つ/j.'羞戻かうi£.秒方向へ秒勤する 4 f/}で、音ァ
ニオン (Nrl) とfぇり h る；↓のであリ、イ'tJ /J:麟方向へ秒むi fる移動月の小ざ、， N戸

t ＃動度の大j I, Nf-3 である． これらの，租，長線の秒重力に対ずる錆餅縣ft.和1~ fH かょ a·‘錯（じ
刹の餅のij響tド、．i· I あ 9 ,I:'().'•Fiiｷ 3 て＂示す． Np- I の生成 9乙閑しては（／）の反応が｀，月た
Nr 3, Np-3 /J)庄成 /z ／ょ（2) の反応疇↓す 6 ：しのと考えられる．

Nf °2 ・ (L..~t);'-t- H ナざ停 Oz· Lｫct f- Hｷ lact (I) 
2 Nf °：十年t- r H • Lact "iZ 2 Np02. • Lact -tが (2) 

N戸 li錯化和1 イオンの併紛もクくすること（釦叶1/ f:i•.J: t.\器舟町Jのf H 濯大Jする）
こと/: I リ Nfー／と一杖Jせる：と b＼ー出点る。従って本復約 l: /i Nf-2 と同t"ものとガえ
られ（叫＇..,逍If/応可it I:ずえられる。 Nf -I JJ: fi. f. Ifの 99Ho ，？乞t精似 l 1i李動さ示し

92 (IJ 

Nf-3 li r t厚Ji知社すること心V認められる． Zolotov ら I乙よいば｀ Nf゜：／こつい r 紋
か和庫雑イオンとその生成足杖が餃告 1 れておリ，乳酸付イオンの生パ /l /訂して、(t)
(2) 紺の（反足は妥這 Iょ力のと考えられる。

緋果： 2 塩酸偏化ナトリウム N TA 沃の虎合 2 社の庶要絲と吸着部分とが認
められる。これらの秒動パ直t F;3ｷ 2 、 4 I：示す。 Nf- II祐暉町Iの／II /～えの枯
囮t"fの移動が馴9及ざれるが，•それ以上で 1ょ一定の秒勅町釦示す。錯化刹l芥腕のpH Iオ
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Nf -2 の移f力に対し 1 蒻着な効果をふえ，f“が 8)メ上て｀9 ／よ Nf― 2 /I アニオンと、て秒勅す
る．この現屎は NTA (比 r) の絆紅 lこJ.フ（生す＇る忙ィオンが’り I, 1-1,「 2 ll)生成
l：附よする 4 のであリ， Nfー／は（3} 市＇の←オ向かう、 Np-2 は→方向かう仮l l', "fr". 
/: i!する:f,のと考えられる．．

+ v J- --ｷ..,  _.,2-
NpO/ +- Y ご Nf °2 • Y (3) 

結果： 3 ,9, 虔録＄よび吸ヽ坪分/:分‘飢むれる 239凡p t7)量 l TaJ,le I. み lz 示す．

五ble. l HCl 、 NaCl ーまし紋（ 1.0M, f H : 2.1) 系

燐f雑 試＇料苓液 放射耗百分卒

市／の吋 庶成絣臥 邸紐應 Np-I Nr2 Np-3 -唆．位

/.J / ;;r 炉ti uo1' 
{. 6 /.6 9ぷ 6 0.2 o,JM HC し

,1 ', 
“心H 匹ょャ

反 7 6. 2 f2.6 ,. s aI MHC し

ふ 8 ク ク 6.1 8 8.5 4 8 

/. 3 ヽ
、冷溶ー出／ょリ

J6.5 4.4 144 牡 6

ク ク 外涌ば｀之1よリ 4.'1 8.o 41.0 4-6.3 

ク ク “藩r•3出より S. I 

゜
I 2.6 82.3 

ク /0 Jays A09M 謡 I. I 2.4 30.5 66. O o.lH 

/, 7 ク ,, 6.2 2.0 28. 2 63.5 

2.'/ ク ク 7. 6 J 5: 8 S6.6 

s. 7 ク ク 8. 2 3 6. 5 53 5 

Taレle.2 HCl. Nacl -NTA (O.05 M).F. 

錯胎謁I 錯（t:~J 蹟粁•；令液 放肘能豆炉F
の代 ,,p H 諒叶由 粒愈舟唐 Np-/ N,-2 '“jp 
ぷ 7 3.2 I 1/,r 

0,05H U サ
31/. 8 H刃 '1. 2 o,/11//Cl 

ク ケ /4days ,,, .r'1. 6 :z./. 3 2/. 0 

ク 6. I 1Jays , f2、J 2 ぷs- 22. 2 

ク /0. S' , ク 位， 1 JJ. 0 /6. I 

ク / 2. 9 ク ク rI. I J 7. 7 I I, 2 

I. 3 ふ 2 lんr ク Jo. ｵ fふ2 名／

fｷ ク ク
a2H 匹．＂

2i, 1 JI. 1 /3,3 (I./M HCL 

ク ク 90 JダS
ao,rn 四ざ

68.0 22.2 .t.6 ~ /I{ HCL 

/.'l ク グ ク 'Io. I 21/-,6 t. 0 

2.1 ク ク ク ji,5. j“ 6, 1 

420

• 
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戸Np-1

•• ｢ 

-4¥- Np-2 

41ヽ／三冒mp:ex d□言：言三

20ロニ］］_:O -2 • 0 9 0 

-4卜／／ 9 -4 

Np-1 

Np-2 

2 4 6 8 10 12 Fi,;. 4 2 4 6 8 IO I 2 
I9’ig.J—•p ll at: complex J:ormi.111; solution 

(1 心 c ti c acicJ) (NTA) 

Complex clecomposing solution I O,lM NaCl (pl!= 5,8) 

) 

一般的 rょ｛慮釘とし

て，像レ1 餅化がI dJ便
胤錆化がJイオンの

濃度噌大およ閃錯紆

雄が1溶披f r/J水{ f 
オン濃度If)減少 lよ，

叫
Nfー／ への N戸力湧も

を大をくす~.糾粁

i苓，夜の庶成廂 lり力＼•長

いもりお、よび哭＃す

るクラニ lレイオン慮

度がイ氏ぃ峨令 /z Iょ，
“舒への:zJfNfの分
砒が大ざ＼、ことが判

咄した。

文献(I) Yu.A. Zolotov et..,t. 

J. I加吼•Hucl.Ch,111., 笞 ,6'1 1 (J位）
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1A16 TTA を合も吸石脊l によ幻放叶性枝種の分離

（放医研4い学） O;社むE 一 寮ふ竜克己 伊求正実

目的．•TT A (2 -thenoylがflu.oro o.cetone) /なオ戻分裂生叙祠起ウうンえ含tょどの例位

Iらひろくi和 1 ら川ている。噂層クロマトグラ六紅迅速、殉（更tこ分離ずさる国相ー孜相

用の 7 ロマトグ‘ラフほt"ある、一搬に古、こftれれて＼ヽる薄層 7 ロマトグラフ滋 I古シリカゲ｀

/レ, -z，'人、＼、。い喉芍削に用いているが‘/.::、ポ，こ TTA.! 加えた 7゜しートまィ乍j ,'”G,”G,

忘，”Zr /'1Fe 、‘゜C。 ,“ln h:.どに対す~ TTA i希血効果 C L りべ第釦日放釦謹打疇t,'脊長
L た。今回-,; F-f仮厄伺らかの測定伍と l灯池ず Iすようとして 1 薄層 1 ロマトグラっ，可の 7゜レ
ートof,tずリと1) （組成心ラ I) がナ、，レ炉7、ダ o/c 1 て｀、人、1fん 2 S- 0/o, TTA l 'lふ o/o)し

* 
千応＇‘-莉の分布保放1直と測定した。

“,TTAa 溶ii！油出ぅ広、＝濯ヽるピさ I 二 1 ま／有檄淀皮，こ＾；客悧 L て 1tlいて I I t}が‘，困｛方
のTTA £直丼，木相に加えて初雄臼れば｀星浙的 z’｀あ~.fl 、K のた陳i tよくti ~と凡ぇら
爪る a L K が‘つて，バ、、／チ：：：去のデ'- 9 ーと参考 1 こ l て前託の放的性枝稽と木相に加え l国｛本
の TTA によって分雌ずさるかど‘うか L らべた。

鐸；試料I本 85Srm,mCe,”Zr り Fe, r,oCa /5°Zn 叫恥憫のトレーサー遵あ＇よび｝叫と加え
x 

tこものと用いた。分布保放の測定は原程的に ,1 イオン衣挽椒祀，：：訃ヽりれる方i広と国一ず

l ラ Il 力がレ，て．、A ぷん I T ，認＼i r2 9 本その；訳物（姐成 1ま薄層用 7' し一tと同じ）それ
心 I <tむ＃栓試瞭管 I ことリ、 AI N酔蔽アンモニウム級衝痕店加え平衝 I;: tにるまて｀ L んピ

五c

う L, 年4 のがラズアィルターゼ吸引ろ過 L tころ衣＾とウェiレ型シンチしーシヨンカウシ夕

ーが苅濯と測定しfと。なぁ‘，この東賊，：： I司ヽ l I濱層 7 0 マI-’f‘ラ 7 町°しートはシ，1 カ
豆ぇ 3 乎，t`人 `Fk /0'], TTA ワ 1 と 1 せた啜新有J t肩さ 0. :z.r m 川にひ、）て自f繹操
させた↓の 1 孔ヽ／鱈瓢古 IN酢級にアンモニア未＆加之て rHを蔀l製 L rとi厄 1:f]\,‘
tz. 
m ：脊層 7 ロマトグ｀ウ 7 ；公の和果戸よ AI公｀，‘ C゚。万如） R戸団碍オ血て｀は約 0，ワ心屯
いが｀，い扉訊 n rH をあくするにつ爪て次第，＝/2.fか‘,I、さく rt.~, rH 汀lオ直が 1本廂、色，：どと泊

うの釘、詳細に L りべ｀tz.

笠丘竺桂薄層 7 0 マトグ＇ラフ 1刊九—卜と国ー放勿せ｀あうシ II カゲ;lし幻'7、S-o/o I て｀‘K
以年／~ I TTA I '7ぶ。／0 の湿釘勿と L h.,ヒぅLtことき／pH.4- M征の今布ィ桑牧は約 l t‘ 

低いが｀ rH45 t｀は一挙に 3oc;o とな1J rH 廷臼 /0000 となった。さりに勅未の TTA
水

£加之て L んピウ L たピころ／pH 2、tガのク町紐 l 本"·I I pH d:次第，二高くすると急孜
に師暉が大きくなリ rH s、 5.:,'は約 7000 て、あった。て’｀人、3，0んの今布係奴木 rH2、 2 て｀＇
2-aて｀、あったが｀， rHc 高くする 9 二 L t瑾‘つて色救、＝、1、さ< tょリpH s、夕の水令布係紋心、 I

- 3 1 _ 



ぜあった。
芦星鯰叩加pH 2、之t,、砧加叫数は約 0,7 勺ァH4 柘戸‘゜C。ど 1司じょうに急孜
に大きくなり rH S.s てば鐸4桑放 It約夕000 となった．
鴎Ce,'iS'Zr,"Fe けど｀の＊ら即翁散 I本大そく唸r :l1Cs 叫小さい。こ爪 b i力汀鴫故のイ山寿層
1ロマトグ｀ラフ；去の Rfの位とt直すると，巧河渇枚が大さ、‘t ktが小さど冷在係数が‘/l、 2
いと叶がK? 、、こヒが認めら川t2.

なお，衿詞教（面ガり唸r |1叫Ce,frzr,‘rZn,‘゜C。など切湿句珂がらわ、5r 疋，1）乞‘兄，,rzr/Zn
“Co が紅吻から分雄ぜきる二とが予相されるが／;, I) サ‘1しヒ TTA が紅巧tっ<.,)
田 5、夕の IN酢幽アンモニ五架我/o c.c .r加之て l 明 I荀 L I..ピう l f:I.のも Gr4 のガ｀う
スアイ Iしダーて‘ろ固 L 2. SI,チャンネ，レ寂高ら析兎只叩 L 放わnし心l 定 L t2....糸炉和表に

示すが、笞Srl這 I£'looo/0 パ砂約 10 o/o の国収年t滋液ヒ l て分維t" -lた。

処理痛「のオ茨莉 担ィオ 分紺濯莉： 国牧卒 備）形
緊、町‘e_I ftzr 、 CF  gs-Sr 約｛，00 •/。 ?”Zr 約 2o/。嗜い

広， ‘°C。
え XIO-4H m̀Sr 灼 /oo 4/。 ヽ ヽ

”csI ` I 吃r CF 13りCs 約 9o o/Q 
、rZn, ‘·° -c。

’’ ヽ

2 X IO-4ド• ”Cs 4勺 (0 o/u ,. .ｷ 
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1 A 1 7 固体置オ尻去／こよる炒水中の F-18, ea- .,aの分粒

（日水原子1J研兒所） 本島連次 〇坂栗昭次 魚ム 思

J PDR なと大型原子炒にみ 1」て/j炒ガ（中の放紅／生族痘の糾析 1'1.原子炒の安全管理のifiJ

から塑字なことである。ぅ街名らはこ瓜らの崩阜祈につ II てノ すで'(こオキシンなど祖］出法~ I打

いる分析法と曰化公沖／8 争会 z・赦告 e1テった。 これらの酵析 Iii走常的に行ぅ IL` 要があり、

出永る Iこ 11 尚犀と方法ヵ＼雰未 3 孔ている。演者らは l函体置放友庇JC 看目し、 これ巳応用し

て炉（中の Ca- 64 み・J u 下- /8 の角紅行 e 試み rこ． I国 1本置放反応＇の分析的~I司につ"'Z Ii古

<CLARkE ら (Ind, 万n f!- Chem, Ana./, Ed., 10, sq; (1 <1.::s 8)) か CdS !侠用 L て

嗽董の匈の楠条と行っているか、漢者ら/J.::の原理（こよる Cu.- 64 の分羞 なら u•' に CaF』

ll /打ぃる戸／8 の l可位 4本置瑕分梃と訳｝みた。 すなわち Cu.- 64 み．ょ0."°F -/8 の各トレーサー

E 4吏用し、 そ;/t.そ＇孔 C45 :I,• d U'• Ca F2 Sl刃，）て 1且体置塊分淑につヽ1 ての二、 三の検安m 行

ぃ、合tてゴPD 尺炉J（中の C“- 64-みょ u，戸／8 の絣析£ 1子っf；；.

CaF; ／こよる F -/8 の置喚分森

i) 'F -I 8 の生成 Li..a C03 (::Johnson Ma  tt heがj-t.被）の約go”j ‘100 m£ の母慈，；絡水 I:

湛酪し， その一部もとリポリエナレン板んに焙封してゴ RR -I, No. I ヽ宍駿3して’, l 叫 l旬辟，

幻し 180 (:t, n)  18F 及応によって作った。空丸中のアルコ’’ンカ< /J,ーA (れ. r)  /J,久 i: Jっ

て；容店するのて参照如 4妥埠、液Ii 5 分 1旬挽杵し、 A-41 il埠出して後侠 m した． このものJ;t r 綿

ズヘ•7 f Iレ、 半救期とt 1: Fー／3 に一致し他に不，廷 m a 合‘んでいなかった．

ii)森作 訊水.so~ IOO.,,t t,採り，氷扉酷g力D 之て／ ％那殿；各液とする． Ca..ら紛禾 I

，』加えて.so~60 ゜C r• 20 分／訂撹抒し，ザ約する．；虎殿 e 0.5”"朕瑶汲で；肛少しホ° ]エチレ

ン拝瓶 I: 人れ， のらシンチ v- ションカウンターで r 線ォ文身寸熊，£測走 1 る．

酢賊のう段度ぼ 3 ％程度 d r 年朱置放 Iこ影響と共之なかっな． d た数＊少程度の視i乎でも'10

~30 ％置喚されて/Jる． この置浜反応いおりて茄も童字な＇51 3 la ca.下 2 の菌て＇』 酎酸 3 % 

/ 00mむ蓉液，境杵時1訂／0 外の条ィ手て'•CaF, と戸 I ざの置祓収せとの 1釘 4禾は 1辺の如くて＂ある

O

O

S

o

 

F

置
橡
骨
ふ
”

1

8

(

 

~ • 0— 

0.5 ! 2 0F2 隻（f)

各複トレーサー a 4艮用 L てこち置袂に対する検討

E 加えた結果 lit亡／ 8 のi芭 Ce -I必、 Tb-160 、 Er·16 q

なと＂の神土萩元禾 Sc -4.6, W-I切、 Au-!93、 Ag­

I IO n,なヒ・カ‘../00 ¼置枚された． Fe ('Jll) 1 ヽ Z0 ％程度

置碑されるが Fe( JL),ヽ置換さ爪な II. a t:S卜• 87n, 

Ba -I四の置殺，｀ ／グ．ネ呈及であっ rs.

GdS による C“- 64 の置功分泣

i) 才原作 訳水ぬ4 と株り．0.5 MHa 酸 •I生とする． こ,tt. 1: Cc:I S 紛未 a53 a 力D 之／0 分 l釘撹
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拌し才刹する．沈殷 I ii' 0./ M HCl 湛戎で況浄l.ホ°リエナレン絲瓶に入れ、 r 線奴店熊!)IJ走

す a.

戸 I 3 、 N4 -24. Mn -.S-6 、 Co -60 、 C"- -64. Zn- 幻、 Se- 75 、 As- ク6 、 A9 •I/0 m 、 Sb-

124 、 W-137, Au-/98 、 H;j -203 {.と・・各戎トレーサーg成ってオ”寸 L 9こ蛉泉， ＆~の他

妥、 A9 、 Sb. Au.. Hj もと“力1 /00 %, W ぷ 30,,-.. ~ 1: As 1J約 4 %晋汲 3 んビの虚は始んど

復功されな、）．

Ip D 尺炒水中の下ー I 8'、 C“- 64 の分淑

以l:.の検布結果 a もとに:T P O R 2,200 E "F P H 遅配峙 I：採取した炉水［：油用I..'戸／g

Cc:,,- 64 の分淑 5 店った． ：：のfが1くの乙峙／訂至遥後にム＇［ブる放約 •1生核種の放射寇の割令 1、大

林、下 •18; 4-0% 、 Mn -s-6 : 20 ｾ. Cu. -64 : 40 ％、 各の他であ 9 ． 共況ぅ去ある,, /ii'抽広法と

木匿成分湘法との比嬰結果のー 1列と次［こit、す．

置振介淮

下ー /8 2q, 5 % (Pb F c.e.共北法） 30. 8 % 

c“-64ｷ 35. 2 % （オキシン今黄且法） J6. 8 % 

：：：のこのJ;J r-綿ズヘ0 7 卜JU あ・よぃ・・半裁将］からもそれ名’戌， F-18 石・ょ u•• C“• 64 のものと一致

した．

尚本禄作 1 J. C.t.S i.. c"-64 a 置浜今肖ft. 4支／司一試料·浴沢.,,,ら乙ん F• l：よって r-I [fの登禎分

危も可作である。
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1 A 18 錐生八の固ー液科）月小紀（択そ尼瓜） 1-:: 及 l" む来

しり）該 11 Iレシウムーうン 1 ;::...ド床 I"' ついて

（京点い、化研） 重松Itj_億． ヽ月 1いヒえ 松 1 正社 0 象イ象免·

l. 以杓， 1賛対ら I• L '1'う戦ジ'i -'J' IしE. I月ぃ内ーラ瓦に F.,Z L -1り醜オルシわム釦北展

L, lz. fl l-'1 I< 托丸庭するストロン今りム，訪土猿元晨ちとの介祀斧曾IJと梵打し z 1 た。

托光及の今荷戎剌 l< 11 次の芥う后よ 9 のし"’I があ 3 b 

（竺心ーf—:)心ん;::. D(心4•四や宵P°”う (1) 
加→9氾P°”ek 如Qや砂炉’”が-40~

勾 I如乙i吐ー如四pp'iie辺 ＝入幻‘叫t辺~四-—po…、t (2) 
仇ヽ四→心p"He.心i九 so紅ゎ 盃とら石―るみるふぷぷ 90必磁し

(l) 式と内一介柿刈，Q）式＆対牧／が行剌とい丸前者 lで，令が然1J 1 ~り/-:'和術と r1'), I目社！

て＇の 1県足ni•内一な吟ふてあ?. j知和,-.)且応、表面 1-::. A I.II -Z:のケ平恥＇たしたれると 2 疇

りに． l りう殴1J Iレ三ウムと吃応手とし z)11 u たと 2 ， 夕くのt易ん対故か、布肌に従.~ z 
兌殷1 る． しがし，坑及題,~ I肴いた1J Iレシウムと電f何と晃 I"- す 3 稀土椴元及の糸 l＝ちぃ乙，

条浪,, pH &.仄，緩衝、9ぷ汲と l て刈いた1J Iレポン痰の魂危＇，ニドっ Z 打反A 菊 If,敷入灯訂臀とう
11 3. ::.』し 11 Ji笈ヒてクロ及ぶ＇ミ 7 口 A' 小との猜位パ Iく起囚す 3 と秀たられる． 咽:ili'~,..,

l りう版力）レらウムーユーロビウム糸 I"' ち(/1'l I 雑生氏 l,::: r っ7..ミ 7 口戒 A の介、虻ぷ心‘

I-:: "くれもがこ虎打し""·
え、 2 $'0 がぐエルレンてイヤー 7 ヲスユ I"'- 曲も青の1/ Iレシウム堵凌， 択りす仕 1同位f不と合む

ヲンタ←ド 4 1 ン， 0 ルボン戟反仏• rH E 声1"} 1 1 た，，の菊t生、I - f滋淑と入1-1. ~. 別 1< L 

りう籟:i.:_''lt,ケ 1レ~ 1¥:-7.'°紐しt二札 I= h口丸令計→b 叫｛と[• 3 ように稀如支fH E 利見可 3.

7 ヲスつ E r且ぅ羞待'"'入札＞心＝直詑和状態とケ 6 ＜すうた＾にか 1 →也＇得とつ lT ／ 又忍茫
t p叙＇た＾に:/2.ir 喩£つげ 3. ~政 A 堪知＜且りり＾ぅ監瓜'"'到邑したころ／ 力‘‘ぅスフィ Iレクー
；直し 1 ピ^.,トし＇、よ吼4 採取し‘ h‘..., 冷秤斥ど 1,::. が 3 叱いい屯仄と七h ぐた＾戸環玉Ii隻 E.

D.A4 入札il, I司楳 I二し乙一見台 1iJ絡曲―::.’'と,.. j,.恢戎殷し、力{h 稚捌足に r.., てミ 7 n 坂

＆の知訊年と厄の 3 ． 如＾玖料森知し出咋i··'もい出し， 過ャ品長応＇んいた1:DTA 翁た 1-.::

F.,t.-:. 7 口戒A ＾足量と行ぃ兌展中と厄＾ぅ． 二札ら 0 ギー 7,’ ら (2) 哉こ用凶こ／ふ＂

駁と算とレ-t<..
カルシウムの充級身とに打 l 乙入 n 4直ととっこ＼図 E h‘1, 71レシウム。；杞展年'E O I-< 外埠

したとェの入の位 E も，て生の会の今、柿イ§がとした。

3. ?-i) m"い環皮＆仏．pH J噌について一マ 7 口杖知ミり口戒ふ 0 党が箸
l v. l.,, う賤ヵ Iレシウムーストロンケウム-f ¥-o 1', IA -t. I~ 、戦の境厖＆ぴ州 I＜和んと’魚：｝屯イゑ

に斥り／ 灯枚か布イ条枚 lo-約 b 、 1 ") -定俎 E ネす． しがししりう眩ヵ Iレレりム-弓::..- 9 ニド
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糸 ZIで有磁岐＂ ；農度 1，，尺 1 < ！り賢 1 tL i, ニニ乙＇ら (A』,-::灯 L Z ム，入ととシと -/,0~-1、 3

i"：の勾虻l とf了 3 直§且とち，・ 出，，fク喉/::.ついてし政のイオン環なド浪箪し1. I詞/,:::
ム} (A C.ー）に打して.Q.g X ととると一 oI'～ーパの勾紀と哨 1 i邑 ,U となii. 二れら，，娃尿 h\ らわ

乙介郊 1"文 I}" 11 ）レボン蹂 4 オ＞ ＾凛丸の一次也ィ手乙五比冽しーといると思 h 几 3,
3-2.) 浩干の毛J IJ，レボン酸溶滋/<わ IT 3 拳項A につ "'z--—伶千の毛J fl Jレぱ＇レ咬

と汲たことの、味汲ヤての今対イHt f L., う裟 11 Iレシウムーユー'CJ,:.'ウム茶 1-:: --,い z 求のた．

ナ L 長 1 肢の 2M 知知 I月い， その酸の半介｝和青底し
毛）1J Iレオくン疎

ゃ＇減

鮮銃、

礼ーラク践

7• 口どオン酸

絹紐庄駁
-4 

/.?7)(/0 

9、14- X 10·• 

/、t°)<. /0-t 

I、 22 X /0 
ィ·

入

3, t 

7,0 

i、 b

ふ l

た命の rH ィ五t定籟£行，'v.. 乞の維見,.'!I'

1 長乙示 1 れる卜う 1色疏 n 絹紐It且杖＆入

との）り 1く祖関t生がある。 i SP- ，， 7 痰 hv· し

侶ぃ直 E 示すぷこ札 IT 生の立休的 r; tn 長 I-=

ぶうのかも-KIZ f\.斥V,.

-tｷ 
i s o ーテク殺 ／、 4)(10· .)、 7
ばT : 0.2 M, Eu3ャ； 2./;X /0-rM, L 漬叫Iし
: 0.I M, n ルボ’ン蔽·, 211 , 山叫

—~ 
4 1 レ 1でミ'7 IJ沢~ 1-::: <.らべ Z ク農底が高いたあ， 4｀をの曰PTA と傘9C l たと乏してグロ双

ふの紐戒にび中足と度化，T ~ v-• したが，1.ミクロfl>. I~ ，，，紐瓜 E 庚え Z 屹のと a n A 布｛ゑ

ほ I＜町 3 史9 屎ど介るた,-., 1-::.1 E 町A!4狂し7.沢稔と行， K ． 1 T. 今ぅ z• の択兇展象
にふ壌及0) E:DTA lo 加えて A £ネのな， 二＾”泉 Iす？ 2 みにす、 1 れ｝ ；うに． 1:::1::> TA"' ：農

吃が噌加 T うにつハt入の直 IT 減少＿1 i．す行わちミ 7 口凩ふ，，，frec ~ 1 オンが印 L 、
柑生八爪・小 9\' 増加する 1-::: つれ-z:入 I9 痰「 1 3. 

EDTA(x~口:10ィM) 冒(XIO名）入

3-~) い DTA と添加してミクロ戒ふの

紅欲£｀度えたと 1 の影咽一ー カ Iレ紅7 ム

^
U
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久 7

7

6

 

` ー
ム nv 

I t:6 

ゼこて＇・ミクロ成か、の魂皮

とl:: DTA 1>1環復めたと一定

1:::. T うし， ユーロごウムと

14.• \ 白r 臼度及o-i.l= DTA (l\安足度"‘
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奸醜(M) ぢt (M) iDfA(MJ ぢ／EPTA 入

-4 ,S--)(/D -r 2 ¢、 7 7,0 / D 

/ 2 X Iー 4 I() • ユ ヽ． I

O、シぐ 4k /0ー← 2X 几-r ユ 3 9 
p,a • I X” 
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1A19 ア）レキ 1レ忠誠ナトり ‘7 ムの記 1~ ~ a 放旅釦5 終袷~広（][).

コバルト錯 1 1 ンの選択唆羞

（九這） 。師柑や肴私雨哀乎

概要；木中 1て伐在可ぅ枚射＋が約憤と袷広りるす訟d) I つと l て、吸羞にfうオ成があら
．駆面祐栓訓い尺う F(J^In $ep心 A^tim も-=t "'I 例である．限面酒I生市jが、負祖ー浪罪界配｀
濃釦りのとか侃して．克叩登生1!. L め，泡未 E単心 3 半 lてぶって、泡沫に吸羞さo11. Tて
訪侑苫険去する。以芥よりミのオ法 3 i史い、枚加枯 4 オンの桧山および｀蓬択唆着辛〗研
兒して永にが、＇ イオンの荷咆 9\‘ヽい、逹応及羞寺に艮1令｀す和堪の碩遼 Iす未卜‘‘行｀Tr わ小て
t, rr か rて為、 T 面1[ i祠直（面の依いけ細M\ tte U呼似さ佼 ln して 1 "J渇と詞
ヘ｀’[うとす~ ell 加、ミの＂の臼的でふる。

輝汎)‘鱈出叶l'?D$(C心0ら0心、＄叫如m p。dec1l 5吋心） ＼濯製し下ふHis
洲を栽蔽て'`エステ＼1r< t. L 、 N叫て｀｀輝してik' 「く。とれ＆水か 5 の再縮晶さ＝度讀返して
柑嬰し T-- 。i紅し r：：：：じ紐r a皿lne 伍叫叫 I （函〔ば(t,I叫(tJO,)J釘 I （面 L ば (N出凶叫，皿
町ば(~H叫偽て、あり＼忠 8 トレーサーとして｛庚田し Tこ．沢昧 a t祠蘭す、知沖ダの遺度
a 一足 (2XI6b加％（直 m.価））t x ＼か叩（t（面））に保 5 ¥ i訟旺l のi應庁さ CM C 

（ミセ Iし祁輝和訳）尋」＂もt: ~ 1t戸時遭げ、紐喚辛の湧l知｀‘ふ虹
輝茎闘＼す、水平い吸崖ヽヤと屯匝 r濯疇｝リ「T V 1 そq疇 I1 30 ̀ C 直直：：：條いれ

て＼＼う。 C吋り出計湿液 1違索か｀スぃ送局して｀発生し譴床き約瑾l靡拉さして、
叩如に見11/ T-、。放輝の剌知＼令てし。u 是炉＇胚d 枚町直lJ史痣間で行 rt 11 、i紐

即叶小⑥叩び｀署け、これうか汀尿｀め瓦す rて、直 r逗呻小濃知、i絨滋if IJ,f,_ 
t'l)「=o

綽果i t価わよか’'町応呵I奴一浴彗I ｀合で l'i、麟麟の紅 P もd! C農度 1［り
向：：： I f t k,と‘‘差 rす＼、己這紐(}) 5 P S の濃度＾約 2 倍であ， r：：：。(1[ l面 4 場合にお 11
ても I~ 孫と 1忍わ瓜う。） ミ瓜 IT$ p $ 0)濃翡i半か’'2 1.‘ふ）吊さ意味可う。

令 F 、, a寺 I蒻悛の除口辛℃見てわ｝ヒ｀ ＼価の伍西— $D \,,嗣知場合で 1す、'30 f,前
使て一柑筵 E 示し、正面＾ら西— SP 舌幕応‘'1で、q可％前後で一淀直謬 L てりう。 99 ミ
如嘉し、町配喝釦··1で、しI"\ C..て知直を記、＼サ芦がう 65 •/.の範日で＂庭して｀＇
す。（徐い年 ll I" 力＼＼応"'f l flw-閲< m 変化に、 か r『リ影堺 1 食 IT 3 が、 ‘cJ)庚笥＂ ll
知が•eIWvlH．とえう 1弓ゞー足俎遣：人、この疇 Iす無視出束ら．） ：：小シ lす、今践の
CH して義這碕ぅ慕玲純是と反可クtがで‘あうが｀、り胆着が｀イオシりし豆< 1輝
さ軋て IT II' が｀＼荷穐RIT で「すく、伍tp向と e p $ 0)怠眸合ff, (＆呼厄砕）の溶朋度ャ、
水溶液や？‘叩t.序砂町~Iて日かしく頁＜恨胴てれていうかを余して 11 3 tので｀ ~3 。

丸遣択成［半 l岨l して見ぅヒ、 I l面の如叫X の湯釦｀口、中坤J d)息度ヒ *I：：直緑的
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直大して II 1 沢 m面ヒ直（応知西の易加‘`lo 、沿柱仇の C M C の両で｀晶 4ヽ値さ禾し
て II う.. (下 1図） ミ小もサ、今幻結長と反可うが｀、伽叫似イズ)..平t"oi SIつ＄の
訊 C ， 伍伝 P ＄の尉節度、イt咲い漢丸命令是汎＼い翌応吸着に関可う説明と試け：：： d') 
で、その組果 v、つ II で報告可か

紅注バ倍蔑 1：：：打可 3 年向け〉の遺吠吼h半

s

o

o

 
A
 

遅
訳
啜
泊
李
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切

10 
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直 4黛！

し

c:e / 

ニニ=店三／二ロ-ロ-""
6' 7 I? 9 10 

S D ＄浦度 (10-3 l'l¥1>IQ/ Q.) 
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｣
 1A20 E伝ec.t y oJ.e-.心£心rムク～必 沫による砂紅-t,t、・ロニウり分が「の検討ーi

（放匡研） 0 ？5 舒山i シ窒本いつ．．み 丸辺t序i音 t"}吏胡

竪星柚微§の Po -2 Io の介杵足tは、正岸，オr...lT樟惜 1皇なとの分舒 1 直卑にな、1 つ l あ
る、ー的に以杖柘、ほ核仕の分杵，定青 1：ばれ々の町にな I勾栓がわ?;, ~ ~ i 1i核棧 I::. t., 

？も侑し（りがう．れ‘々の対象 1な，fo-2/0 てあるか、 これに Iな主と L 7 次のような分九

試粁作摂J:'..の I匂 H がわげられる。

1) 分がT 該粁中の Po ーユ／0 すが枯塙 Iご少｀いことによるも堺，たとえば生物拭料特に人肺試

粁乎の Po ーユ／ 0 ，，t 11 ，ー船人て" 10 -／勺／ j全隻t □ Iわ條盾て｀ /0 -Iり／ 9 ·生皇tm て99

あると広われていウ。 ざク l これ々の条件 I~ Jヽ）紛tの試料—t年にいれることか', t•つ＂か L い

ので，桔術 IO ー／3 C から／0 ―'だ柱肩の分朽．芽J定 2 行わな I ↑ればなりなi,.

2) 訳粁中の P。以外の成分打ち戻雅籾による妨塔が‘ぉ•こる。

3) 言ぽI 1:l ol.J年スベワトロメ |II ーにようか', 1 言t浄j該材 l名万託なt&')うすくする．

このような屁 I:/釘 L て／ l, 今li..いろいう戎訂ぶなされていJ.J, Po ?J f;'朽法 1 ：：／'1- I f.伍乙

4…-4如必 lこJ 3 方法以外 l こ茨’澱シ去／電届;1,.'樟·発試 rょどがあげられ；ぷ，
旦い叫§ t危 L あわせると，f象作が筍箪て＂史 1利 L 盾汁］ 1 あ')しかし YC C. OVeygぷ瓦ヽヽ-l, 0) 

として l 'i I EL.必しりしーーム成~ I :よる方法があ l丁られ?J.こ 4 方法 I こよる P()
和栂t国する Ye c.ove y'j "> I磯 I t 1 浄J定届の検出枯翠などによ＇），森低 IO ―“C 位月ま z`'(..

かしりべ｀られていない．

炊々は，袖餃tの P。の哀に必辺cんれこ¥ んf必なりーがア法／こ I幻して 1 .t. §C の分朽吝，こっ
いてdJ I咀い炉月す b ための＇t稔g {f...,ている。今 19 tの沖 1 l 手として，上にあげた I勾

せ没'11 1) l i I:, Po—2-/0 (靖峠浪液） tイiJ:. I利した釉飲十の Yeco Ve Y'J'! ij怠 2 行，tこ．

ぃt .::の史恥'l... I不 1 ／和国：しりへりれ「：｝ャ象と券柱して＇ 名託叫＆り森あ rJ‘YecoveYJ'
叫；ような条件どえらん 6. p.ム乙勺ヅ祭の仄會辛和（午としては，冬t口(>』/ 5"'o-
9バ，時 1匂/2. 0 分，祓仕ItMN  HU  I pLa.在 It岬（各 3タ-),撹拝速度 Iitで、千うた 1ナ界
くした． Po -:i. /o のtは I I、1 ? 3 XIO ー／1 C, 6 X ID -／卜c 1 3 X IO 一I“c IJ) 3 伐 I皆 Iこ予定 l ti. 

ye c.o ve. Y~ ~明らか／こす 3 ため，次，，ような 1'''~ によって戻 6貪t 1 了，た．予ぁ史験 l: if合
のよいかt府のシ農度の試該液をつくつてJ,·く． この衣から適当tと 'I I つ 1バ紐 I：如して
自然i f~ 11 人t it嗅（ 60 °C 以下） 1 b, この樟作 1: ;:'I zり”’¢ ＃＆匁i1)訳料か得られる．去

た月 1J I ：史められ「： tにつ I' マ肛正り免（午千 1 ：：四勺を行う。前方かこの知ぅ＂と示す
mm十て．．，村危が£知ふ。必～一［か庄~ l た 1直を示す·
p~いj如奮，ょ， S. t, 8.f.G\..cl,_の If)''たものと｝B んと・国 l’ て•ある． Br ち鈍栽は、店のな、，

哺孔ピン~ D もと l：ペッキングで I[) 定した．このビン／広北浴内に達立てられ，試験液 E ヽ I
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れた4食 1 ：：棺抒される。

放的枠計痢 11 I I ヽ｀・1 7 7‘ うウント 1 ／か砧託を房札し／ 子恥本栓出器（1/t'O I 釦， 900 如•)
と／ 28 4 ベンキ，レ I ぐ，レス／、 A |アナライずの紐令せによるr/..令阜ズペクI-。 1 -? I こJ ? f: 
. この装歪のパ ‘•I 7 7・うウン F'I五ぽ， 1-j卑なエネ，レギー飩国 1刃て(J.oscf4)..-.<./.<) -r"ある．計数

効辛 /1 I 1夕/)~直公届 I こつ I'< /fO .I•仕度ずある。速1jだ峙 I旬は 3)(IO~‘’c の該料 I二対して

四叶l句、 それ以下 0 試料 I こク了して 1 1- 2.4-吟和x .t.どオ窟準とした。言1い棺導｛扁差げ 3 X 10-/3 
しに対して 1] 夕 o/, I 、 X 10 沼‘C I こ対．I L ては IOO/o, 3 X /C/  -~ C I ：：汀して／3 ／0 0,/4以内 1: l fこ，

訂 l直 1 i I 7 のぅ嘉凡り Iし- 7・（棟 1 乍 II 各ヶ 1し- 7゜与 I ミJ: t'... VJて I A/'. 行っt:)につい 7 椋

導i直 I p仏乙7 ｛直こ、とに平均たと、） / i 17) ttを求め r: 。この比が reco vev~ さ示す：とにな

る． I司時 l こit kit差t I含II/ f: 1 べての棟作による言更差;r; I 移して来めた．
旦 炸児は国 1: 元可直'}て•ある。今＼日の危稔 Iな I {卸液か守皇柊的なものて＾はあ~ /4\",全

條的 I ：広つて IO ー／し c#U 丸の遠~Iこ対しマも, yeco ve y~ 1 ;J:/;/:ヽ'’?o •I。以l:.と先えてよいよ）が
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□1 恥這凡':..お Iす↓故廿，卜生 1叩碍ゥ溜い燻の研梵

(9.) I\'I) ウムお↓一び｀ランタンつ立心今郎 I こつヽ｝て

（）和、 5n) 0 佐飛起 市 IIl'嵩士人

目的．’先に毀患 l た直VJ (I）位如憶凡のユーロヒ゜ゥ A Ii p H 7 以上") i答液ヤ z'‘ コロイド｀的
冷勧t示すこtが判叫 L て、）~·. I司 L‘’ 各:l:..必〗元素 Z`‘ あ d ランタン 1 こ 9 ，ヽてt I司、様な染紗ぶ‘

サら礼Jがるかと碓がゆJ ::.'i..'ならび 1:' 柏（Iさ違氏の II",) ウ A') 渇f,,.欣｀褪t葎｝べ‘i : 1 

! (~ ~) -l L て｀没殺とわこなった．

輝; (A)利底）か、対艮，コロイド｀佳成、＇：：吋がJ和いい．往的な 5 ひ｀｀に完場支ゥ犯智と直すJ

ために．、試硬 9 棺製ならび‘1::. イが、料 Iこっざ｀ 4）ような 3げ、バ， 1 うり礼 r: 。

（イ） 兜貌 I::. イ妍）すJ一切り）K I1, 9 ＼゜ィしックスがラ人穀藻；協器 z•` l 国，み瑛般描，堵忍t‘‘

碑鱈 L た化、 2 夕 o o o r r m ゥ成心合譴姦て•• I 吋 11i)直丸 l r~ J:..疫液をもち、 l r~ • 
ミ〇？K I 屯祖｝ーダデ＇シケーりー中，心窃こ孔．， 1j < t t f 8 時 l町全J1l l た応蝉 L

た。

四 i/9 00M 訃Iヽ臭‘)ーダ‘浴液 1 4- I 飽和心 o rl 沿＇、シt~ ~珀記茶ィf t‘‘這）も1人、母氾 9/<. て‘‘弟杖

L 、祖ヽ］ーク冴‘‘シャータに保併 l た．

UI) 特級恥C,t :i. • J. H,. D と"- 1:U再結晶t t.復、こゥ紐知 9)豆各沢這氾 L 、没むl< z'‘P'J寧

i幻いt｀鈴釈 L て B o.. "'槙体漆夜乙 L た。
曰塩紋，［訊及翌遥怠が謬幻盈 L た使．/ ✓ ,:.脅玖 l 1.逢丸 L. さり，ここれとふ沈J

IK 吋危は度，こ和釈 L r::.. 

CB) 1“B し か1，よび‘’”°La の刹穀‘、中拉且ぼした V0 2. e 瑶汎崚べ塔舛 L 、五沈 ")rtイオ

ン交換令限シ久，：より(J. r 外 (MH y )1 H Citヽ＼＾、とりア IL 力 1) J:...奏負 e 浴紐 L てウぅンおよぶ他

引枝令裟主欲‘牛りかう令雌． H CJ!i··p Hl 下 Ift P忍イオン交役力ぅ A （ダイヤイオとi k-lノ

i c C) に吸iさせ 0, a s-M(/HFk HCit、こ‘‘ふt釦を令紐して冬絋．ら<t 7 ラワと 3 ン Id

さう、：： Pもィすンだ歿 h ぅ L\ に吸ふ 1 せて 2 MH 以）がりがと渇紐し、フ，｝ Z‘‘4 が H以

z‘‘8 0... e 藩竣（た．約這 I旬放必 L て唸A tばOLへり枚年「平街滉令Jりと付、 こ.v\ e 央瞭 Iこt
5 1 ¥ t:.. 

<C)操作，、』 I心‘分絨 Iミ至Jとかの洛丸ぅ昆令乙，， H 鍋製 1l 、あうがじめ夜‘& H デ‘シケーグ

- t入礼てずりヽ l たア ‘7 リ IL~ 点、、）ク又十 Z｀みこ：った．ポ゜’J．ス今しン歎直it喩 1::.‘窯ー貶L4
い， Ba 担作浴i尺，色入礼声 M 心 O(f -r." F'H ~頷及 L ，必沈オくて‘ぶが［にすJ. 豆
ｷc "l,,紀棗 I::. L たll. I心‘ローダ，こ入礼晨1:. (/ 0^｀百柑）中 z`‘よ 4 0 0 0 T f m (｢ 0 0 0 0 3) 

~.,. I 自\~•立池 L. J:..澄 I,,.. f ~ -t....,て没’I'足試未十t...す:).. }籾＜乙t 5 11, p H E 汲ll 足す,'l.
浪硬。＇さ、逢；も知人か S ｀シング IL 今ャンネ IL 11 ゜ IL 7-. Iヽイトマtうイザ｀ーが o. ｢ M e..v .Lね、

ウエネ rL ギ｀ーの •r 純と約又彗 ltii)お之 1 こ 3 国洪') 1 主氾紅了睛，こ外怜 l てこれと九久の遠池
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和直 Iミtち \1 「::.また、上もイL ，約 a 山内全て“起ー＇ド0ムつ乎衡奴‘幻£,シ::..チしーショ
_̀ h ウンターて‘‘知t紋｛色と足') 1 こ叶をt 3 、 l Z1勺 9B ぇぅ桑北．守と吋庫 l た．
娃果‘、 (I) 1~01.a..,i出麟履、にJ.Jし）て（紗／0 ー／3M ピit且で a J) r }-I 3 p(4 直 k 1 這丸疇

ま 1 、 p H f、 7 z.、 1 な 1''/ 0 0 尻＇立史さ孔J. L が L. pH t).'人J:: 2" I J.次沖 I~ ll 況平i\`’ィ丘下

し、先に合、したユーロt 9 ウ々と（忠＼~、同じ峨句の奪勤と示す．（田i)ユーロヒ・ウ A t同じ‘

＜らングンt倦填丸にお II て I 'Jコロイド欣‘態にあり 1 p H I/.,7 ～ヽ-z"f~Ji也 1 孔ょ H") 紐、

み、｀なってヽ l Jか‘`p H 6 以上心ホよ 1 、 1、で、 l 枝ナ Iミ令蚊す d t勺 L Q、./?.rl ~. 

(2) 1908化↓ 1 /0九18久）東凡 z‘‘Ii p H J叫立 Aヽぅ逗況さ叫；め．p H f吠上 Z'‘11 I 。。メ

心l; J. 1 o ゞバて‘‘iこ勺｛年ぶみうれ）が｀、 Io 、/(l',f I こ 0 Jビ全 ,,H,ミのた 1 遠；碑 ~I"

初 L, p HB へf i { #。¢経々べすさ｀‘'j I) (↓刃:l.). Bぐ）主）た I: ,fi f. I な‘‘す知戟イオと；＆

八か利用｛こつヽ1 てi t及すJ.

(3) Ba;"ぶ IO咋勺田茂 I::. t唸加すiこ，＇勺0L'l <1) p H 6 1;(.1:::... z‘‘ ゥ遠洸申り再屯ほボ｀思、く

なJ. '-の現象 13 ユーロピ~） qの喝合にtみられ，ふ自打のコQイド‘生ふ＇ゥ彩均ピ芳ぇ

ら礼 a. -方． B~;北復<f"J t古’力0 Iこ~ tな、）叔坦（や l foL久ゥ足□ ,;/>H ¢・玖上がナ官加 L.

I/)-aM て．． 1 1• I O O f池＜遠屯されJ ｷ :::.fl. Id, B:↑イオン Iこよ 3 lki久コロイド‘の足炉ょ
J t ")'t'.包、ゎ孔~.

(1 ）命，＇l, 仕陪） 7l'8 @祓肘化ふ討玲令（文 m (/ fヽf:.)
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l日 1 、認坦イ本 '“"L"'- ">遠洸曲紐

I'-3 If. S-ヽ 7 ヽf /0// /t

pH 

国災、 B a.勺止知曲i長の漢匁笥化．

• /0 ーワパ 恥
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2A22 'れ11 千放炉しか枡 Iこよい表化亜鉛ftり1f Iこ亜鈴‘'ヤの鉤り定量

（立忍”犬釈、チり） °fか寸足児 槌 a 更雄

月的．鯰‘t分量，：含t材杵f f)的な、ヤt王み荻1,(LIn 杯項凸．＂す 5.:. t 1よ，仕農

叩(11.、 r)"伍反氏り莉 lf q 1：：めに非ヽ堺，こ I計貨't. 1 札，乙乞た、

かれれれ 1t { n1 p)丘氏 1こよ b 材＇『が（a⑭印放炉ば析,:庄と L 叶1 月てれて 9l る

叫（ル()‘ヤ伍 If..応よりt, tしり ‘5伝（凡り‘‘伝 Iiたの方が1『 91 ：：しに肴月 l ，仕痘り

肛『~· t阻ヽl I か‘ン 1 線、久ぺりトロメト l) -'i.. {f用 l 非磁啜的に足喝する:. L 6 なりIf'" I.::. 

“な AL 営輝；人'(_/11\訃｛＇なるべ‘く徴和鉛まず 4 定骨する・ニ勺檄吋した．

＂気；竪射 I：は立校 KI,if、手甘di\旺、試粁屑 □豆性千束： 5メJO'’ 少／足、“~ 4f._った
は比；勾 3 、\ t広'<-- l 1-用りた。 1: t::.' L, 高純虎拒伶り侑枡り嗜合に 1ふり- -:i: Iしカラ、＼

（塾ヤ柱そ束： 1、5x/0" サ／幻下／巴） Cん比·. 7 s) しか1 爾した。

＂且た 1こよる柿官 1：ヽヽe«, t 4tう方汰 9 喝合 1よるか l：：少 V）こ'{,,を糸すた勾にあ統凡亜松

t Cん絡”升，飼ぷ棋の土ま同作件て'`'“ずし，tれり‘れの元f、 /3 中 1シ生ずる＂伍 ピ
“位＂荻釘tt t比耗 l た仕たをti表 I日f、す．

'iP I 仄

胚 射 喝 簡 IID 祈，言9 計棚 すーベ Iレi 7 L、

ク杖枚’"t板棺

□]: 
“仇

屯鉛(CLp"'り1い生 I" f：杖介i杜鉗 6 3 I 
偏 k Qりt 生じた荻れ、1生絹 tルし

(I P~I?) 

＂ガ、の棟計りたl) I::. 9 あ純尺亜鉛'!'. f印一定菱立うかせ｀，硝猿にtか l 、蒸発乾©#-, 
情蝕 I た人工りiけtt作り，本fi，によりい利なii 9l, P i be”iy l心c叫心ふ Iこよる化をクt、t

孔 I た． 次 lこ， ＇f.'._fY/:、りんたヽし亜鈴なりが｀にあ社度明飴‘o I"『t {fった．

＂氏応にtる柿'『t椎‘正す O 1:.1) I:. 9 計‘計の一つ／ょ以 Iこ包み、i包の試：科 Iよ珠のまま
＼爪氏れ屈貌鉤粛殊＿tザ仇：成み込まもたが，＂糾料'l- L もに 1司一雌 I問， l司一喝所.'t''世れt

紋直 l (↑ヽ 1 定喝 1 b 方ぅ1, t格 I利した．

非か項紅，土i o, た 1 り言tm 旺、訊‘叶橋 1` L け間盤訂 l 1= 使，な 1 ヘ―く速か 1:: 3 4 
ンケメ;~~ンケ瓜 I (TL) 娃晶t／惰んた T M C ：人高分オif殆で’＇り Iか間計款t行う。ンf...,-:."試＇
料t t lji叩t篠 l 1-.ft,‘‘仇 q l, 0f Me V t:,’- 1 の面杖：比棘する．
凸屯iパ'¢ ＂い、，照れ町パ，托i“"旺l り入ったと‘` -h ー 1こ採り，復釦威げをの屈
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応祖糾し 10%NA°月t;"い：：：左す＂る手£‘加入る．’f骨の瑶練t‘;"t t ；尽i- l 、必H5Mバ
り·ん，伽釦痣鮒 l た後、 N出 $CN た麻 r l ，生 l` たり“tt吼引；「画，＂代マウy卜す
る。 Al り 4 バt nヽふ‘せ”伝のり線t，ん仮 l' t,o,..;／心 If- (IJマイ h 靖定製q-M =t紋監心

f In¥ mr 紋夕行う。この北労禄（乍 1こ瑶したりf fq，本亥~ IS Ip..,_へあった．＂扶‘枡-,:. l ~ /ijヽ I r~ 
鉗t一定量：肩下税條 l tこif鋲 Iふ， 1□ 紆姐の入，でヽ I る七｀ーカー I:.,傾（、少量の；農砥球を 1,,

ん加紀i危餅す 5 ．企吼，：なった h 式科'L I司板舷4乍-,:''Co{s C/V 泥殷£．；乍り 1 材＇杵りtt玖がf,冬っ
f; ft''t釘＼間計紋す 9. 計飲仮、 Aし釘紐，；於 I↑ 5 4文卒i戒りる 1二I/) ／こ，禾外維うン 7' 下

ゥ酪叱殿＂飩煉した仕，伍 sc ti¥ (-,:.Af邊する． C4 て｀包んだーすの試‘科 I'- 7 りて七 1司篠な
援作t 11 -i. 

禍
稔乳：小瑳O'J I.f、み炉のしずも，比較的正中ヽ住みの多ヽ） ／日彰，吋糾て｀も /00 ff"'伝よてば非

瓜唆釘り双が可itて＾あった。土た，化学'"\随汰t廂用すれ 1f, 3ー fP州仏まで｀も定晋て＾きる。

I 1.:.9 直'f姐手の、r し）t - ~ Iレflう{..,て＂照紺 L た嘴合 1.:: Iょ I ffm 仏；て様出ずき'.

禾クf、なりが 1こ比色ガ、による分祈條足tfん表 1::. 示す．

矛し氏ゲi絹£屎(fPれ伍）

I`  
比色汰 非硯頌·ク久 足達,{t字釦絨ク久

zれ O I 17.J', 18，午れ． 1
m, 7 に、 10+,331 1 紅， 8午7, ? 71, 73 7 
110, 35'l,7}/ I 1 JO 

な0 JI 2/0 I 203 '.l./?. l. 0} 、 110, 17/ 
I 1 o 

19 し， I ？° l 21ら 2l)

Zt1.0 l!l. 32.5, 33,3, 3?, 0 1s,01 仰．生 3},0、}/,/ I If},ん

Zn: I 1/ 1, i f 8 阻ヽ1.3,66丸 7b/, 6 Jえ，

Zn ~TI ”}, 31 1 31[ 、 3訂，仰 1 3 1 0 

乙n5 田 1 り，り9 、;, 11.1 1K.'f- 83. 8 

1..n5lV 11.r , 2 ／，え 39.1 J 39, ん

z.,_ I 研1 、 0.1ん， o.., 、 0,”

Z れ rr “f, 0. 7 f、 013, l, /3 
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2A23 屏、子炉利用によ 3 競合反応忘伴う場合の放射化介析法

（東京）叙子ガ危業研瑚所） 加藤英正

目的 演羞 l3 先に原子炉和）用 I, よ 3 （れ，p)（れ，d..）反応等 o 競合反応（⇔叫戎在れ3- r-ee1.ct叫
を伴う場合の放知L介析の一方法店捉席 l 、 F-e.中の不託刺 Mれ0)放知L介祈について説明
L た（原子力 l茅令午0年坪令 D午；ヤ 2回理ェ学にお It;,同位元角問灯発表会立a.-m.-6). 今回、

セ 51 こ F-e中の叫， AQ.中 ')NCL, AQ中0) M守） ＄中の P, P 中OJSi, Co 中の Mれ， 瓦中<IJ

伍＃ゞー連パ鼓令及応径イ半う場合につりて検討 L 下のて＇南退す 3 。

炉去 本方法 1 さ M o...t n)( 元咲l'..不紐物（着且）元索から累了核反応によリ l司ーの放射姓

核種が生成す 3 、心ウ 3 鼓合反応造件·)喝令の令析方法て11 ある。 このようtl-喝令に 1口渭

試料のガド｀ミ比ヱ不枇物元素のカド｀ミ比在澳り鬼す1, -.. l'.. Iことって Matr i x 中,.淫入す 3 不

純吻元索の重骨比屯知 3 こ乙が＇出呆；。中牲子束の自己吸牧が無忠見出朱 3 蝸令に 1;.::. の

鯖、しl (I)知｀ぁたえ 5 い。
-I 

差＝い（亡了―戸丁） ( 1) 

ここざ、叫／叫 11-牙純物と Mat r ix ダ皇惜比て‘'ぁ 3. R1, Rぇ I~ \れ礼｀しれ介祈試．i’斗窃t V’’

牙任物兄索五ドミ比ぜあ瓦食 l遺，射設愉の中肛子スベり卜 Iレ I"- よってうい従応‘'庚腹

的 1：：求め 5 れ 3.

輝夜も庚敗的に茉め吝には、不純物混合比叫／研の既知遺．準試料を照舶 Lてそ

のカド｀ミ比R.l 危浪’l 兒方れ 1ぶよヽ）。棺皐試料ゥカドミ疋 R1 l:'..不託物元咲のカド｀ミ比 R 2.

おい浚合比咬／喝杏(/)式に代入してたか恥め 5 れ百。一竹1J'L L て F-e中 ")M'I'!.ゥ令祈 1::.

つヽ 1 て HT R.笥送蔭ぉとが＇灼尋射設偽苔ti)用 L T:c鳩令ゥ定蠍戌ぉ，げ＇カドミl:t. R.2. ~ホ

ぢ 1 ． 礼＝ { 6. 33 x/0-6 （気迄倍） 応＝ ｛研． s （気忠管）
9, 05 x /0-5 ( 火や 1と） II. 2. （火f, 1~)

従-,てヽ介祈試料のカドミ比R.1 を測鬼す 3 ：：こによって (I) 式‘よ'J砧／切メ牙春 5 れ 3 。
中性子の自己吸牧必＇無，戎迅末枯ヽ）年 I：：は（ 1）氏‘砥') l::. (2) 式が用ヽ，られ 3 。

゜号＝,k X (-..1=,一塁書戸）―l) ←舟息輩·責昌:「 (2) 

立‘l 、 Aぃ A2 窃よ-V:'s,, S2 I吝冷屯礼‘砥卓t心元素古よ？＇芥純物元索の原子堂およ

で｀競、反応 I」戸卜す 3 原子の将五戸＇ぁ;i. ~ 11-中性子の自己吸牧イ糸数式

GS心= J。Ec知疇(E) やLE)4E GS心=J。`(E)叩醗LE畑／ざ＝瓜竺竺竺竺
’ J望匂 (E) 中(E) 礼E ) 2 J。三lE) 中(E) ol.E, ,, Ji::oo, G; (E) 中 (E)d.E 

E叫
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oo 

epi j Ecdも(E)叩E) 中LE) cl.E

全：：： JE二叩砂E)JE
て‘'ぁ 5 巾ざれ 3 。

HT  R ，，気送皆また 1す炉 I~ 抑を使用し Ts t周令a;, F-e中っ氾の介村につヽ I て試料の力＼i'ミ比

R1 に対万 3 重令比辺(H＾Vw(F€) ") 1笥係を@ 1,,,[ す。高純度鉄（午 PPt>tt社度a;, Mパ乞屯）
を訊心ぜ，舒，約 L ;-.こゥ鳥令っ了線スヘ°)7 卜 lしを図2. fc 示す。カト’’ミつふ〈 L "'場合を団 3 Iこ，r、 9．

討：：：：よt
J OO q-1 (E)~[E)がE)年

爪叩E)がE)cl.E 
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試科皇亙 12 」 0 mg 
照射炉心部 l時間

炉出1J 10 kw 
測定照射後 2踊間後

I炉

IO+ 

拭料重量 16.70mg
照射炉心音¥ I 即闇

炉出力 IOkw
測定照射往 2 時間援
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Ba.ck ground 

10 。
IOO 200 

tゃれレ魯号

即．嵩紅 F-e -Bare 言式科…れ翠ぶ°叶 IL,

J叩
/0 

゜
I“’ 以OO
＋ャぃキし壽号

如．忠託紅fu-Cd Covered.諏料ウi.t恵
スヘ＂クトI\.,

J“' 

(I) 式、しさ R ／ な＇’/に近ヽ 1 場合に 1さ辺グ0i =長 (R, -l ) て＇延似寸れる。

計度匂靭足ぃれた場合の F-e <I'吋妬L "J規り楚耽囲古ヽよ幻＇現戌精度を表 l ，こ示す．
表／ カト｀ミ比／え精度""l'畏）史 L た場合の F-e中の M孔の測廻範囲i,ょっ‘預＇）兒袖崖

カドミ比．が I 災の

照約段琳 剌児範囲 (Pr 仇） 耗対誤佐(pp仇） 相対誤差（％）

HTR 尻送管 o.o 6 ヽ 6 o. 06 I 
6 ~9 .2.00 2 ~::Z..5 

HTR 炉心 / ヽ /0 0 / 

/()0 ~/m六つ ユ～ 2 ， 5

I ／ク()0 ~ 5 000 2 5 ~,  g 

ざ> 1.:. 、 l団 2 図 3 ぶら、 F-e. ")検糾 I,:: は原斗＼＇臼炉心部径今I) 用す b,:: 't.. I こょ I),`（勺妍Fe
誌ょ 1)56Fe(m,p)罪出反応の方が 1キ万も‘1こ栓：出戚度が大き、 1 ::.ヱる＇＂中も＇ 1 0 

忠t-:..,本加もによって翅t合反応 I"- J:.] J主放普心＇茂）楚てれ 3 っガ、‘人＇¢,と述イ帝の速中性子ち9 ,l:.

づ＇梵中 I性子の 5毘令 l t-高ヽ）中 I性．子束危度の絨秘的枯-,J:!J用が可能て＂あ 3 。
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2 A24 f惰：が｀／々ー縁 1ーよる示ウ寺、のか利
l 1 -1-リシウム・ベリリウム平 4笞.}：令．イ更ill)

（印印 K 理） 日 1 龍，辻 ぅ紅雄，知）政力

目的：尋．｝秘及凡t和ン 1 し 1紐 1:. 梵 11 3 1J・ンベー紐， 1 なわち初茫がン1)一緑

(prompt g(J..m叫 Y砒勾ゆn) も誼 L 1. fn'"ft「 1 3 知恥3 ，昂近、原う＇炉によ '1 えら礼 3

虹｝じ'-ムt祖ヽ 1 1 訊呪 n喝われ、兄れの祀冷今利＾の応用屯t知られ？つあ b 。 L 11¥ 

l 'f壮う対，t L 1 令0 } ｀炒t弔ヽ I 0 限， 1 ，‘i ti)う私ヽ1 愛計りi t"ヵ b tヽ l えなヽ）。われれれ 1J,

和い滑， 1:.- マ」 I）シウムヤベ，I'J ~ IA ぅ昆令吻t困ヽ）、 IOB (m、c{)，，liみ k//) Ef紀1)1 ンて一

掃 (O.“”MeV.) t須逮 L 1, 1Jリラスq o 芥ウ希の秤話霞lri--1揺t蜘 l 7:.. 

涙猿：" ｝埼、； 2""Am-t Be (300 m. C, 乃e Ra心cheれl、ca.1 C砂も知rshaJ1t., Enたり
m1 ｝梵む昏;::. 9. 1 x /05爪，砿'.，サイズ'.,. 20 爪tn. （外 H)x 33 心n （高-t)

叩器 ; 3．『 l 碑 P x 2.fi'f C#I.. h 廓 I s-,,ンテレーター附屈， R I D L 1./00 ch如ne R.A

5附烏介利器．
脹訊器； l図 I 1-:. 示す。

紐択料； 1}"ラス給床 (100 mesh 以下）のJ/. 7 0 9- ;Iた I J / / 6, 3 0 ~ C ア 7 I} Iレ町

脂製弱池(/2 叩2 x 5o mm x 5o 心 （拭料和 1O 加t) 3-た 13 7如汎 X
幻心t )(50 叩t（訊＇屁脅さ 5 叩）， 7? リ 1レ樹脂々 l I 侃訊） Iつつりる。

拗1 兒 ~11 ; If O O C伍nne必；酎祐か利器の IOO C,厄必t用、1 1 o.'l-'18'MeV. tJ"ン 4 -、縁

の凡褐t:,~,,. 7 1 !O~II!鴻l 兒 1 ::i. 

切 l ，賠， 91 装置

“” 

,, 
’ヽ 1 9 

’’‘‘‘‘’4 

.2 •...、.I • 
., 

・・、・＊も．．

‘. , り ム 5
．令

7
 99 99,9 

＊，、

’‘‘‘ 
,,,,.', 

’‘‘‘·9 9•”'l 9,',.',.’',“ 

., ¢．り、
‘‘ 

', 1“”’',, 1,. 

“ “ 、.、.,.

／．也4mサ知叩そ｝命

.z.ぺう 7 イン

ふ針iシー，レ)-"

4. 7••)l tリテウム平柱令

吸 1t孜(/.均． Lif/Cfft.a)

女今研紐
6、 Na.Ivンテレーダー

7. 光怠｝着i君管．

゜ IO .20 ぶ cm..

ー 47 -



話泉：
困 2. 1、り'J• 4 鵡1J"ラ1-. d) 

衷？径 11" ン4. -糾スペ？卜 lV

1.; 均〇3 6.20 %令有 1、う什 4 瞼

1)"ぅス桟斜（合紅晴i 10 肌Ill).
I ；桟料 11 L. 

i 8 
゜
91  ::: 6 

‘‘ 
> 
......... ｵ 

[ 
マ； 2

゜

0.3 0ぷ

炉伶 Energ1 (Me V.) 

団 3 ，検脊諜

1 ;訊｀灼尽1. 10 囚飢．

l ；扶‘胡倉．乞 5 訊汎．

i 
ュ］ 3 
ミ 2
¥ x 

心

喜／
女

゜ ゜
2 ル 6 t /0 
B必 Co n.tw (%) 

輝．．稼暑悶ぼ、エれたよう 1らふ2広 1-;:tがラス守のあ0冷有易tして、 0,5～夕〇努社
度叶f磁t稟ふ利私しし 1 JJ汀いいれ 3 • B .l o3 /J\．． 5% 以J::. I)角合項骨 I~ 1:,• I) て 1す，ウ壮令

o 目 C叫灼tJ界が翡＂3 にな 3 。な和．兒骨限堺t l t,J o,0 夕％程府と鬼われら．

町虚 I~ えられた枯果 1-::- -1ヽ I'(. 11 、 1 ぅ遣各1 を密 1 J)隅1毬長臼しt、、シ°‘＂，和臼

m ス中〇亦り寿 n 輝渇迅也免易私としt rし分浚 ~I叶紅ちう 3 と思われが
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• 2A25 島忍．干性 3 による 7 ェロ＿｀リコン中っ添条’の放射化が 1斤

（金 r＼孜莉） 。千菊 臭 ( B A>-咆.L) 井..l:.博之

B 的；可鍛鉗鉄紫逹．。庶，：，覧年罪·杖 (L o 且的('}ェ．口 3 リコ .,_a が＇・ポ如； ＋らが， そ＂峨

Jェロ 3 リコ.:,干＾簸命が，繋、印叩£,1,t'., 1•· 入 9 ，Jも含t 1i•.,．'.とが‘占ゎ +l て II ~ • 視 I王岐

条令祈，す法と l t 13 ～般，こドラ，f J Iしーシブ｀）レ注、と用 I9 1こ再．空店肱 1/l1出法が用"ら小て

＂うが、結飛. "'角衰西 I ミ x,r る、点が夕く， 7 .r口仝リコ上ー忽）点みヽら芍えらヤ 5 ，迫より危

" （迫 I が得ぅれて 19,"II 。 屠·り＇虎紐汰の瑶羊f迫 e ミっ古法t'渭·3 さとと月的と L て泉祓

t待った。

戻験：フェロミ、リコン 13 /jも、＇ゥて｀＇硝杭加工 r" 成型すること 16 子可胞 z" ふぅって＂、 入へ°‘`/

ク入和黎ミ千すーミルて＂約 1 00 メ，•Jシ．エ 1こ·粉‘砕し、 1結合•制ヒ l ('分尤今研戒型用焦釣禾と

l 呑 l"げ・ 21ミ対 l / ~剥合 r" 混合 L' 昇空丸匁｝岱ざ直蚤 12 ミリJ局 3 J o ミリに丸型 L た．

こ0)幼料 EI『リエナ L ン忽カフ°セJレド納め， 束芝翠1島速中牲 5 発生装景こ＂照射 l. 生虎

枚射胆 ll 且生 I ｾ-',  x 品マ 2'9 のサ戸亜必I ？リスタ Iレ， TM  C - 404 亜マ,,._-,-チャンオ

I レ I ヽ• lし入ハイトアナライず'-r" ;~)足t「;,_.

品飛；暇索よりに戎ぅぅ窒索ー lb.,,p9 足 I: fケ告と／さシ...は主戎分の珪索より（れ．p)反

応こ•生杓うる，化が｀主て"/ r、長よリ生杓する "‘Mん 1さそ水 I= .tJ:_可'K Iさ．ず＇っと 111 1 II 。 r 線
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2A27 
2 A 27：紅阿砕 If遠(11十壬 1 、7 主パ分P閏

（日手屈} 17 研沿ヤil ラ；• 1 アイ｀／ r -・噂肛r)

呵汲衿叉 ス（］印f offl.ぜ茸庫

目的： 3 、ク [n iげ狂 5'l サ 1詞中t:l ス這 L ゃi <.. l 1：：：かつっ·t m可中 4 ヨウ l ") 
灯 k 「e:. " I で 1すいくづり＇の方法i襄知小 L.. L ~小ら＾ガ：広t1幻 I ，如如 3 f租 li
につ 1 欧灯ぃ m ら 1 疇 r1 iが法｝ 41 ぅ，

賛：（イ）'''I i r さf-::屯的叫t -; 1 F- ·1 （小松産．小麦iりこから l /'/l、 1 扁／ぅ岨菱喝ァ II..,ガ'J分
妍玖t閲へr'pl~ 了 1し1J'/ lir絹屯、がf <..1 ＼し,n'/ I鵡粋＇）け祖々加、‘• K 門枷OHr kNOう叶lo.iC,.03 11‘鱗

....-給ぷt‘つじ。 3'ぅ l n. 103- に Tif ` 7 いぅ訂／分が初当にあもシ't oIーわか．）ペーパー？ P マ
t 7囀ラ 7 ；広y, 3 ') ぅn /\•'k, I~ 101-"' 叫 r;,~ t--Yi-t- o、在． 0ダ3 1 め ') ! ヤー P' 一つ ,.10)- t I — 
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h‘• I 、、つしがわか， r-:: 。
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るし炉滋：拿心') I'.. l9  41J i l心、＜打｝。咲 1叫,,, Hふ惰梢疇↑ 1` あ＇） 12 平iり出パ
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疇 I <1J訊｀・ 11/I t州 1 t l--, 溜I/ 笈 1 a -,'<..にし 1 衣恥q王成＇知ft齊巳知1汀す咬
役名叶lかわ‘f 1“1 I？珂遺'..,'}ぬ汀やう｀｀。 ）か l f-/  1 シィ栢 r 'i ~ 1'I 租 1 1＂ぅヽ的 I I) 
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2A28 同 4:Jz.体交換式によるヲウ素の放射几伶今析

（東放大理・東サ底犬） 池団長伍 0 紫佐餌｝ 天野貞代

昨年の今枡 1 し＇象令7/' }3 年合，今年" 4L 摩合:f 18 年会 I= おいて、同位 4本文後反応を月用す

ぅ新りしい幻員/:つい 7 祝告を竹 7 「こ力立 々のうちの逆交換藷を用いて，弗叩粒肘住
ヲう素の枚射すi/'..体りり走舟が迅速、 箇便 l：で＇ 1 } : t t見い 1’し・した， こ＾方沼を枝令忍生戎

杓叱") 3 ウ素の迅且 rr 放記t摩令莉加：邁 1月すiこt t h ゎt·て校討した．

" 生た投靖疇叶が放射1左てあうf易釘直用すれ，枝今裂生戒杓のよう l遠 a 放炉t"

が｀｀択荏す，丸令 1シも可能であぅ． 12 (_如叫）―- r ［牙） 茶の同吐ヽ！ネ炉免反茄 1な足ャが

であるのt炉I ff}レ．水；尉液乎り放肘住ヨ 7 索・の支t 1J I” で｀ 9 ぅ．市材料が＇燕拉 1本の放りす仕ヨウ

希を令んでいう't ~'訊粁水 I危茨『ドー走t （町·)の 3 ウ泉 1 オンt力b え'Z'吐知危 l 肋）
の I, L しば 4 苓．液） tしんし 7 すJ I:.、交険反応前使の放射｀令もtヲう象のをの肉 1系（す次式t
なう。 A 。 たll...

= 
巧ナ W• Wo 

(/j 

w--~ :水相のヨウ象のt
払 ；盾機矛月のヲゥ炊りを
A. ：択祖反応•前の岳拝休ヲゥ辰の放肘合も

()._ ;た 1約｛訊の府磯和 '1 つう条の放討能

た ：四塩化炭素し水祖の打故効争り尤いに対す）楕＇正 4尿秋

づ月の計穀勅皐 91 /1 {i第 1 いので'、 n = I t B くンャがで'~ ~. 1,たって放射性ヲウ素の放

府託 11 A,= ~牙ナ似， . A は）
w. 

tぢ 1 ，交挽仄応·り麦府様租叶文射能をシ則丸す 3 ン~ /0 ょり衣・ゲ，ぅれう。水溶茨ザで.',., Jう

ぅヲク柔の 4I'...摩杉 11 、 ら、 I —, IO―、 JO,―、 IOクーが考えられ）が， :r.,(, r, 10ーは足ャがなた療

孜応・ L J:J ::. -;. 1 f:, 玲― IIO,- l1 I ―し沢＾J: 7 わ反応tす}.

r r..,. LO；ナりが一―→ )Iょナ｝Hi.. O ほ紅琺茨'f I二て）

え I—+ IO'f一十は0 --Iょ十 2ofl-.,. IO[ (f fと峯たオ＇こて）
1 わわち，保珪体放射性ヲゥ素1JI棧々のイ［摩形 1いたすうt 3 ，拝 4本としてヲう条 4 オン
l r）のみtヵu 入て漆茨を鍛性 12 1界ては，令ぅゥ長＾炊術能を衣力 3 ン'r. "1 1 含， 町栓{<

保-z. 1f ro,ｷ "-所．し I f:砲のヲゥ象＾放術能もt衣＾ iンt ,1 7... 9 3, 

ゎ去
放術性ヲう象試糾条* (/N-1紅＂年浴茨） t令液ロート(::. ¥,,' .::.れに 1,..f"1 I島のヲ
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2A29 モリフテナイト中のレニウムの放射化分柏

（金沢穴哩） 木羽畝秦 寺田喜久碓 0 大崎進

l 、目的 レニウムは地王見ヒで殴極めて 16 存在度の元県であり 1 比較的濃縮してし‘3 モ
リフテ T イト（輝ポ紛鉱）中にも数ppm程度しが含ぎれていない。そのため鋭欽な介枡去
を I~要とし／中性子放射化分枡か＇穀も面当と思われ＄。

本研究ではモリ 7づ寸イト中のレニウムの中性弓放的化介杭を行うに際してI,量に夫

存するモリフテン (99Mo を含む）なうひ＇にテ 7 ネチウム (eamTc, 9':lTc )を溶淵抱出に

より餓去し／レニウムを託粋にかつ迅速に介離定量する万法を確立しようとする。

2 、方法あ‘よぴ結果 分離陳作中のレニウムの等重力につ\,‘ては比色法勺らびに 18sRe を

用見モリアテンにつ\,‘ては比色法ならびに 39Mo を用い／テ 7 ネチウムは叶c 1 99吋c
を用し‘てせれせれ追蹄、し々。

モリフ，予丁イトはメノウ乳鮮で出米るだけ細かく／完全に金属光沢が勺くなるまですり

つぶす。その紡禾をあらかじめ秤量してある内径 3m況の細い石英管に入れ，再ぴ秤量す
る。管を封じ＇た後別れrJ I,‘ぶうにアルミ箔で＇くるむ。様準として石英笥末約 IOOm，を同じ

言筈言言Tど冑：式： ］t乍言言：炉＜縄し‘石哭管に入れて秤量し その中へ /00 血 1e

とともに石英了ン 70)レ k 封入し，照身寸試料と

する。石英アン 70)レには細し、石英管約 10 個入

れる皐が出米る。

京為1 大咎原弓｀卜’f突験町 KUR- I 気送筈（中 f 
喝

柱弓栄 4XI012 'nんec le.成2) にて 1 時 1旬照射

した。

似使の分離撤作を Fig 1 K 示す。諷詞憬

裏 7づ＇ン 7 をそれそれ厚底の試荻筈に入れ

哨を平にしたJ/‘‘ラス捧で釣り，これ K 濃硝酸

乞/Jll え／水浴中で 1 司 l可加然する。との方法
°咆

で窃末瞑料左飛散させる畢勺＜、閤単に溶芽

の段硝にもって行くことが出釆る。モリフ＂デ•

T イトは分解して．三酸化： E リ 7・テンの白\,';氾
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殿を生する。 1且 1ホとして 500µ8 のレニウムを加えた後，水酸化すトリウムを加えうと三欧

化モリ 7・デンぽ直ちに溶紹する。

溶液を 2N 水酸イヒ丁トリウムアルカリ l'生乙し テトラ 7子）レアンモニウム八イドロオキ

サイドを加え， M I B K でレニウムを油出する竺力垂に侶在するモリ 7• テンはわすかに有
布祖 k 移るか’，新 r；； K テトラ 7子）レアンモニウムハ丁ドロオキサイドを含む 2N 水酸化ナ

トリウム溶夜（相分既をぶくすうため IO ％塩化、丁トリウムを含む）と振リま亡＇’る事にぷり

有桔祖から諒去される。

有特祖に入っ尺テトラフチJレアシモニウムー過レニウム酸イオン会合伸は過塩素酸K

よって分解され， レニウムは水相 K 移る。すなわち 0 、 25N 過塩素醸 T トリウム溶衰（相

分離のため 5 ％塩化 T トリウムを含む） K ぷってレニウムほ 1 回で 36~/4か水祖に近抽出さ

瓜 2 回で‘> 99％が回収できた。
との操作でテクネチウムも同様に送抽出されるので／これ乞除去す~ lt;/;要があ否 0 .t: K 

得 rミ溶浪を終；農度 0,5N塩酸酸 Ii生乙し，キサシトグシ酸刀リウムの固イ* 200叫｝を加えノllil塩

化炭素でテクネチウムを抽出する⑤照射ならひ＇に分離操作中に生欣｀する 99吋c は性めてみ
し‘か', 3 回の抽出で兜全に餘かれる事かわかった。

分難時団はあ‘ぷそ 5 時同である。

最後の水千月を 25以メスフラスコで定容にする。 5 m£ を爪b リエチレン芦紋笹に入れJ

井戸型シシチレーションカウシターで r 慄と割定した。『森スI\゜クトロ X ーターと半沃期

叩ぶり 186Re,l88Re のサである畢を確め T；；゜ ｮ 
収年の決定はそれそれ溶液 10成区用いて比色法にぶり原めた。この際モリ 7‘うぅ， T イト中

のレニウムは徽量であるので誤差の範屈］に入る。収率は約 33％である。

実際の代料•について行っ尺秤果を次に示す。

岐阜県白 111 鹿 / 3.3, II. .2、 11.4- ppm 

島狼県清久産 82.8, 8年2/ 86.2 pp筑

(!) 木羽、寺田、吉村 分村化営オ 13 年会t奪演 28 B 1-5 

@ 木羽、寺田、-;;., 111 日ホ化帝会オ I? 年会講演 31E16 

®寺田、磯原 分初化営l±'ワ45, (1365) 
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2A30 光故丸応によら命.J:_栽ぇ未，ク文討it.と今析ヘゥ礼）礼

（束北大戎） 同社灰 0 加森将成 永 1 桑

紺't :令土北i、元分、 I；一般，：久！り（叫（）人たり旬it t麻し，（ n, y)及／(. ¥ J:J 1f] l I·. 荻討

囮汀 11 佐 1：孜｝ < iうなり;,. 1.わ'‘I' よ£ h今和をっ主氏t社 1P した Tb 中")'Pt,丁況中 9 Y• 

ゎ b し 9 9L Er のi｝瓜浪か杓奇，仮名心わ）． l •、 1, (n, 9) lt..た 9'・ ll 1 戎今・,. ii. < -j:文れ尤！

れ｝ ｝；晃，叙麦成今， 1 ~瓜ほ走f_ I: I必 1• L ↓サ．紆果．、・f打位 1 ． ぅ1-.,慈、中·tt ↓汲杖前，印H

4 -9えI< /.. ~ "●‘9.ff．加t4•矛午•生ぃみ'j尿 l {'l i iも令 4 J-J j. (r, 11.)及広i rl 1il 1 1 と，

立戎なとり的ん-t..枝的・）這 1, ~, 1, ~ (n, r) 及/.,, ·''・は削伯 r ！力、，道 1人・t1.・v• fりりれ，t4'

約•自 8 左ぷのダ渇t々 If〉ことも＇9 1 府刈fiふ杓iZ.と＇ふし｝泊令»ヽ・カぃ，

か荻・． n, 奇土粉祓）ヒ幻？ーグ'.フ~ /:日かJ,r. :I-ヵJ,i克祈'9 喝ふぅ 1 f.1) t'• I紆り卜↓刹

すヵ粕わ煤 1,，；、約し， iし l l (r, 7L) K ん`•• L じ＼奴幻t王残’荀戎カ・よ＂．．．4 の生改’セド 9 ヽ• 1 

甚戌的栓因 1 iiり V‘ ， これ 1 社 19 1)  i；わ It今ih 攻t.- ¥ t L "-中 9 Ce, Tb 中 9 叫·-1.'屯 9 走

せ 1·. 心．tも果．、• ｛も~~)~ti明ら・ヽにした．

欠験：、~t度 1 f. 1 ~ 1f.ff °／．し：れ〉＃ L -.f,り，応I'.. 9Q i北上 4•••K I OO.,..,} i)月と 4....～の“そ I:

J~、, 1 1.1 入 l 1 9 -J'., I・と l /.,....,!~．~,iぅ 1 f ..9 ク 1·· {'.-l L f.宅ふt:...—ム（f内 40尺 A)

t ?tコンハ―- 9 - t池 I 1.刹勤柘印 19 よリ殺人ェぇ，レキ’・ーが'20 M e.-V の r g条 I: 麦峡し， 2 ン

’‘—- 9 -1生ォ，f.- 4'l. J - 1ｷ., Iｷ l '{ょ ·4• わ L 叶 I り、！．、、相 I K. r.9し条が、ik 度 11 'I. 4 メ／ 0‘ ゥ／況i,...

,..;-,~. ~~、加i支..i屯針 I1 3“¢ x 3‘•N^I (T[) 9') J..ク I レ~ TMC 4-oo J.,-ャシオ· Iレ淡、もな竹器ぃi, 1 

r ．！条 1、ぺ？卜 Iレ、(..'l'、佐珀{ 1t.. t辺ルi. L , 北，とt", 9 ，ェ A. ，1, t" - t ̀ f疫’見月>. b 、 5 尤杖及

んj知5 杖t iiit ; }と~ i I、土戎t 1 幻·↑ l t,. 

、と；光1,. ~がガ舟．： Y, 03, La,03 ~ Lu し °s っ l5 殺"’- f •9 卜 1 ：っ，、 1 i ＃なた杖及ふと
残拐枕ぅ孔宅 u ー？知t if致穿し、叫嘉］外J玲q泣 r．企i l 1 - 1七表．う、 L h. ::,'mt,紋
化幻; - f'., lｷ,ｷｷ 11 ''o(r,'l1.)150, Ty,二 124 Aec. °‘.“1：込・J / うた，な（1'，})初， TV2= t.“～と．
ゃ ”S,、 (T, f)加， Ty, o 2. 27.,.;..._ ,i起ら倉‘夕，比救 9訊旺詞（ me,., 14•?-r'i...).雌達 \1

iうな、、紅ぃ．ふ｝忍ぅ" PL 如J丈さら令i.親え-t,,.,.,_i及広， 2 ( r, n）女ちヽ••み?, (r, r) 

A た，1 立戎 l 瓜．，． ( r, 7L) 友／t. " i以t ,A Y, Ce i• I f}'ーた 1、つヽ・ 1 1 .4 J,.,{,••れ 4. 6 x/9―炉

88Y/~9 Y, 7. 2 x / 0 • 2がc 喝／:.._, Ce 1,. J: 11" I. 2 x, o万＇‘｝,,..,/→たI:. :j;.'のウトた． うた，沿Id/1-.t .r
t斗公 1 ）ヒ， ＇iれ '4ーれy: 3. ヽ x IO 6, Cs ; /, 3 K,~ 7 み・ょがた： 1. 4x /07 ,.. h 1 , 牛 L”· ん

士鉗ゑじ 11-人え 11 ケヽヽヒ芳とうよ}.占‘j友たしi 1 ターゲ｀．フト k、 I t z たi) It工し｀’}柱中ft

令 lヽよ 1 （れ， r) 及たが起）， l4•Lん，＇ ‘'Tb 1l と'· •ヽ•:i.. l. i'1文約：tケ 11 へ，キJ IP l：戌 I, りをし

な）

L̂ 1 ・よr/^ Tレ，t i1'-．り．2. 佑1,. 11 f..杖及 Iぢ戎．も杖•‘'itのう"'f''成そぷ令 I' 暑っ· < i k• あ 1文 L 1 /月
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主ギな光衣人広，）文沿、tt

囀

令i ft仮it 1り iギな光杖人［， i,j光，t I:..'ク 9 ，旬iも 3げ埓
(cpm/べf nー'de) 

却It /:,, 

了2 03 31r (r,)L) 8By 2 gg 
3.H•IO'("Y, /.853Mt.V) 

89 5?m. w 
'((、, 2 n.) Y 

La1 OJ 
IJ9 1.. 
La (n, t) La 

935 132 9J 1れ
Ce 02 1J1Ce (1, n)'"Ce, "c, (T,)1.)Ce 

”0939 4,J9 
Le {r, n)"t', J, H x ,o~ ( '"Ce, 0.1 ヽヽ Her)

和0,,'491'ャ (r, 27L)d9?T 3, 52 X JO 4 ('J 9杓， 0.511 /'leY) 

N砂'“f(4 (T, n)'41N4,'”N4(r, 7L)“如，•J,u（-f,p )!4Zft

'“'い 2 1147 fld.(t,n).. i./d. 8. 81 メ 10 (N4, 0. 532 MeV) 

Smz03 

Eu.03 

G42 0, 

サ“゜ 7
P] ・ 03

t-lo1 03 

｣nO3 

T..403 

Yレ I°3

L.ii OJ 

944Sm(T. n)'“s九

154 159 
Sm (1, n) 5れ

I53 152 
f... (I, 九） Eu. 

151 150 
Eu (r, n,) Eu 

'‘°糾け，九） l51舷

叫（ r ， n)157J)l

叫;r (t, n)”り
＂加(J, 7L)I ヽ 4Ho 

I‘‘1ヽ 5｣r (r, 11-)'"｣1 

“2 E? (I, n)'‘'[1 

I ヽ 9 1 69 丁:.n {r,n)'"T叫

"‘Yし（ r ， n)115'(b

III 礼 (1,n)’‘汎

171,, ~ ｷ-,114 
Lu (1, n) Lｵ 

”, 148 
7. I 3 •'o'(••l Sm., o. 51/ Me~) "'Sm. (r, f)?加

'“”l 
s,,., (r, p)?元

1II 恥（ n ， r)'“丘

4. 78x / 0 3 ('50Eu, 0, 334 MeV) 

2. 98 • 10 4 (,Hr;J., O. 364 MeV) 

2, 70 X I O 
3 

1HT• (n, r)'‘出

('5らJ ; o. 3 2 7 Mer) 

2. 41 • Jり('‘出， o. 055 叩
Ho x-9勺）

J..51•104 (168T-, o.118MeV) 

l,. 7f • 1 0 J (I’国， 0． 3 9 ヽ Mer)

I ヽ 5 1‘‘ 
Ho （れ． r） Ho 

2. OI • 103 (174Lu, ~- 017 Me-V) 

怜！．＂1．外｝白• ii,”推 35,,..m r 剃走

1, SN 比書［社な刹灸ケ、；↑ »ヽ 1もぅれ 1. ・｛・・t" L..., 03 中OJ C ヽ 02 1.ｷ I v" Tb+07 中 9 年，()J.,えせ

I ヽ.J-'J lil L 、 ･..,I<. "(,•·,I..・ぇせ:7. 1t l 吼ら●‘ャ． I ）.. r.9仮チ、j~Jl, -i "-1 - -.. 1 ヽ A« ¥ 10 ·ヽ，

＂石 (T 、 1)19 ヽAL t • L ['i Ty2 ＝ヽ． I3 J..., 1 HA..,, o. 4 Z 6 MeV., 北it tｷ - 7 J'J玲 1 比杖 l た．

L... 。J I.. -,,, C‘ ゜ 2 tヽ． 9°‘t~ I ・ヽ •I• I＝わt·., 1 度化t -t t；なが， ；元/4- I たµ• 1i t k 表冷 h
Jえ＇）心t6 (A... 10.....9) t }ふ灯 l t iヽ勺 1月．が、わ( I・・． 喰（ cr元，1>.1 '6 11,v) vs. CeO乙（元） ,~,._“ふな
直煤 1叫、とtヽ').””ヴ e,.o, },..,t-1:次t'i）． っ~.. 1ｷ., Tlヽ°? / 00 4,·. 砧03 J 2A1'し 2. 7 ~' 
し冷が l -,.. j知卜っ、、 'l•l ↓f..,が、肘t 1 i,‘し、， ＇如（ c;国，t>.J↓4MJ)/4仙（~,> =- (2. 2 、:! 0．ら） x ／04
t出 K ．を 1キサ，今打 r. $、 L II !1," 3. t ti’糾是，す、叶、沿令勾• 4 、t I~ - i,. I ヽ、序

}t、/·. ~ 7 Tb4 ゜ 7 中q荻勺 11’ の砂OJ ~ I以店企tんヽ’fjりわれ~.
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2A31 光枝反広・ 1：よ b ルー芯 4夕含沿］元表のが文身わし

（求北入姓） 困好た 。加篠茫胡 奸ふi .A広一

日約：肴名ら 11, 先ぃfe, Co がよ v· Ni !. t．し．『g．的し， fe す 9 Co る・ょが出 9 1F 瓜印ヽfpL,

t A丘立 l tい l t, •• (とl it矛 l8 年/2::-), :.・戌， これら九＋、とチ、 r+ 1 ）成＇今の夕" Cr, 
M'll., Cu., Z n.パと’'9 光衣入元残＇笛萩 I：つい 1 ↓碁成的松幻 L Iメ・?f., l tｷ.. 

佗力，（i， n ）及た 1·.)月 1) 広｝l ，i叶た幻ヽら肱 l1 ， こ•主ぷ如線，z J -'/'., I・ん未，令．↓

音そヒ北 I: lすが 1 ~こ· •r ょ＂う卜てい}..

ノ＂す氏i••,i I 日介ぷ｝力店尻所~ 20 Me V 慮ふうイナック! i-:J HJし 1 笑付、 9.1.：，幻条汁いか

IT と北杖及ん！謁杖ヒt ＂生成生t求り， 光杖及 /w l 政的iしな析 lヽふJ Ij) 1 } Iヽの 9 甚及的

デー）ー L 佑 3 こt t B }勺~ l 1.. •井ー澄Jうなんiふつら，出，fe,C0, Ni, Cし h, i o• z几

t．屁.,t-jし， こわうよ） ↓介、ナ忍号，入！ヽ ‘Y, Ce, T叫 i i u`• A し K 比杖し 1 (v,)\,) 及ふ

庄ぷをt衣幻 L 主成-t,じけれ訊と 4 すな玖紅以吋 I：ょ詞］ 1" さ> :とt払のた、

欠蚊：．紺も度 1 f. 1? ~ ff. m./. し 3 れ；企庇ぅ r: 1i祓化幻ゥー走生（ IOO ""j)tV\)を 4.........,
る天ゲにt.1 入し 1.[.e、加拭糾,. l /:..~.{・訂,.うイf .1) 1‘’ ｛打りれJ菱人:1-. i• 9レギー h ヽ· 20 池V

0) -1,特滋知設，．．そ上t••れ 1 的 1月iiな，た．！．：、訂 Iえゥ拭＇杵，1 3 99 り X 3‘' 此 l(Tl)'') 1.、i Iしヒ

T MC 400 4-ャンネル成あん打呑によ') T 、L菜ス'\• 7 卜，レし •,(9.e4 珀文化t名の礼杖人「，，，｝曳的

”、 2 ｛度itし， かつ， ＂人 r• "ii広,..走士 l t,. 

g泉ゎ• tが’希序、： CT, Mn., Fe, Co, /1,., Cu., 211,,'(, Ce, T.... nｷ t rt.. Au. re フヽヽ 1 ig it l 1ス

光杖及た,.,よが·｛，桟祐枝，王ぷ{ t表 1 1：一兵 l,. ガ、 L I1 ．店，，f.的で 11, :i人ん，1 (い）

“t••あ~.,. -kー凌ii jふいつい 1 11 (t, r) 及 Iなi hヽ勺｀）数肴に起， 1'. >. 

ふ｝ーゲ．．1 卜につい 1 !.r、約 1友の一走~¼,.. 11-tられたt．！原J..ペ 9 卜 11/がら光を b・ーグ，ふ＂

わ 4tif孜呼~ ;J;_·ので-~·;．射．終j如俎 1, 挽扉 l ， こ 9 i瓦と 3“¢ x 3叫1(TL) ク') 1、 9 ，レ肉i｝，，令

令ヵ考 h` } u 崩戊国入｀’とから疫麦致t斗出した． こ． 9 うも， M~ 1：っ鳥、1.佑~,i-. r'ｷ 1. 5 x /0 ウ會e

叫／→叫力'l rt.. (r,,,.) 及ふ，t·eL4 ＂え叔 lL, 2. o x /0 6/~l. T (Mo ,.;tal厄＇必．al..,叫•tev.
幻，"59 (I r.5 3)) t J.I)、‘`/1-.庄. m 上叶 lbl,..h' り；公レント '1“ンが文I..ボ'I 1, と：） t.• X JO g T 

(}. 5、 X IO'T/5ec) t tりた． こ, i.! i 11)り， 入 N " M • I • YCEJ • J (た、・し， M:l~ i'·,,卜 HoL

孜， I : r ．媒和以， S : 1t. h f,t孜） I: t,Iふiu ナ．の Y叫，y（E) t.1し5, 4r．＋吝"5. ~ J~J 

/;t: l 1'" ｷ1 Iｷ l t JｷiJ t • •う')'~も条 1 f紆た． 1 ヶゎ 9, (r ，れ）及た 9 ..tぷぬ．4菜、、促オ，

払のり,h 1,, tｷ. Jう 1：在ふ苓ぅt I:. 4 k l烙がし，羨人J..九，しキ'. -.、ヽ・ 20 Mer.. r ．屯 I t l i,!f、

t,1,.. Jl C'I'~Zn..,...,,., y,.u,1 1 1.、.2 x 105~ 5 x 1 0‘/ …•L. T 1” ゎ， 1,.

l. fｷ.' こ上ら光杖んたiパるが、 9 主ヤt光宅がー）“｀めi令材孜呼tわとが，ふjこt. 9 iえれ
！しな折 l: -rケかJ lp ,̀ !)  4 りとitのうれ~.
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2A32 144Cernl)-DTPA 餡体のJ3埃変 1 こよ 3 化洋的効果

（要北大狸） 叫ll 茸信 0大森峨

目的： I邸 Ce.のぃ攘変によって生し天 11/.1/.pr)な令手 1刃竜子受授反応の結果， 中 1莉体を経
て餡体ビの結合を切町し，幽pr3+1こばることが EDTA 餌体系にまし｝て認められた水。） この
恙えをさら 1,碓認す 3 「ミめに 1迂， l祠位体交．i便反応の皆与応］ I さい系を汲ぷこどが）切辱であ

ふ今囮 l迂， DTPA （ジェ午L.シトリアミシ五師酸）を舘イビ斉 l として恙び， 1目位体交梗反

応の摂椙を 0月うが 1 こし， その速度究数がら叫Pr の誉動を速度詢的 1湿属するこどを試み
た。

実験：（i)励叩籾棗反応 瓜“Ce を含を約 16- 1/- mol·e/] の Cオ落束を温化ナトリウム

でイオシ強度£一定にし，酌酸ナトリウムでpH を諏整する。 この落束’1c Ce UII)-OTPA 錯

体寿茉を m ぇ， 一定肝 l困毎 lミ一定量取 1), 陽イオン交哄渭訊届杜 (Dowex SOW-xg, so~ 

100 1 、‘1 シュ、 0, 5 ~r) Iば速ゃか）て通して， キしート部分‘と渇イオシ部魯 I＜分‘lす 3。女狭

速度定教団、 キしート部分‘(J)が瓶ぽ楚l定して走｀めた。

(ii) ~のイじ営的挙動 1婢 Ce が化津的に平衡 1こ逹した俊、 上述のようにキしート部

分石分離する。キしート部分の 1叫 Pr の口枚町能の生Jj\'(迂尺 1-qラ仄衰）曲腕を分離将，ー、外

挿 L こ四 Pr~DTPA の収率を求め尺。＇実暖‘湿度曰すパて 25°C さあ 3 。
結果ぁよび君索； (i) I司位体交換反応 セリウムの 1司位体交換反応速度，だ、,~ pH 5~ 6 

の範団で

R =々Ce 国〕2 ( Ce(l11)-DTPA) 

と表わされる（:t l 図ぉ•よびオ 2 図）。 ヨ T、`

(/) 

Ce<llll-DTPA -t- Pr"'-t- ~ Ce3+ -t- Pr (llll-DTPA (2) 

ば 3 反応の平衛定数 1J: 3.4 i e あるから， セリウムよよび 7゜ラセオジムの 15]伯体交掬反応ヽ

速度定数． I芍， ~5 ゜C 、 イオシ強度 0. 30 でそ印ぞ山 8. / 3,< 10 8 および？泣 x,or)1 • 

mole-2 ｷ m i Y1~1 口束めらl,]I た。

(ii) 1 1./-1/.. Pr のイピ営的挙勤 '4-4-Pr-DTPA o) 収率 1芍、 いすれのpH でも平衡但に直 L てお

ら~ p H 依存性がわらレll る。こ、で l lj.1./. Pr の脊動の涯歿論的取扱い I ⑰児し-C, EDTA 条こ

l祠茂に (a)'皿 Ce の即哀変の反跳エネルギー{ E mo.x = I. b eV) I こよって 1迂 DTPA 幻(I)

結合切町 liil定らgし）、 （ b) 核竜荷の急敢ば要化 l こJ 3 イオシ化ぁ.Jひ＇オージェ効果 K よる

嵩竜荀イオしの生爪の割合］;;)" 1]1 さし I, 'iイ反史し、 料壊凌）こ｛羊山る化芽的効果i. L て 1す，娘

原子の酸化数か増如（ Ce(111) → PrCIV)) するこ'i I 豆君因す 3 ピ君える。従って 1 1/lJ.R- -DTPA
収率のpH 絞科性 1寸、 EDTA 系と l司様に、 144Ce(lll)-DTPA 餡体の位撲受によって庄す 3

/1/..1./.pr,-;r、 中 1団体 (144 R茫と DTPA の酸化生爪物との儲化合物）こ君えらリl 3) を作 3 こピを
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不してし l 3 。 しかし EDTA 禿と輿っこ，';j7 3 図に示すよう1-:. 144Pr-DTPA 収率曲線を I~

pH 5,9 ll<虹I I ミ柚，］ I 点がみら wl ~。 また Ce3-tの濃度依存性がみら1.rl ることも注目すパき

こピさある。 これらの紀果から， 1.P l団体の分餌 KIJ水柔イオシの 1乍用のイ包 1 こ、 Ce3-t(1)舒与

もあるのであ 3 う。 このようにして中1団体の分僻 I: J・？て茄組 L た＇1/.1/. Pr3t lー;J, (i) 1 こ示さ

U ＼幻反底·祇禍に従って、 tl/.1/. Pr-/111 l-DTPA 鉛体を形爪す 3。 L 力｀ L ア IL 力 'I （炉 l にお 11 ;$ 
144叶 DTPA 収辛パ直の要陪性 Isl. DTPA 餡倅の哩荀（和工類元素で IJ -'2)が 1ヤ I都本の
イオシ交挨樹脂への叫着 1町渇清 L て、 EDTA 銘体（竜荀 13 -1) の 1易合‘L 果る収率曲旅
が得ら U したものと君えら1-l l る．

＊）塩 111 ，大森．オ 81国放射イt:'.芍訂詢会（尺阪） /C/ 61/. ; Bui I. Chem <;oc. Jゅan k 投祇中．

-5 \ 
& 

\ 
(Ce町 (CeDTPAl

忠
0: 9.09xlO-5 J l.14Xl0-4 TM  R 
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-5、 5

゜□ :1. 61｀説 I ． 19`10-4 ゜-6 ト 只
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A) 
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2 A3 3 心Ce(ll1) 壬1) 「 A合昔体の水；容；丸にお 1 ナ 5 p}襄度いよる 1叶的む呆

（東北人i皇） 9孟,,,凡ほ 0 本 r 党哨 大森籍

(I) 

日吋：前戟にお 1) 1 ，ぅ案名 5 I あ， 1呼ぐe (“↑ Pr)-EDTA含昔体系にお'J J心Pr の学勅につりて，

この系の 1司位i本交段反応．＾様＇捐 Iえが立Jた定数が 5 校討して、 1叫 Pr•EPrA の柑合しlJが[i 3 起 5 9‘", 

叩n れた I叫 Pr の内虹列 IJ:.農席に凸 9 9 、＇とを見出し，：の事実と＇呼Ce り‘S (3 堪史 I' J:って

伍ず 3 Pr (IV),~ J J EOTA の禎｛《生ぶ 1りが 1に応 I~ I旬今 3 jヒいう低定 I· 設睛した．今 lj} Iょ，

1叱e”~CeEOTA釦本、桑を I ii 'I'{, 上の仮定の好当 I社. titt{'Jととそに， ：バ五足とt S に

登／辰とせてft令t.!)級の遥社に、 PY' (111) I<. £OTA の雌バ：生 A‘ りりが終令した中 9釘体が府社りjこ

とと泣た訟；的V.: I)月りかにし｝うと l た。

史牧： t呼Ce k 含t· 10―4- M の Ce'り危氏と同柱度の濃Iiの Ce·E l) TA 含昔 4本海没とう兵合し、 ｝品化t I-り

ウムt'・イオン復度 l o.H に、印絨ナト＇）ウム,.. p H を請登 L tュ． ：の反 Iた•；かい• 1 L)ｱO,J 

℃ 1·, 化摩和約に逹したの; I 一定登t政又って隅ィオン交段樟遁 (Dowe)( S-OW→(8.,o~ f oo メ

ッシュ） I」北早く直 L 1.'；令し出した名レート舒今の［杖与1 りtの生 A‘} た 1がぶ紅叫tれ n,
：れと今嶺い手に外押 l'{ I I吐prY- (Py-Ep rA錆件と長 1. べf l孔ほ．）の収字＆求めr，。

峠棗t考寂：叩rH I:: Ce y-との置牧反応

叫叫 CeY―⇔ Ce”＋叫rY ―IIl (1) 

にあ‘tiて反応逗 I屯！が尺式~9•長り 1 れ 3 。

叫（ l→令ぶ賢土露）t}＝｛虹，o.pp恰闘＋虹吋 (H+Jt は）
系 (I) I：っ 1 1 t, 144RY＾の収手を求め 3 と、炉二図 K ホすふうなpH 依麻姓が見出t卜t:.。
:~うの 1町“PrY万の収字り、 5 I I え）六の左逗の吋数 l pH 1: H して 7° 0.'I 卜しても，勾配tj.

約 -0.5'となり、j f: tt  tt箇 L ても＇牲 Pr if'I午り牙令t (か(,_Io. 6<t J)よりもし）すれを小 1“,

上述niな定と｝知足し， ：れを遠認した。
:、 1｀・丸ぇと一少進n て，戊の 4に定と立てた。 3 りわ 9, p f紅 I ：ょ） 7. ／4ば（ Ill) が 5

庄 1'・ぅ Pr(IV) は国国との柑五作）月 1`、i,I哨旧的に PrH 1: ケJり1·'}司詮の1+4CeY-,Jあj寿令

ともっ中 1旬体 Pr(IIl)l (l l3 Pr(iV) 1: J)  E I) TA の酸ft生ぶ 1~) !、社由し r, 0Hーと HY3-
の 9Kがによ，て碍 L, 交i知、応と行う料果， I牡科y-.1'.iす＇ 5 とうJ。この陳，一硲 1こ，
浪度にfた＜二；這柱として丸たJべさ／i__SJに 'sh o. k i nが·の対策 l il-,前名,-• 1; I 中心・全／出f!
灯 1 J Ii跳.Lt /しギー r t社大 1.. I. 6 e V に~ iず、位為 1" 11-, I柑｝薔手が’た 3 ヽ 1 訊,.:.'

I l ずいも，科令け約 1: j_樟的な幻泉と午えな ll 。t収故， 13 l裏tぃ伴う化や的を9棗のう夕，
”n増加 I:,_ J" Jもti)が'.' ~ 11)｝い令，：人足的t1 灯Jとt 5 、 Pr(IV) の内1 ヵば的トキ幻l !. 
も月ぇ令 n tい 1ざ、上の仮乞 lふ姿当 1'' あj。jた 1丸音p和埃 n 誼南,a: /0 %以下 1‘ わ）上t::.,
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fの店i果としてt、)jJしく，電西のifl)l 1こ• If L h‘ 奇t 5 ""-ねミとと，的TA の道ぇ甘t h t ff 

ぇれ 1 さ．． 速 1t iかり考夜に「ft I t、 : n [A 果 1 さー，ん・尼．＃見 l l t差 L ん't· I I o 

i ~ 1.—•以fヽ 9 .r n 1な上によって計〗 1 ）と、 j 1^“CeY- n pゥ棗変によって生じた叫r d) 

"II IJ ；尺 A‘1表iい）
I“Pr(111)Z OH-Kいy3一～叫炉~144PrY― (3) 

叫iに対す 3 叫rY―のt叫の忠l汀 1 .l-

f = ((Ce3nぷ＇賃認：］。）ぇ戸了 (r.2.e Yit_ r,er2t" +厄亡f) (L/-) 

4且し r1 ニー以＋I可' r2 = -Ol- Jで亨—, “- R,+ K2/2, p-R, Ka.. 

：：： r:（ロー」ぷ悶塁］ ［Cekyp-r:(}覧］o l 
1’' もの 3 小J。こ・に灼 I3 中 1旬体の））付qに 1釘今り）頃 1`’' `‘のう 5 k‘13 DHーの攻9, K‘l3 

HY兄n 氏芍 1: J)  J~でゎ｝。j T:. ~2 I~ l~l 1立惰文段ヽ知，た K ,t J項 1· あ 3. 9 t v、ギめた 1和土
I1本文採 I入（た n ＆凡定奴脳、1J.Pr = ;;.. / x 10'> 1 ・t11ole_, ｷ tni nー1, R Pr arp = 1.o x 1 研 1· mole一'·minｷ' 1J ti 

¥ 1) A. n(L ，もの手｛釘定仇ぇ．Jo t1H,, J。) t I こf iり牙令t 1,n II' 1'<1= l06'1 Iｷ inoleｷ!l'llinｷ1, 
~• = 10+.4-Iｷ mole -1_ m,n·' t邁ん c·f !-計算し， 144c/+ 會‘3 生す｀ J分も合計 1 Jこ，芹這］ I/) 

＂象と心倫田稼として 1『 rこ．、、卜は‘肛直によ， 1 一奴と示し、J:..，，，仮之、→考えた 1糾肴の手•

当ヽト1 り1＇ホ 3 いた。 、、かとJ tめJと、汗＇

一国11)ようドなJ。

(5) 

(I l 塩） 11 ， 大森， * 8 国放射化＇、年言1 話命
公 l た Pl). I q 64 

叫eH+ CeY-~呪eY―+ Ceう十

い虹 い虹

]]]i『;~il1lf :]]三ら"/J
とH7 HY3-

,npr3+ + CeY--.=-:==-144PrY-+ Ce3+ 

。

r
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m （心）= 1,21)(,o'-4-M,'[C~Y-)"'" f,00)(IO M 
(2> [<e”) =0. 803X IÒ4-n, {C江） = 1̀ oo x |0̀4-m 
i3) (C ど） = 0. 8099 10• 1, [ceY-)= 1. SO X IÒ4 m 
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2A34 叫U（正）—EDTA鉗芥の 1囚柱 1 ：：：わ Ir i p愴、、文 1ミよ；化が如県

（東北尺理） ｝い）加名 0m係博司 火森我

恥：知嘉元素t｀ば、 □ .J:麟 I 、- I ？て生す＇パ鰭、うが＇紐京うl:熟似叫叫的')‘環を肩
わ：： t IJ ‘C ，炉衷麦り叱勾的効泉特1::.壻凍）杓、子の酸心刈息のかい<‘4碍綽今l冷i i 
影堺t掬寸すふ／ミの 1 こ） 1眉益（｀‘ゎぅ． a- 花／1/..“の 1和ミあって l1 ，反跳ェか）レギー I! 小さく、
イオン4じの次牧も川、‘｛し‘.我々 11 先1 こ、、の和くつI.I て．その EDTA 錯出（じ（四)-EPTA) の

水峯夜中でのイしず的効果を栓討しr'が＇、今国） I には）一EDTA 心厄盆の綽轟 lミついい得しか検
討t試みtこ，
輝：庫）ーf-PTA鉛い麟（ Na［元（EDTA)] 、 2H,O)は、 G(NO3)J'魏0と如12EOTA乱0
賃む森夜~ I : I c" 及底‘：也！叫叱e t‘うべ‘Jしし、エ 1 ／ー／し睾液よ 'I 丹咋晶、く也、昧外
い疇外又へ’7)-- 1レ I~ l り廂終し仄ものい史）月した。実験lI 、多州 lこ絣歴した()、()如1 酢載
ナトリウムシ紅足(_ o,f囀澤心＇イオン！疇訥歴）に晶加温義/;、 3 浜澗か火置したじ箇EP「A
眉凸厨い輝し /0―3M 伍は）紀叩した。記疇虹羞疫を一足鳴仇が＇ら螂
を追っ（そ疇浪り輝し、賜4 オ〉い輝薗(Dowe)( fow刃，f0~/00 メ｀＇）え）を通面 3 じ、
怜 4 オン秤力と錯4 オ考訪 l扉綽した。向卸/jjI) I /J.“Pr の 0 維這足し、賜4 オ看心
朗ィオ以割紅求‘h「：：：．交検反応t層Jす）ため，主）：：： 0 ～-ftで行った．
捻果知惰屎： ⑳）-£OTA錯属、年品を、科々のpい災応葬研し、蒻イオン卸か(1) P灼
ォ巧割い的疇祟叫年山紅に lT 3 忠令を切叫「：：：侶ぅt-1オンバ年1企て ”HC’’
一応直を示し、、的／］％とは＇った， この切却砕 l1 jた，結晶を /00 C゚ わ 3 い II O ℃ l こ 3 時間
鵡し「寸じ燐解した場伶でも）出礁が得ら
几特にアニーリングり効却談わら爪□‘っ
た． 、‘のことがら‘/1% という履1l, E DTA との

鯰臼珀した併↑イオバ疇虚贔戸の ; 40 

布麟碍えられ 3 ．締曲を森鱗した検汀も 、ノ
4 ォ澤ぃ疇勺オンか判今,t、的閏と共に
紅し、祖ヽ、t 1寸迦も吃lこして，酸疇jで） 1
む）ギ怜pぐ次研 l ：款少し、在にア）しI} I) 刷℃＇
心冴に対I}pし、いす｀訊もそ汎を汎のpH 1:廊
杵1 3平衡礁）こ庄すうこし疇めら瓜た。ば
イオンについても｀的 IO°/,。が中易イオ‘」賛 l ：：
談ゎら爪｝於、経噸凡及び｀仇への佑渇·)主な
じ｀ 11説めら瓜な｀り‘った。

so 

Jo

2
0
1
0
 

袖
吝
s

入
芯
注

゜

--―茫胎陸叫直

勾プ-知------ぷ___A立区云―
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pH 
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2A35 命上姜キレートィヒ令蜘に1-i, I 「 3 和土炎のfJ成を K ともなう化’芹印

劫果の研究 (I) ('"Y• ー '”Lu)EDTA 系およぴ匂 DTA 系

（阪府放 1中珂）

（東大枝研り
〇祈野武美 固1fJ慈谷口帥り
坂本か

（原研あ培珂知） 小杯涼司”

I. 月的

が崩壌にともない．穣杖権は放出放射線 K よる及跳エネ 1レギ｀ーととも 1＝核外竜手状

態 K 犬さなし寸よう似しとを 11' （万らIJ‘の化子ゑ広・tひ 3 おこすこと すなわち核崩壌にし↓

なう化学的効果 L 受 I「 3 ことが＇十想 2 れる。

年狂苑 Iii:、 が崩 9巖の親々い囮茅的予拗が非＇常 1乞文·似していてかつ 9)<.. j,容度中 1'乱嘴に

キ足な希土美錯ィオシtもち,,て， 中 Iも・全函ィオ：の 3―彰羨にともなう乎 IJ｀金為イオンー

紅子間の（し芍紅合砕巖に注月した． この種の；す乳 Iiすでド P. lf.f.t,,,;(wr凶弘＇）らr:- ~ 1) Yb や
Ce.のし‘<'..つかの午レート化合輝 k ついて妖みら卜て 1• 3 が． 系統的な知見をう 3 に至って

いない。 そ 2 1.`・弓ず．交，1史及；；J`についてヤ分な知尼•) !もっ Yb キレート化合物につい

て． そのを定度が』~ a yi, -]:OTA U7-k1 = 1q,r1) と Ybーしy PTA (勺 k, = 2.1. 12.) の¢線波

出 K ともなう才／ゞ‘企為ィキン—飢位子周の結令糾製 k)月す 3 祝位チの影堪と困べた．

I . 文絞

虹1 殷化ィ、7 テルじ＂ウム（＇7‘\'b : 18 4”/, "...w : I, 「 “”z) ? _占必中ヽ仕手線ネ
2 ~3  x. 10"'l<-/se,c,．四.. 1.、.1 2. 0~ 3 四 sec 烈射して＇り7yb (tん＝ 1,q t), "5 ¥b (t五＝ 4 . 2 4) 

t製迫した。 （京犬厘子ガ定駿f百I 叶．）

化や廷理 阻射物 13.硝級唖 K oヽえ， その 60~ 70 ％が Yb キレ- I-化含判t i乍 a よう

に如， EPTA 灌夜又は Nu· ty PTA 濠滋t加え 3り酪性に L た。 並和l の Yb3＋イオンt

PouりーJ-o IJ千オ・シ史殺街脂灯朱ぃr=-。

及応 ::.うしてえしれ r二 177Yb を含ゎ完全キレート鉗溢｀記液 K ス令ャベンシ、ベーと

して非杖射住'(,”イオア：加え r2 ． 肉浪凍 1°1-あら 1‘ じめ rH 6 、S-, 0, 0 I M 孫藤アン屯ニア

湛液遺径 L 戸． 混合使，及広•スタート蒔の＇77 や原手孜の約 80 7,が＇門上に舟和 3 1 

で放置しf,.. ::. ol 同 12,r` `’トアトム及．さ• K 競走捷及応 K E 3 連飴了b3tイオシと錯准中の

1•1 y~ぶとひ. Iり1 伍の支援 oゞおこなわれii.

令高 研0 ~300 分固放置後，ガ＋オン交彼叩i t·甜イ 1 シi糾ヒ逗病，＂イオ召札'l

tバした． 1 ら 1- 24 埒 1旬以上放置紋，よ\::.卜\'.1オキジ・イ、／邸私：渡肩争l t l て．街

脂序tJ) I叫し＇町b t 1i角洛出 L た．

板射能渥’l 足 邁扁全属イヤン中 k 衿った '"Lu，厚手放t 4 花1JゾスフローカウンJ -

で求めf;.. --;_錆拉中I:.逍高全，属ィ I ン叶に含 1 卜ている＇町b °'がや果スペ？トルととリ，

その 31b k砂フォトt:•ーク面棧の相夕t叱と＇I牡・文後辛し斗め，雀虹交彼及応 k L って進肖全

届イオヽン守 1く衿った＇97 Yb, l" Lu 兌手孜と求‘ゎ卜。
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皿．結果

得ら卜た、若県は下の表 I＜ネすとお I) で，錯培の名定度~- 1i1..差 9 くぁ a K もかがわらす・

1 り'Yb-~17TA 系ぉ 5 び＇11 yb-CyPTA 系西活についてほぼ曰 1星／文の高ぃ絃合t1J街『年を禾 1 結果t

得r,...

. c..,.,.~ F心e 口， pH 及応・ 侃 壌．熱交往辛、結合J,J}鰭，
H H 時間 凍手紋 % メ

yb EPTÀ  Yb 3t 

1,84 X IO-3 /,84-X 10 -l 6. 6 3 ー1,,.,,:.,_, /. 33 X /0 ,. 3.. 4- 5/. 1 

y. Cy()TA - Yb 3 t 

/. fi4-X {o'3 /. 84-X /D ｷ3 6.7 2!i2 S. 69 x 1010 o.61 S'S. • 

I) p. ~&,;t匹吐 R. H 13匹i w,,,. J'..“.e,,,;,,., Jj』 I 04q C I'16 I). 
L) 刹脅 Ii b‘ ， 沖 2 日理工学におげ 3 同位元i:,;:千究材：表会 (l'I紅臣京）．
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ユ竺希土臭オレート化合初 1~ おけi弁土足の¢咲麦にともなう化牛的効果の府究
（エ） （＇り1 Eト― 171 在）ぉ 5 び ("’Yb ー 177 伍）匂 PTA 系

（後府放平研） 剥脅武＇尖 厨切貌 0谷口祈り籾友夫

1. 目的

が削知よってて＂ぎ a ~私象} /-:I.. I) 放火旅冴·、I媒に 5 3 r区ぷえク必／＃ ヒュ）篠電4た

態の麦化で也いりいい k } 3 励且とうける 0ヽこれら励紅俎子の｛t.予的冷動は是味がみ

a. 本月免て 11 麻吃択狸、の麦化(JI `｀化矛的灼果，，にJ.; J-/J.す彩堪を知るために 197Yb し、

"'Er (J) C y DTA 討嘩と印い• '”Yb If) 11-は、純粋なが衛t t l?I 1:-~ (7,/3蘭弔 K 円打彩彼屹子叔虫

<7)重な＇）の劾呆t比装校討すなミとを行なった。

JL. 文萩

ィ、7 テ）レピウム系(1) 1及いに用してに牙—秘t 1il し｀ tぁ 3 ため店峰す a.

ぃす 級化工 1レじ‘・ウムげ底： 87.3 心丸／， I68.Er ; 9.0 心汎災） L 坦屯l生子菜束ヱ 5

X 10 11 ?-1,/s,c. -• で｀ 600 也、塑射して "‘国(t必=- 7、 r ん．）も製造 L た． ( KU R 矛）用）

化;i処庄 阻射約 l“"笈咄． k /J‘え． その 7() 、公が Er 1 レート化合的tイ乍 3 よう K

如． CyDTA i宕淡t加え杓滋仕にした。 直f,jの伝”イオン~ D~砂ータo カケ万ァ交彼射

脂でf糸いた。

及虎· こうしてえら卜，，，＂＇ E卜と含tキレーt- i急液 K ス守ャペ； y'ベ― t. I.,て非放

射桂配ィオシt加え 3. it］洛液 liあら 9‘ じめ甜函？シ毛ニウムを加え o, o IM 講談 7 シ

屯シ 7 j条淡しし， ｝り足の rH "-ttJ柘した。 ；昆合後， 及／↓‘ス？ート叫の＇79 Er 塚子のと1ro
メが 19IT況に簡壌す 8 -3'1-·放置した． ~ o\肘にか、＇卜 7 トム及応• t拉交棟及庇p t 3 邁

馬丘”1 1 ンと錯ィiン中(fl 191 Er おふひ "'T1ot.の交彼がおこなヤ,tt.. ~. 

ケ為 、的 4to 1J岡放庄後．1Jケオン史彼街非で鋒ィガシ餌l と遊島を局ィイン創 L

有約しわ。 その後ユらに巧吐呵以円 (/?I faが・オ戸残‘7 て 1, 3 国）r: o. 5' M 幅．｀シ•も Z

7 渫液tもちいて、 1暉中の追裔企約ィオシを湛出した．

枚射寵渉l定 翡イオプ叱し進高全約ィ;f 1/（ヤの nIEr の／ズベ？ r ルをとリ，湛

畑以 L の '"Er のフォトヒ. -7 面積の和吋比とり｀舷交彼穿t,Ii'め、し昆史J愛及応にとって立し

ぃ届イオン中 K 衿？f-. /71 白， I‘' 凸， "'T1'tの厘手紋t,r,·めた• 更 k ら見叩1k..'壺約を局

ィすシ 1 K 秒った 91IEr(l‘印がわずP‘K 残って 1, 3)  9 4 乍 1I'・ス 7 ローカウン 7 -ド }'1

束めr-.

亙．娃泉

、組合砂向に吋す 2 水t- 1 オン濃度依,(J- 1/乞托pH 6.r ~夕， 0 の蛇囮 1'・ド伶卜の系 1' も特

k 認め h 卜在ク‘つf:.． オた nIEr -Cy PTA 互のかpヽ・ m Yb -Gy DTA 耳の北·なよりも明らか/:小

ゴな娃な切約年t示す、紅果がえら卜た。 こ卜梃）打打舷涙屯手杖出とガえilとキ盾した結

果-i··あ~. ::. r ら K ついて対床す;ii.
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わ戸 F巫ふ pH 及 尤— 崩 啜 塾史捷牟 績知JJ屁

H H 埒 間 夕手紋 芦 メ

Yb CybTA— Yb” 

1,91 X IO-3 8 、 3)(10-.. 6 、、 ユ4-g心 3, 08 >< 10 ” ,. s 60, 9 

2,0 X /0 -J 8. OX to -4- 6, () ュ54 ‘‘ 2,0 6~.. 3.4-o x /O 

, タ［· ュ5"2 3 f o 入 IO90 3 、 r ｢ l．ヽ

5,o 254 3.35 X IO,. g,0 
”.... 

已c..yPTA ― Er” 
I,/ X /0 -J 8, 0 X /0 —+ 6ぷ 41{, ,(-,{,/{)(/0 

90 

2.1 42. 4 

I, I x 1oｷJ 
I • 

H. + 6,0 4/g 4-.S8xlO 2,4 

/. i, X (0 ｷI t,5 4 ユ〇 6.74 X(O ヽ• 3.S' 4-2.. f 

I、 1 /(10ｷ1 S-.o 417 7,ggx (O “ 3',0 Jヽ．、
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2A37 3 i 1匂ウクンウム 1 -;!ンに 1匂する莉免（§も級）
4 1 ン文痰｝広にク、、 1

（、ま托犬釦莉） 萩太 4 o Iり年月す

ウ絢ウクシウム 4 ;tンの水希次f,こわ＇ナう AL す b抄釦加 l f\ L 1 11 、 そわめて 1· 只 1" h 

3 とし 1 11 ヒ人と'· •1の和反店 I1 牙り K り 0. :. ~長，二つ鳥、1.仮ぅ4 l T`¢t多，敏店がれわし T£

I‘4 ヽがり’{ ~1'1と,. 1ーチ足'l..び、•ことと知り』 一:. "'t t-1 If-月 3 オ化イなグ／ g名伝 I< vJ、、

1 骰咳しf',.

すりわり、り 1~ りククウムりオン 11 浪霰記尺、名にわ、 '.1 t,つとわ乎定 1’ わり丸級，込直

虹及A IIl" 1' 介f企t fj }. '.\／ヽ娩い久が瓜ヽ I i tか足 1し，例え I t← 0 、ク N t虹麟応f 1’I} 

ク). q if]後 19• も↑夕戸以が 3 1面しし 1 {} it.. L でい 1·:. ヒが 1住氾、之卜 rへ．

1日 Iこf.l 1 こ 5 り 1-;, 往箪ゎ 5 い’遥、屯令．畝ヽf I ・・わ、、 1,r.. 'k t"-ぞ卜の訊屯qせとそりしさせ 1 t 

．4 ，，p/'I.. 1又スヘ゜ 7 f- I レ I iんく灸1,l'....r <rｷ ~'.fぃふ， 1印1繹成fにわ・， 1 I t比較的低ヽヽ匂知佐11.,,

ゎ、、 1,"紅戟ゎtし｀近必L令涌知炉1□ I くわ IT 3 吸収入へ． 7 卜/[/!:,な< 1qし" 1. h 1 が 6 H 以 L
., 

I"-h 、ヽ 1 行べ lべ免 AL V I1 し'm/ O N)•J、 L I< r{ ？し乞 A」て 4ヽつ水~さ＜ t化、レ注敏柿正心丸、"J

q租t·)i t f・した．

界印 11 4 オンた淡；久，く［クンの足し枝ぅ1 L I4り手し板1{1,.

t /J.ウククウムーJ,. 3 7,1 2 琥化りカシ，1ム＾° V”I 卜t （1f珂＇）ク 1.1 7 1`•9幻1 レ（2-oHel

”A A, 2 珍，日i) ”’u (y，小）＇｝7i.}双屈口且ぐせたのち石訂、へ 5 のぅ；氏 (R必ペム、 99 ... 
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A ふ上， I （ I ？ヽ 3)）によりtケに建枯様（（~.待 5 卜 Iー、り 1 クク^ -2 3 ? II （保入
ペク~ II/わ［し‘折訟別の戎’l 定によりヤ/p 1-:. f足1年 1· h 1 こしt I: l りヽ m 「'::. こqウクシウム
太海丸t ")印災杓と文/{_ I汎肩 L rてり 9 日り凸し 1 ャ立紋、 1f氣，心t伍寺畝 r、[ 3 長を花

困しれ I川くり戸し 1 1;綬 r成 1n 1 ，木和五粒以偽汲り~1吼した．
3 1て 1 -;t 1/文知叫 11 ？易i 1 ン欠祖祖 liとし/ IJ枷叱< ro w x f /. f伝 4 i 7 紐叩a

とし 1 P心 I X 1/-しそ K ぞトコンテ，． 1 シブニン 7’’ したっぅ，孔秤 I 7-:. も＾も I司，、 r＜.

1 他ウクシl）ム介政化を務ヽ"r; n 汀終IT 年 1 知f{ /J又方（d ふ、t 1’ 行っ T,.

4 オン交炭印~ o, <" j, t ~ 1/ 、こ Kr、五ii5 ァマ Iレガム/"'- f.,}丑たし［＜条耗絞,)!. 3 位ウラ

ンり＾；只（幻／ 0 勺「月） 2 t 4 t 7/p 1.. i与，＜ i仮立レ 文け手/tfに位：せしりたのりシンナ
レーシgンカウンター 1 バ々のサぅ灸 r、y) It 3 森戌ヽfり叙如訊4研t対l 足しは浪とがりた．

＆頑 9危次ヽ‘f心わ Ir ぅ見 1&

k o{_直
心J頑堵/'((tJ)

偽i 1 ン文娩樹j沿 1久＼ 1, 欠吠枝寸#~

CJ. I '-I-'I 0 

(J.ヶ 3'/() 

/ 3 2 0 

2 之f o 

゜4 3 3 

｢ ／え

゜ケ 2 

g ｢ 3 

? 4 
/0 4 夕·

// ~ ｢ 

I l “ ? 

以 L り揉手I)、り 15 え 1 と 1紅咋討くにわ、、 1 I1 7 N メ）、J;.. I ー、お、、 1 j肴 1•五ヽ↑ IL へが升 b 八，乙

卜 ll 吸仄スペ？~ IV I ―、よ｝沢’l 足と一奴 11. ~)!綽叙わiが立t江ヤ畝考双ヽf r. h I ヽ 1 11, 

か 1 ン交巧‘i叩/·-吸称？ iヽ 1· ~IJ.../Z J.、ベク/- Iしぅ佑、矛IJヽり手i['l J卜｝ tう 1噴i 1 -,,. t 1 
の、 L Tiヽ‘`:. tが＇判哨 l (ｷｷ. 

¥ T: IJ；っ 1 3 イ,i] i?うシ，うI,,_ 11 ? 1~ プ IV ト ;;..9ラム\ I ；lオ~,―、 3 わり 1 サぅ＄ K ぅ淮畝和·口帝液

、1 にわ、・ 1 勺牙r羞賊耗ぼq t久 1 3 し＾ t凡，i卜 3. 2 八 b 介｛硬につ、， 1 在、屯す 1.
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2A38 テ 7 ネチッム幻ヽ P ゲン鈍休 外一般
如各夜中,,おけ 9 Jロロ錯祖くついて

（京 K 浮） 。胤釆太一郎 」ふ賠夫泉竹嘉方

目的：テクネナウムめ比合物仇化喘 1 .r. : 0 元{•ヽの紀見 M、上分雖 分析J、の放討t中 I I:,;
I, /Jヽなり（7)什晃が 7J s れてい 3 。テクネチウム 1又 I t-\グ 9 -t t、t S, +4 、t 3, -1 など’/I)廉 3

“覧．か見公ざれており．厳化物菰化初ゎi‘が由化物ダ戸板帝、了れてい~.
、‘ktり外） 5 , +'1個vi l-c o 4- 1て関しては飲充化灼的，患菱比埓的ぁ 3 い I• その化刀ガ絃、

I~ ,i· J 1ヒ考 9晴勅叫杖的m/fJ l肩工れて l I ~ぶ， TcOiいい化埓他に関しては定1鱈
ら如凌僅的な披計 It Iすとんど行’Jわれてい 7（し＇．ハロケ．、シ錆体、ず Iす kふ Cliがつくられ
ダ4比吸収一人，＼゜クI-ル',!ど'iiヽ泄lj（され（い 3 ．我＇ uぐt叶 I< i, ¥, -i t松、悧氏らによつで N出Tc0-1
爪翡慕々 I庄溶液中て" //l吸牧メヘ°クトルが報柑されてし 1 3. ” “} It水洛液中 1, ;i:;り 3 /ヽロゲン錯体の止六ぉよび llf”"た州闊と印l紅
l, £ず十4!肖のクロ P錯体の生成糸 11 ：放村すぅ島,,吸杖ズベ 7 })いを利足し／イガン
文挟成，，よ a慰灯米劾汰t 1『 l刊して、麟t ]化，ば往t7.) I叶足 8 }応）卜 T,.
史破ぉよい｀、4打果‘,

a) じ（員―/1)吸収ス、＼。 7)- ）v : NIhrc 山（I.l b x 10・"M) /1J /初［ ；ミJ \•1 ヒ＇’-カー 1, と） 水浴

l:.て然発見も岡して後，濃堪滋 1D叫 8 炉え弓と Tcoiり吸杖スヘ°l 卜）レ It Tて，・ 5 1 てj,月火り 3,
ミの1,街液 8 ー昼夜友忙 L ［ミのり水沿上て互梵乾}E,j l Tて． 3 らド滉潅裏 E )JP えて笈杞： 9も園ど
<‘)かえす。、、の試朴五棺々の澤及OJ t届鹸 1這疇し各々の吸牧ズヘ゜クト）パ測足 L r~.)叫

1-::. 屹れ｝の代表的＇iものさ示し rて， t Tミ：：：い 9 の吸牧の経叶麦化 E も禍＼りへ'Tて。）月＠の吸

伎スペ？卜）V 1.t NH+ 「eO4 洛液 1-::. i敷虚峨五加えて加狭 l 1コも勾tあ？て， 、、いと足発見周 1
3 とー心色¢繕崩t土 l' 卜。②み吸牧スヘ＇クトル l'fすて・ド秩告、了れて ll ~ K昴 CL 、の丸簾堺衣
(J)スペクトルとー荻し， Tc 01 が少屈肘l, ミJ｀り達元、ヤれ 7 TcC し 62・：生じ Tてと推磨、T れJ. 砂
埠直：沿月 I T汀易合 Z4 吋間後 1て It@)の T(Cl □ 24匹人，」桧大にf: 1t;,吸老度ぉょが 33to
A のそれ↓戌少す~. t Tこ柚火波やt次秀 I＜廷波俵1叶に移 3. @ a 吸恢ズヘ゜クトル Ir o胤—
鱗紐 l：：：祐朗し 9 .2 0U『間旗置し Tて後測足i rてものて｀みJ.

~) イズ：・文峡広 I てi‘る 7 \:.1ロ錯炉ケ離： TcCし、,- ~稽々が駁度の曲複 1嘉•肝 I 一定の吸
収スベ？トルど、ポ 1 1 てーに憩仄 l Iて溶京：と楊イオン文牧屈庫（ Powe)(-SOxffPo- .2 /)0 和ん）ぉ
よび伐ィオン文杖材崩 1-z.J立し•おf易イオン代 b ↓、c,.· I'含イガン維を体 l. Iて．「ミだち I て：：：れ 5 9 
晶応吸収スヘ゜クトルをと＇）陽ィオン倍．卜’ぶし、［企ィオン雅 a fµ]兒t試み Tく、同時 1く令洛公
か 0 灼射危臼伐↓、企刷：吋t ~判令を、ポめ Iて。
C):}' 、を履電丸床勅絃,, (} } j;-離： A), 似の史院し手汀して，if,t~患見，求祝1 i広 l ＜す‘)，葎々

パ湿束ヰの化茸荏のか離l! f了＇｀免告/'l.しf-::. 1 "佑采 I• ")、 b）の，約累ヒ吋えーしてし＼}.
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以J::..l7)、特果紅、徳栢すt\ Iず―Jiu n,級帯液'<f Iておいで 11, 11 l:'人t"炉 TcCし、(1- l て行在し，晶
殿のi房虔 9ヽ轟<',f. 3 /-:: L Tてが’L‘77 ガ化が並行し I O,IN II)昂泉中か1 りの火粁かか＾f易1 オ
ン稼に麦化してい 3 : t /7＜｀判 llJi l 「て．

図 1.
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2 A39 ァロトア 7 ケ＝ウムの 4ヒ骨ーア

T·T•A- 11;‘・ソゼ'1ノ油此去 v．さる堪酸中 Pい、 w) の序動

（知t大 含闘） 於い氾 〇虹旦Il -

森 I1 空気中t.` II V 1油杖'1!... 、. •i;- r・しあるが• W 1泊.tJ.態q杓,fr ~知ウ訊てへる。 しがし、 W

m、粘＂手令足，ょれめ 吸収 1、ヤク 1、，ンドと 5 ル 1 免t 1ネヽ I く これi t祐んと••そゥ脊ゎ n

此されて＾なり。J\: I~ (J. ゲふ 9 ゎ化，？会 1 公ぐ危衣し v、よii'i ；衣双厘作 1 て～ガッ、

v、tってi這中")如W) -i克全辺 L \::.孔 CIV),,, vfI._収J...ベ 7 卜~口孔は v ・JL)ヌ )li鯰ぷ

~ i..,兄令t勾れは訟濯） IJ t介t,t r ぁ 1 :とがなっ k " t' 今＼tl ~そ札に 31 紅 n て．ア

9.... づ｀ン冬＼q丸t，品崖麟寸ふ') 1.TA ーベ’ン也＇’レ袖ぃ．より＇Pぃ⑰I)., ",I) 1 印1 レ衣・

Ya o 1訊漆iit n)久の和I t訊l 緊しt、 0 打ち 力 1 田萩 li化労i1 崎公て苔叶先登が祁店し

1，，カ以直製 vード知 231, ｷp<k.'.)_.:J3 1い｝ j,;;;•It (. Hr -Ha 滞液）の 'Itt t臼ふし応立に才＂人

し いエ C`'-t、尤庫［国す｝い．杜し や直ー凡：素度")'盈誼t加 L <'.. 1い戌t ：条訊し 1: 。
こり 1条 4床f3 i該中に 1} liす：戸大］、i k・り迎ぃねすよう；；い、魯tくり込し 1~ 。とう
し< i¥ K 恥沿栄の，炭，危 1 9 りtのiん忍、中 r．牡取し．．Jl.っ町｝して n 3 刀‘↓しれfい F ―

tシャヘ 4 ら｝ •K n Aい知の一庄登t加 L．今ふをt 5 叫とし水。その様 L; ctて’'A 1 
9／竹凡が 3 v--,'lす 3 3) 謹し V 。立 L 忍"dJ JJ. c,;れ、劣1玖＊ q鳴侶紋 k 11 1 、レづ｀ 9/ ヵ,. J... 

t直丸しt 1 分~ V\出して 1支 5 分）印液ガ、．喰鉛 1 て 11,, 1). ^ K チ、 K 様とうレ凡虚，元終 1 1全
11 ti鉛了＜，しが A t抜？取り ：が v、 千 n l日し・紐氏‘の）洛浪＂平衡 K さ也 K T T. A-/i’ゾ

ビン；紅< 5 叫 1 加i, {.芍分）日シ•土ーガーで託 k) I. K 。 2 1!l分細 L K のち．白柑 3｀ら 1

.,,.Q'7.,; 1条液t iin又 u r ji凩能t if問レンケし／｀シ 1‘/ /Jウレターぐ刺走し 釘賣“"文

t ti 1 し 1べ．曲 令 9、サ‘t通 L" て恥吝液 11 16T 洲よ") p̀-23 1 tれE4令として加 L K 。

1 っ...` ]、けとしt.項i＼・カド袖大 2 礼て 2 t p討十 n‘ー丼mt. iう 1｝す k ]｀して脱ttて．．

ぁ 3 1‘ と••う刃‘L i正 1lJIす｝ぷ平》‘｀・める． その K り CT (1l) t Pa(W) とヂ、f3 さもて夫朕 d1,

1'-.粁ち． 文献他 Y、! 5 l::詞？ざ I C心）一◇3+, P討ャー砧 v2t-v狂q 4免肉煎礼迄

L 登i立rt.み々ー0.76 V ノー 0,4.1 VI -0 ，え~ VI -o 入.S- V ぐある。 4丸って Cr3ヤ 1J巫祐イベ、V '1}`’

J,,. K J' 7 て逹ん 2 札． 庄氏 I K Crユャが1t濁のi i召H:1.す｝、＄らけ―．吝然＇ rぃt v 倍ガ、！3. て＂

{3 {1 内：ものと方 L られる。 tこt". C心） l TｷTｷA -へ‘・しも‘,,袖まし K ところ．府攻乃

11 -:!:も立 llJl t‘あっ1'-. , i5. ＂サイて，レフ｀ム品i t I., ＜怪成レ k G(J1)t 1,v ::,"レ冬団丸 1

直祖し V とこ,.盾仄乃 n 覧色の：ぶ｛ぐと 1s 7 k 。 L、かかいJ.... 1 ヘ・クト,., t••印1 L K 紺界

W らt ll)\ ぅヵ‘1; 3 ク\(..耕ら D‘k qun) のtら）かt n iなり C追） b;• T T• A 汁朴t ig氏し

＇和豆 k i虹瓜さ小て盾色レ K もりと樟虎ごれる． この約 1、J, Q(n) nM飲生： L 免
令¢ぁII\. rtｷ. T ｷ T • A ーベ｀ヽノ也‘｀ン渇浪．とが、 K i辰ヒう L て九む足 k 13 ~L•り｝こヒ1Jゞ分 7 y,.. 仇

'1 1.. c.,.直）よりもや免 11 Po.,W) l1 吝肛： そ走 K {} IJ. i ¥ tりと秀 L ぅii\ I. は v_ 比4t
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-T·T•A ーベ V セ・ン油t.. 9～験 11 Cr ぼ） t入れず K 41 っt.

]9 m k ．袖出千衡討 lfl t t灼 I I',.. ¥: : 3 灼2.0 分ぐ立とう小 K. 1. t-tシ々人~1 1 I< 
n k 小がし K A“ i 3 4 P＾油大平ド与iぅ¥夕埒 d 珀J... ℃•1tヵ‘1 K. }9、 K.“N 准絨． 4 1 V 

俎度 3., 条 49 ぐ． T T•A の：え凡t t,ん．？a （T) のi由太t ii n.  hP  (P ：ク麒イ＂t） K ら
[T•T• A J")月4k t芹り卜t．もi． l: li" 3 V—止、9mt t tっ釦k)取糸t示し 1(.

以 L のtt i t. Po(V) の袖出介勅ヽじuiしつつ代令釘る．
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2 A40 I 7 1,=... じた：f・の M ーベン｀J’'i IV•7 土ブー 1 レ•¥::..t" 0 ~ン）レアミン

錯ffil-. 1: ついて

（杵·研） 二粁格 。呈三f男

臼 •,M ーヘン‘J`•イ）V ・ 1 エニ 1 レ・ヒト―口天シ I レ--rミン I .J:'グ？ < ＂企／ぷ］ガンfl;兄扱刹レt

てま r義かり l札Q込象j, t 1.. (Iムくかln¥ iふ< i r—．界ふお‘’てもううン1, F. r. 吟馘
q検討ぁんいば人へ 3 "'1 7 f::... ~"尤わ0) ? v v i、ル•A ふ社 I' よん 1り、なし•• q文．町j i丸
らi企ん．今 1il OJ文験 I-:. て 1 J: J 1 7 +;:....~";Lt l< "I如本q紐入り以tそかりの夕甘比が 7

'1:1 I;}:'(ｷ Iレム滋Aiじ炒広 1 わんこ b t i·訓し〈 rs., r 、. i f：硝硝皐1·.tぷ孜から， PV-- (W) が

.¥'. I...臼豆｝りウム｛炉正応企屑が'1 t心濯平いか肉位て 1 ん、 K かわがつ r~.
い、峡： 1 7 今ニト＇丸素 "'M-B l' HA -7 1:1 \'.1、1 ・ 1レムiこJ.，ん灼氏条川q i·食討がり行っ r;. I iよ

H 狂及q N-8p1-/A - 7 口ロ，t• 1レムぶれ、t仔＇）， ： .!'-I項［綾冷取（心（ llL)，ら(J!L))0 （可），Eu(l11.J
p企（い），返日釈夜(Tん），fM□慮、 L Pu(W), T孔〕 L I て l紅いレておい（］令ふ負i

オン＾卜し一サー沿叔t加え，i、 1) 2 也ん．，を孔，，t，山ゆふ衣と l てありがじめ各噴鳴径

＼てわ＂＇「こ湘限1 ン屯;;:.ウムーアン£_::;. 1凡ぁよび舒紋—汎澤1 ン屯ニウム盛敢、i加え
t.) -文 111 pH~ し l f:硝醸＄炉入て文 I~ 一介間立涵<•ヽふ I) J.也'r~. プ疇、 7 ロロ;t• Iレム料

t紅したり支内柑J. 1) ー文没0\，洛痕f i I) 1 叔、北ii叫奴l こよ 1} 屈公因い恥）屈瓜i（と

秤との間 l令必仄ひ紋及しの関朴．；い「ヽ．そか I l ;t• l礼わ 1 ひ｀茅二）~I 、，手した． A-,Cが‘9
E ぃ） p,,.._の漆汲叶 ('1 i土牙エ価、とがiさぶく‘’んiズン li心 I“同じようなp喰心·且も 1，し

l1(VT)1~ より l い VPH｛直て評瓜立卜入＆めた．史 I'- 了ん(w)) pv-(W) I よ硝敲沿反了 P｀り知氏文

.I'-fヽ．

a..:応炉紅 I: l h-釦本、山い吠、文
ル森 13-.汐ヽのような聞．i八t艮., <'.)倉肴体。凪知心t i1., rこ． E-l二 A(H尺）―~t B, ~~ぐ
1:-I 噂バ', (H 尺） l ;t砂 I こ｝吠りれ（こ 7 口 1つ,i•ルム叱の “-BPHA q壌入 A,B,~ あん

文．味条 l1 千て,-1文如，れが企辰 1 オン IC 負乙止すん坪パ・刹今 Iii I 1 ;,/ー幻fHA 直 5 ,1、す．

ェ応囚て？\:l \つ 1 、 I レム守0) ;-{ -8PHA 0 壌丸1-.ｱ Jふ，も五 r、J:,··し文戸-<t. J初IA.'
及りい条if t -文いして、れと I~ しより IC しく紐公斗‘tぶめた．この、15 界 P ｀ら E 一9 と (Hが‘

しt 1' '0‘？トレく上、！＄関i令、もユかしくみんと次の和のようなi瓦か｀i{りわた。

茅ー衣 7 "'\'.1,t・ルムド押浜ぇ卜f｀柏木， R. ふ 1面と府煤ふり約，今・

芦二；A骨：れ 3 / 口沃 □． P．伶ムん o f狂 l2 よる
$. : f 1,1. "" T.j.._ I J; V -r:t'’jJ'うの今紐

硝限漆玖糸Qド人 lい矛吋月 1,,i• L ていん h`', P い（ IT) ぱ硝紋り裟凡E机J:t•I' iii. I 文•/,~
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11)以 Ii 1 :'!'ｷ L "(、・んが T./...(lV) 1! 紋 n ;"-b'. o.I ／土くく 1 i /0 l ：止いは 11.... t•みい＇．）

；い、p•ふ＜ t卜 hl こ応t kr/. i r• リ I r,1成殿v人上で ll /tJ-~．屯‘'直しば)a. 丘 l"支＾ lい、
I a 史的．1· /< /I If /0-J "'I<.I)_ ll ~.-t、し{,. h. こ11)'りもネ.,{ 1) /,'\,よイ，，硝紋よりね（ Tv) が

yt.杖灼蘭キに；かう。た 1. I ：ょ I) 平紅 ('2 ん．

100 

E(i.) 

“ 

゜

kd. 10ll -----ー（•)-土

/0 
, 

10 
·』

\ 
ー

ヽ
C
3
 

I \ 

ヽ
、

B、 ``TMIV)
---0-----_ｷ;:;-ｷ---Iii 

Eu.(I) 
[!,-...一••一--一・•一A-• - --- • •一..一 ••-A

0.  • I -2 

曾遁 P□ ,# Eu の叫訊、＂ぶ 1•j N Huo, 

•K¢ a t化

。 。

// 
ノ

0
、

0

決
一5

 

IO 

か団 枯公・わpH I: よi変化
pH 
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2A41 水溶液中のキ'.J. リウムVf I面の半勅

（伸、妍） も勝席勲

卯虞街摩た中で 1 、I'‘ ンt株佃 r 也、直ちに詮 1 1 ン史成 1才に吸泊f t fc キ 2 リウ IA I丸
llI 価＾キュリウムと限斥ら脊勅t斤、{. C.れと／包の？ ？ケプトイオンの拳動t比牧しt,
vr ィ曲であろう、｀と{ iti翁し， すでに毅店＼ rC. 今国 11 1')‘’ ンT-,·よか過瓜祓ァン毛ンによっ
て， 水苓花オで峠化し， HDEH P c 直泣K 薮ァンモンシ為液との I司＾梱出t闊べ‘fc. 1包のアク

,,,anion resin 

03 air 

Fig. I Apparatus far the adsorption 
of curium on anion resin. 

onion resin (R) Cm3t In 0.2M 
di a ion SA# 100 acetate buffer 

, |o3 __J __1 

(R) 

cu:[h]雰。4( pH3)

(RI (S) 

(Al curium 

Fig. 2 Flow sheet showing 
the preparation of curium 
treated with ozone 

今：：：：ド| 1 ンの 1l1, W 、 V t・よびVT 伯のキお出の拳勤t此骰祈

るヒ vr fi!>のアりケ;::.ド＇イオン,::.ぎわめてよく似 rこ沿勅t f、

すことが｀わかった．

/. 高伸子価のキュリウムの訓製と屹の＂
A 1 ），•ン蔽 Itによる穴法

(f  I ）si])がラス暦 c 遣ィオン交 1紅， Dj,ん。?t. 5MIOO

t入む 1J’‘うス冷 A I こ、 c-,,ltイオン E 加i r扉腋冬裟衡浅液（·
pH 呟・t)t入'/1., f~  i時間 1 、)'‘ンを吹ざ込ん‘． このパフ＇’

リングによつて済液が‘A • B• C • D • A 1i掬壌ず;!,. 屹

の 11ijにキュリウム 11-柊 4 1 ン支 1知本に吸羞ぐれるit冷稚 It

む"'·
（オ 2 図） HDEHP "ドデカン恭液tょが 0." 門過晶昂蘇~

？ンモン（所：： 3o) 湛液の入っ r: コ／ ？クターに、 f l 段

の方法で＇キユリウムさ成着ざせた屈櫛 E 入小、 三月 8 1k y 
砂€み~,キユリウ 14 Iさ屑檄藩液遺り

（オ 3 団） 0 ， 2M 曲塩表祓ァンモン(pH=3,0) 浪液tオ

2 即力呟で｀応臼｛巧急の濃席の屑扱溺液 Ii] d}キユリウ

ム分釦t r, L らべ｀みと， 疇JJの®印のこ‘‘とくノ 勺勺

グラ 7 .l::. 1・、以。r4 2 £示す． 一方伍び 4 オンの KA 位 11-

叫だ 3 E 示 l, ;fソ•'ン将紐 5 ゼfこキユリウい" it.芍穆 11-
1ll i曲t昇·なる，tのと胃われta,

8 渦斌蘇 4 オン n 戟/tによら方法

キュリウムトレーザ 1: o.ot M の過r" 日§ t入凡 加然 L

1 虚柘 4 1 ンを待、＜． e->(¥ I こ o,04M 錐ィオンをらむ()•t M

の邁成祇ァン毛ンう名液を水祓 l t 1 トリウムで'p H 一ぃ， 0,（飢

約＼ fc ＾ち加え),,. (~ん絣惹のf"}ィ 1 ン 11 必票 ll ヽ鈴イ
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オンにふ 1 A}C£の；＂§ tなみ） こ＾店液 n I~  2 和邸賎 102

繕衝疹~ x Iれ麟糸砥f....屯ン (PH 二}.c;)涌知..令乎天し，

叩HP"' ド｀テ｀、カン混液で｀抑出奇 b ， オつリウ u t梱出し 1c Kd 

屑秋シ靡夜t用いて， 才 3 団の糸てヽバ‘釈、ししtしりへ‘｀みi,, 枇）

瑶iの①秤て斤、内以 1直t叫． 1昇ら>K r-:. 釦 1 、J’｀ン捻厨
｝み・ぷ滋で、 5k あた似 1位卜姑人と同じ｀ケ釦t t行、奇，

ふ 直絨／しポ、峯， 1こよる邊元
ガ 3 位l"' illJ瑶 n t斤，り栃，｝合わせ、房、辰！こ 3 ％面威化水

序 l 、‘伯も加えんど， 今祝比 11 -::fが1 ウム 11l i面か°fJ緑·i l直

つ‘‘く， 秤ちし囀 11 ゅ和 I) ウりのい＇｝ （曲の It房栂である

ことt行，叶，

101 

i rn. w, V 卜｝が VI iill> l ? tr:::. ド 4 1 〉tの比較

呵P （ドオガン命釈） ：店研抑もに1--,'II て、 ク、耽的叫v吋

叫パん心＆も永｀あらt, h『勺？＇、ラ 7 l::ヽ（叫 W, v tｷ 
｝か‘・切伯の＇fり 4• :::.ト• 4 1 ン If屹れ叱，松'f I 化 I 1--・よび

curve I 0.05MHCI 

curve II "preparation 1-1 
0 " I-2 

10ー 
A め勾駆も1l,、外， (>it /1-攻式＾,rt, I t．炉iあ吟>.,, ｷ- 0.03 0.05 0.1 0.2 

“：：：：：」げ咋 HP)* (k, lni位） ｾ of HDEHP (in dodecone I 
(m) 
= (J.. (HPFHP)礼 ((Hf) •I>1'＇一足、，，鳩な）

Fig 3 Solvent dependency of extraction 
of Cm3+ and high valent curium into 

＼たがつて} :)関の由旅fJ.，，，キュリウ 4 め｛ヒ 1了舘 1 1-可 lfl> "J dodecane soln. of HDEHP from aqueous 

? ？今乙卜 4 1 ン "'Itり社に転オみ． ( 1 4- f§J).t.の 0.2M NH心叫(pH こ 3.0 士 0.05)

氏かり勾 a t計幕し， 偏救ごt ＾舒チ悉知）負丘｛の久 3 、ヤも比耗ふみt, 1ll, W1 4凸け

log a 
14.0 

増加 L, 汀｛曲埓、:A l·q 1o, ［川ii（に、］ 3 1llJ＼の町瑶 ll か似他かりわ

リウムについて禾あみ k 、 切偏＾峨l.:. /c. " la : !'がわかった·

如＋
12.0 

10.0 

plu“ 

l び I~ 0.3% 

H Cm 3+ 
3+ Am Pu-ｷｷ:ｷｷ' , 
I 

8.0卜 uor
l 

Puo~• 
1 Amoｽ+ 
l (,LlY/Urt¥ 
I 

［。。ロニ
92 93 94 95 96 

ATOMIC NUMBER 

Fig. 4 Log o vs. atomic number 

v 他について 11 Np o:,.ャイオンで＇永めたが非祐 I；；几ヽ、T l)" 

4 )j昇、
前回ゅ酢薮繕衝窟た中でわリウり1]1位の 1')'‘ ン秘it / 0"  t 

瑶也 l, Jt序釦｛ちえft． 戌 1 1 ン支挽｛本への啜扮，，Ji刈n
') C叫n) ハ(}(t t知っfC Pl’') 吸着され Tこ C瓜(v,) I f秒乍秘舘 A 1 ン 1＊あ

'), 桑貧1 1い、作1.9• あゎ 今 bJ Ii)I<浩液牛ーか面比印げ）ある 19 け

1 y'‘ンの：：：：他の鋲 I t和1 も使って傾化し， 国准§販？ン尤ン：房衰

かり H叩iP屑微垢舒栢 lこ抑1k, 1. 1c.. 勧町絣級鉗 4 オンし襄って、

楊 4 1 ンt 1 て抑化されたキクリりレ It 1也の W 他 "'1 ? Ir~ ド 1

1 ンの＂力 1-:. 非常に｝ ＜似ていらの1.99 ） しの急も界， 11‘ りt Cmt(VI) が
?"  1•'r｝仕祈らこ K がわかる、 前回ちよが今回＾戻験から沸行

杯態1,· ~れ＇紡 I ヒ和 1 が襄らって 1 、 あ界'f層めキュリウいが’f｝在しI

1" 苓豹 Iげ「（面めア？ 4-:::. ドイオンぁ峰勤と 3 ゎめて粍似 I -i 
II h ：卜がり C帆 m) が＇「｝和奇ることが謹詑で‘ぎた．
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2 A4 2 ポロニウムおよびビスマス -210の溶存状態

（静大理） 0戎多江ー八帥・尿活..森紅之

（目的〕 岩石中v) :,.'0Po および＇ ~'08iを定登すらため 1こ）ジ‘-j-、)'’ンいよるゼれらが袖出の差

件を検討 L tc粗 lこ，ャの抽出守3‘. p HI こ忍 L <依存す 3 ：：とさ見出して記布告した（砂

分 1 り茸会）． 鐸 I;tこれら erID it l て油出法によっ，てキ宅々のpH I こみ＇，tるジチソ’'ン針澤の形

↓こついて研究もよ｀ ：：なった。

心） 稔徴濱店 Iヽぶ，ナ〉鈴体選知五ヘ一つヒ L て T. Ish imorL、いよっ 1 淡出t:.'1'-に方

法 K 甚いて官駐 l た (BulI Chem. Soc. Ja朽‘,)竿， 139 (I心4))。すなわち以 F l＝尤すようなトレ

ーサー・ス'r - Iレq叫屯（含ふ）え女日とでも＊梓と布捻試薬 HR 豆もオ＃樗媒荏との

向←令虻平i約·,!芳之t•サ全に，守荘 I＝よってオ心

られ b 抽出半 E,~ 消栂拭剪のシ“"l冷単な叫い
L 1 表ゎすこ℃が｀て‘•ぎ 3 。すなゅす

E —’= A + B (HR ）ヽ n [只，｀弗潔ff]

灸
H+ + R-_ ~ HR 

砂＋ nR―基 MRn 」[花（水相）
---------一＿―-サ~- -J ~ r_r -----

MR,. HR （府樽祁）

(H R) は扱知濃J!t 0)も0\も 1汗l "" ·c 丸c:9), EIょ有埠オB <1)す””とか 5 平めう。
ぽ耽） ユIOPo ：踪入しに Po- H IJ OJ疹来古せ0) i、)弔いた． -'-'08t :稲，入 L た凶0Pb -

HNO3 溌染も HCし~ k 変i, t;_ 0)タ，f＇公ィオ＞交易柘去によリユ,o Bし＇のアラクションをとリ）再

1,;..、叩謬液とし E t m ；；片］いた。 ジ｀ j--ソ＂ンー四t盈化炭圭喀淡：ジ‘チゾン将琺註‘勢さ

か盗（這令（井沿袖蒼t 1 疇藩） K い L v. "'す，ァン王：ア＊一t点咬さ交五に応
て稚煤しt tのとふ衆le. L た。なょ＇必為 K 点紅 L 右t a"/ I s.ついてメ存mと衿導逸液によ）で

控知，i史印 1叶翌 L てさ<; ;-.函も，＝ぷ款 l 「こ 0 -'Iの他t'r 志ゥ討差ぉtひ｀＊ ( 3 o 蒸

涵＊） K., 、｀で 1} 拉力不，tいか浪入 L ないようばした。

ボロニウムi t｀はビスマスの疼泡，こアン王＝ア＊ぶと必酢乃と直芍1-..カo 幻在＾の利＇‘

罰訪 L t<-'l ~の 10 叫さ so mL の令‘淡ロートにと') Jー丸のぷ松；；施したジ｀今ゾン四釦澤

古迭染 s｀しし力心て比とう希によ ')1;. if'しく盆リJ.せ｀た（.2.. -;-由がた令）． これこ泣主J支

叩料拉紺i紐）定印り辻戸疇して禾外，8年ぅンア゜.., 1 i'荘峰ナせた． 汝ぷ捻っ冽
庄 I訟、t允シ｀／チレー洛ンカウンターおよ7.;.'CT /1カウンターによった。

（結昂J 渕庄玲知—仰l (rH = 40 ／と公＇，t』ビ1 スマス”ら全）と紅とつがか去のよう

,,.r.,L ~のデ‘ージに甚す｀｀ぎ） ( H Dょ）｀れも 9 9 軸,_)ぎ遣柚 I ことつて）゜ロットす↓と

っセ~q図，，よう 1-,. な；。 っユリ仇：：： 3 e したとさのフ°ロットぷ誼紘由1呆さ示 L ） （原~tJ

の淡に示し在由像さ,e_ tよく泊足すうこととネ L ?..いら． すなわす B~ 1 厘4-, k#L"l 
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ジナゾ＇ン灌盾 巨l (H厖）―2 (HD.2f3 (HDJI)• 
(H D.z) 

1 1.13 1. 1 1 

径 1.9() 4 8 .16 

ぢ 3.68 3 27 81 

公 8.37 4 ヽ 64 2.56 

培 14.6 ..25 125 ヽ 25·

』
·

ベ
h
R
<
lH
>

2q 

-4001-I 
15 .. 

30d ヽ

10 ... 

ジ‘十ゾ‘ン戎甚 3 コヵ汁を含してい；ことか而 Aヽ~.

これと国社ヒして雑 A qげ＇：：お、いて式勾tシをtt件

り（れの位）はっ士..,A 山）'Z"あJ .. 

ポ P ュウム 1汰f H ：：：い 3 iヽヽ,n__= 2., ptt=4~lD t‘ 

炉 1 I!なふことj況）かつた。 Iiim記ぁ‘1ナシ lそ

泉は紀に T．凶h111uYL· らによって厚 5 れt.. 3 笈 H ル 03

在n 浣池につい？のけ要とよくーはしてい）が）
ア 1レカリt生のt衿‘で,1:パ 1 となJ ::..ど対し 1かしぽワあ＇）、かなリ再唆躇ぶ近い。

匂てスにつヽヽ？ lなfH= 1 ~10 の釘訊｀ K ゎtc;.....,てれ＝ 3 といク位果ぶI牟 5 れた．

（君努J ~レーサー・スケー Iレが錯俸：の井出さ取リ扱っていシのでれもわっ号料伶‘オら

てたきく，し ¢'L Iユ｀函疱、社ィ哀ヒいう伶我ぶ見シれに． i k シ｀｀ナソ｀｀ン 1-:.. 1-;tケト望，工J

ー 1レ？が｀知＄れ） S スマス雑曲につ \/\1 も（マク b)) ア，しカリi生て＂工J - Iレ嘘ぶ品、＋土れ

て、、シカり本研い 1尋うれた結果は希1-<- Bi恥丘 I - Iレ竺 l逗め｝れなかった． ＞れ

Iュ別 1 こ 5rec加phA>'to meter 屯用" l.う‘＞なフに（マク D) molar r̂tio meti,。 4 によ；庇呆とt
逸 Lc'-" ~. ボロ＝ウム 1こっV\ c. Iな絃叫ァ lしカリf戸＇せれせつれ 2 （伍あ‘ょ心（伍t序

砂 It中 Iがな 5 ないが，加＊遠パ鱈 K ぶナJ木t:,.=，レイオン Po O ++ i圧 l~3 CJ) 

豆""-, l-"'-pH> 4 の初夕心豆 PoO (OH)ナiた It Po (oH).1十のよ）なイオンht o 在
在さや祖古うこどもて｀セJ.

刈空の出葵年となつたp H I'- .J:)拍出辛っ要（t (しかも才げ＝ウムとヒ｀スマスのゼの祖
が可とめ 1 枕似いいる一中せ沿l!ul"'- オ如、さ和す）で’'あ＞た公，砕呆 1ょ着(.. (.妥ったも

200 

100卜ュ

ー9 -2 
a:E~(HDz) 
b:E―上 (HD心＿，
C:E―!..-(H証）→

ー 4
 " E ーI

IO 13 

のとなった。
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3A43 フェロシアン 1吋玲紗ば支/:r,rする放和仕アとケモ＞り挙勅

（静岡大放射研） 神原い 。加和汀J),g””‘

目的； 1 :I,ロシアン l t.亜絆，，，；ル広 l3. F. r．からの放術，r生センウ A の 4甜集;f,/と l てJ‘く知

られて，、み．t届酸凜液，ヤで生成 L r-:. フェロ三アン化亜斜i q ；；＂文 I::. 祖件 L 1..〈る放かけ主ァシ

ケ毛ン（唸b) のか、アンケ毛この保う価（ 3(砧あ.I'<A".,-価）にJって兎男のあることか’'わかっ

K 。そ：で、福線濃丸の変化、；虎殷剤の産 a 店’l 合q虔 It:..、あJ.ぃ·言式料の比放加罪..,虔｛乙写

が＇、こ胤ら放狛帷アンケ毛ン今知庄現象 Iこ灼すみ約増と検訂 L 菜釦性’アニケ毛ン心佐

豹~,. I知速い澤 L た。

輝： （ l）試僚ゎJ‘心加叶；い疇l皮 ra:、特，吸認知疇亜位i£ t ,KI腐か l て，m．研

鯰 le 7 t..リ ，汀、0 - 7 0 ク＂う 7 法な，• LIJ夜骨立 I' ょリ 、そ＾凍度こ次史 I r-::. 。フエロキ

ァこ｛しカリウ噂促 Iご｀印諏知 l月ぃ、，約 0り噂波と L亜紐の危叩鱗 I: よる珈釦有 I:

J‘？て禎戻と決めた。jた，奴北T'/'.生ァ上ケモシば、脳o,he/Hical （叫e （英）から絵入 I 「C 、

化ゲ祖か'• S鳳ゥ麟農Ill 。 l24-Sp(Processed ()叫）ど（月， I た。二の約応—卸 8 欣 l打,~ふたっ
9 て：：：緩化イズウて完全 1二＇涅元し 3 i釦試＇料と L 、他の一部と過酸心I<.系で跛化して 5 （函

•試料と I r-:. 。その（也＂試距/;[、すべ'z r-t,吸訳挙と（だ｛f/ （「:,
(2) "'蛉項；亜金，gふよい放約 1生和ケ己..:...，，，訳料じ令もう船た。悌酸濃度と逸当/:.訓歴 l rこ
後、一定唇~ 7 エ Iユシアン化カリウ 4 茶夜と加えて沈表と生叙、T せた•すなめち、(J.＃夕M

屈鮫五鉱夕叫 1二奴加住ア_!.ケ毛二毒表 1 叫ど加え、塩酸ふ d｀ひ｀•水さ加えて全邊. 1, /0 成とし

直 Iこ｀叩 7 エロシア.:.- It.カリウ叩摩波 5/ft L を加えた。生成 1 た沈殷/J滋心分離佼、光

殿t ,K穀fl'..ナiリウムて＂磨僻 L 、上澄炭［とともに升ゲ型ニンケレー三ヲンカウンダーて｀双
術粍瑾I定 l た。両弗の言t数値から 7 LIコシアシィヒ亜鉦 1こ笑沈 L た放射性アニナこ..:. 9 百

賛と計篤 L t：：・
結果： （ 1 ）出縦灌皮 E 0.3"" タ0H ウ I Jん，， 1: あたリ禅々に変えた試料·弗i杞から生奴＇ l た 7 エ

Iコシアン化亜鉾＾ ？鬼穀 1こ共沈 L てくる唸b ゲ釦百今芋て'It＜あた 1幻f条/,I均 1 に示ね心l て＇．
あら．“悩(III,）ては、伯函殴晨度ては、約foy。以上っア上ナ毛_:.か＇共北 L てくみが＇幻ハり1:.
っ幕れて 1ぽ次岳 l』僅少／こな？て、、み。」＇唸叩ては、 3 洒，尤会と l輝rJ傾向と示す

が、知庄量 I;/ /J -?か／こ少なくな，て、，る．

(2) /M 釦峻茶夜 1；；み，，て、亜鉛イオンとフエロシアシにイズンt "灌度比(Zみ紐{cN)J-) ~ 
応 0,2 3 て変化さピぼ沈 L てくるア;..ケモン＂量としらべた．その，令舌果、勾 21こ示す
J‘う／：： /Z4Sb(DTJて＇は、 2ウtた（C仇］4- の比が 1 以下て＂／J危 Iこ共沈骨か噌えるつに反 1 て、唸b
(V) ては、紐あl の当量比/: I釘（知J. <.共茨優/J殆人と＂一定て＂、両危の比が 1 以下にあ＂て
はむしろ疫少 L て、、み．
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以上の作果から、 3 年アンケ乏ン I.I,大体 4H 以下 9 t紐虹四紐‘介とされている

オキシアンケ七ンイオンピSば）が＂？易イズンとして 7 エロシアン lt'..亜鎧ゥ；妃歿 I～紐され
るも 9 と児われる．他オ、 5(rlhウア上ケ七ンては、塩醸濃度"J 1€!.'<. なるにつれて毎1とア

ンケ毛ン鋒イオンが加9K分糾· L て主成 L た園(OH)5[lーノで滋(OHµcじ，食Sh(OHJu；年，，，よIj証I<
錆伶ゥ追ん I：・化＃ff(")も 9 bIヽ ・、北穀 IこJ‘く姜沈 1 水｝こと E 知，た．
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3A44 杖柘諺たの，（じ学的行も（その夕）

（神戸杖加化午冠） 神役富尚 0長谷 IIl 囲ガ鈴木熔｝ も橋弘ナ

目的： ”Fe(II) 汀諏震夜乎にあ IT ；令定柱と日已杖射練効昂芝しらべiために市（皿）
ど亜錦アマ Iしガ I豆う去により還元し，得られに '1Fe (:rr〉から ”Fe(m）ぅ斐化1や情Ii＊苓町
の和駿基ぁ・ょ心塩tイオンとt}体、とすぅ杖射雑靖•発雷｝授受ぅ交攻反応 1`、あうことt前回

l) にみ、， 1 祁告し巳

今回 1：：古｀‘`て 1 1: H"Fe err) 豆詣鑓皐中戸杖湿温度ち，よび’比杖射観；農度心字 1-=- っ II L 

反応且歿諭的に検討した。

輝： 屯(n:) ヒi-1Fe.(皿) "'今離項 1 古ol. d,.'ジヒ゜）ジ lレによる R. W. Dodso n.,方吐:z.K ょ
うとともにシンチレーションカウン？一と(i)、ヽて測定した。そし 1 得られt-::.げF.i (IT) /1"各

比枚射屁畏度あ・よび‘各玖習渭‘:、農度と要ぇr-=- 1 つにつ 91 て、 黒拭1''~？装されr-=--言夫粁ビ、／沖 1:;. 入

虹釦且紅曾中t‘'|r’c/ 2 夕 C゚, 'f 0•C.ろ｀よび＇ ro•乙 1:,. 条 A躙節された水片に杖證し， 一定時向

ゞヒt：：と'J芦し，吃中ぞい残行叩（!'). ")白が手と，しらべ‘F• 。

秤果：t:.\:杖射用む農度 4 影雫

温度を 2fと試料キり硫岐環度1. 1>. IN :1i'よ吠 0. 1? N と一定とし，比杖射枇喫度t 2、 4 0 x 

I 0 —3~ /.千3 メ／0ー／田がe/Y ／厄.J. -, ~ I：：わたリ要化さ辻直睛し，｛れえ‘'中と令忽、 /00以

と L, 杖置時向ヒ咋（JI)'I残存白分‘辛と，園｛系を求り 3 ととt l這諏環襄 0 、 IN ち＇と心·

o.w N ~-,名tヒ枚身．T配農夜とい(i- t ;me との印§ t園， I I二示したtりで、 17叫ぃ濯酸

環度り鳩合にあ＇ぃ戸』疇疇坪数グラフJ::. 1｀｀直雑閑知IU 氏‘立す 3 ，ヒヒ杖射荏環·度が魂
tなぅに従っ 1”「心），，生成逗炉＼＇逗、くな 3 ：：ヒぶゎヵ1 9 た。区枚柘能環度(C.) と

阿よihe (tk) と")扇 l遺酪濃度 0./ N お F が 0.8 N ~と 5,. 次う式に束わされ；

`)。.I I'<= -(i--、 9 メ 1 o3) c. --r-1サ 幻）。rN = - (l グメ 1/Jc.. +207
こ小う 9 ：：とかぅ該§知農度 o. JN ">とさ I守 o. / N I"' 比へ｀ r1Fe cm) q注政‘逗襄 Itむ欠1音袢肛で
ぁ｝こしがわかつに。

こウ令埠昂かう方府すれは＇‘(fl. I より/.'1- Y.. I 0-J m侭 h（以 以上り比杖9濯濃度（＝ぁ •It

シ o.8N の反応、遠皮定数l守 O. IN "Ifれよ', t遠<_ I 手にーオ／．4-メ／0―i mがe/Ir／以以下 9

心印滋度にあ｀し1 ては逹叶碍 I::. な} I:..いう：：I:.. I,, 1.心礼のイオ:;..ネ夜• （：労彰かょ
が）ぽイオン魂皮 I 二 I 配己され 3 し予想さや 3 。

杖薗温度")"
平（江）直紅譴知 9 杖置温度．［釦T温度： T ('k) l 這如 h?t lf-ti tn e') 対牧
k q肉（い図示す 3 I:.国． 2 11)ように直猿叩叫；収'.::れよりケ？ Fe. (I ）の自己酸化及

応杉糾租（I:'.'..エ手 1し 1しーは約咋 kc..a I / t>.o I I= なった。 この南 l＼咋梓化エキ Iしギーtネ l r= 
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：：：：と I::. つヽ I てガ究と 5 ，こを 9 た。
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3 A4 5 
Determination of Some Thermodyru皿ic Quantitien for the Distribution of Ions 

Between Organic Solutions of Alkylammonium Salte and Aqueo四

Electrolyte Solutions by Using Radioisotopes 

(M. I. T., Centro Studi Nucl虹｀i Caaaccia, JAERI) 

O. Seibona, J. Byrum, K, Kimura, J. Irvine 

In this work radioactive isotopes have been used to determine the sign and magnitude of the heate and 

the free energies of the ion distribution between aqueous electrolyte solutions and benzene solutions ot 

tetraheptylammonium salts. 

The following couples, 

(Cl--Reo4)1 (Br--Re゜；；），（N03 -ReO；；）・（c104 -Re04), (Cl —- Br-) 

have been studied, 

The distribution experiments have been performed using radioactive Re04 and Br ions aa tracer, 

The tetraheptylammonium salt has been used under the form of chloride, nitrate and perchlorate salt, 

The distribution of Reo4 and Br -ions between the t胃o phases has been studied 匹function of 

the aqueo四 electrolyte and ammonium salt concentration to test in, what experimental condition the 

dietribution can be descibed by the reaction 

RX+Y ｷRY+X 

From these measurements the free energies of the ion distribution process, for the previous couples, 血'II•

been calculated, 

The dependence of the Reo4 and Br-distribution between the two phases on the temperature haa been 

studied to determine the heat of the ion distribution process. From the heats and free energies of 

the ion distribution between two phases, the sign and magnitude of the changes in entropi have been 

calculated, A model based on the ion pair formation in the organic phase and on the h1dration-

deh1dration of ions in the aqueous phase has been described to discuss the experimental results, 
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3A46 森達平Cf) I司位fいグ輩仕紅算定；えの基逗

（見ェ尺原Jが珂） J亘正庁武 0局結仁［｝

目的： l司位 1年l)j-責It r= ふ’ll ？，イオン文硬ゑで桑荻呻広如ま末間妬（にあるク＇＂辞菜位のあ
疇野てある。表届ぅば二れうのす；えドよ a 結晃と餌明し，更 1：：産想．的な反応戻と見よす
芦あ F理論囀緊 E 1了ほっ？い。本報？’＇ぽ、 1足克の産綸と更 I＝一舷/I!.. L,}司／立 1キ（介、
B) I：：つい？， z炉のよう政 3 蒋の lば直と含ぁ歪戸つ 11 ？合雑ほ如迪蛉的 I二箪定す a ニ
とと目的と L f-:-。

0 オ l 相とか 2 匂 I両加 l二杓社する Iげ龍 AXぃ枷V-... (B心WL“V瓜～）
疇 I 加ct) Jt, I二店在,f J I"- す藉; AX“ 丘 W£:V心（取れ巳WはV心）
of 2 相t7J Jr I二庭? ~ J l す捗 AXふ血V芯 (BXふW1! V心）

理論： l司位 1本イオ~ Aµ,~ B"'-T I吋 l 相（＂配i立各 X と紋常的ほ錨形A反応 □子は 11. AX̂ 
W必V4(B応屹V田;:,)か鈷籠ぃ形成す a (W, V ほ水ぷ谷および＇森保&-;J-'ム凡は7K

和孜ょぶ挙虹孜とあうわq)。二い0) ｛は直Iょゼパ＂/,fl_,, f-' I 姐 I二の打庭す a j!ljel.iL

lF とも位綿的は斜切が反必と仔 rぷい，ん心 F尤囮V点(. px心F;I:;w点 V凡点） E 形応する。
沖 2胆 Iうま，ff I 叩1)虞ダ動しにiは親加ー刈年V叩 (B応W似へ）し肱ゎ連いら
(BX2.,.g｀芦） 1 みよ仄、二小うが＇沖 2 祖 l::. の汁店戸虚I立今 Y と岐年 T遺訊＇反

応と行「ぷいff爪 l た）し柔踵 A~—p`~v叫（｀｀Vmfi')と A沿孔麟知（恥t1
Y/J``  ̀ す 3 。こ小ら"I I t.＃在）句の反応 I：：よ')，輝江戸のふう F走義J
れ 3 。` ＝ム応—ム｛ i +昌 [AX^「心vょ］（比恥~ -I) 

久如I I 

十塁。[ A W広Vょ］ （嘉に杜こ― l) } 

十ム 1 |+; ; [AX2-P 〖鴫此］（弄に・｀いー I)
秒紗瓦 研l

十討。〔 AX2孔／話互］(：1凡ー1. ] K心。一 I) } (I) 

二こ (99 、 A よ、ふ区＇瓦ほか I 担ふ＇ふ区＇ナこ祖の合 A ^ 5農度とあうわす。よt~‘

：怜＝ （ AX遥出）［瞑孔戸） に）
〔 BX.,\伽 v.. iJ [~匂V云：J

Kil'\.ー (Bに吹ぬ，］［AX贔土ら］
〔 AX応1W.R.DU-IV旧：＿，］〔似叫は比J
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k凡I:
= [BXへ且昂応Vぃ:-I}(AXmF墨いV心］
[ AX.... F-1:.-1 vll応Vよ］・〔 BXべ Ft w心 V...,::._J 

〔似二似こ厄，｝［奴五反瓦］

に＝ ｀：贋豆□[B応叩瓢

に :::. `L摩底-]、 [AXり‘バ奴此］
(AXふ履：Vな］•［応Y、双尻詞

(4) 

g) 

（ヽ）

鯰：：：：： I (:/) 
か応 1a 2疇心を秤ほ紗蛾的は国 1立J布妙呆屁'1Jいょ r;;. <, 2 担 I司か紀1-::: J: "'記凸，麟

仕和 I"- よる知足 E なむQ i史宣的に、 〗I< 2 二 \ 1-et ( 6) 

ヒみく。ふ6 と〗 Kでの化 {]‘'I I!.. J.的 l利出訂fJ果とかほ：ば，

ム闊：：：広いこ十どC. l"f) 

?'素ゎ｛小る。jJ疇 1 誼での（しずゑ応 I二よる 1訃 I立Jわ炒尤今と介 2狙t'’の区す幻ふ I"' J:.
3)月i鰭fjJ見区し巳分（T らやるp

どc.. = —必 C I 寸王）十ムC. l す云~) . (10) 

鐸鱈ゑは比氏炉あうわと、れる。

ム匁仁芦j -I =どt―ム<.. +云c.. (J 1) 

、佐慇：従い詞屯？いる紐—気組周のパロ（革，茫．阿椅、早{f rJCビ） I 広J:...式 0‘7 B月
らか！ぷふう I""-' 切理的J司厄I紅'jJ泉£七のかと刹用可ゑ介紺認t'あ 3 。先 1 年月（釆店） I= 直

当に叩贋乙森加し？，どの厄．今砂／司 I立f牙1、P 県（△c..,) E．加え 3 ニヒ炉t]『以ぁる。そっ際，
尻狙 ('1」,通歎， l げる度）よ足e ニフはV, (ぷc., = 0) の，‘'、ふ紐j/“い，し(/J;、(I})式 0‘ シ

必閑 :::: ら—ら (l 2.｝，とは 3 。
我皇＼む遣，忍麟 l匂叩汀い lo<、同加 z’' 四手］しが＇’生じ、（11) 氏マ＇う屁ぅふるぶ
う 1::- 、人と亙 lif.反j着! Pl 7'"-．の祖俵-Jぶるり胆J生 o吠ー 3• しへっし 0‘L ，沖 I 店とオュ祖
て農ほ a)ピ含ゐふp‘.:るよう厄岳とえ 7 バ｀ぼ＇、加炉的か長乙永すり胆l'とと碕っ。巨と之
ば， 1P I 祖t沿恥以及ふ，炉 2記（＂蛾，し瓜之ん多と紐ぷわtr:;,尤彦 I二／へ尺 3 ＂か見匹えう

いり即也疇 a 。したり＇’って｀ i ]二丈咲 Iぷ，蒲点義丑 rJとの反k, ,1,紅持っ吼ヽ柘t I用
\I 日裂菜豆、 1正□忍 1-=- よリ，ff I 担とガ2.坦道）チ這叩ょ凶壌度と人ざ〈ず
ら-'((_'l,o--記□応；乙 3 9渭 E 大一ざくりる二とが＇広見る。
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3 A4 7 拉似の反ん翌判定にれずるラジオ了ィ、／ I` 一つ゜の利用

一水茶：夜中にお,t !;iドグ＇y Iv双紋ナトリウ↓，の非・求 I:.. お＇斗，、

か水分糾必及の：か’J足ー一

・ペ‘（甜立大1t) 41 松二牙』 升上：為男ノ 佐々才、ヽ厄考ー

竺：ゎ…がい l"] に 11 よ 4 勺にわたつて -1l めて傍、尺 I:. ム` : 5 反応オ’名＜ちるが｀が＇」

厄：L の困 u.のため．袋束、あ 1.J祈，ん七小て、、 0 かった。え床．この L ぅ a If'オしめで 8

そヽヽ幻 k』辺A. t：卜／ 3 に、i甜岳な・大砧．t＇呑成 1 3 『f...せの和訊糸ィ"'l にわ□ 1 3 ;It.1.、J、 1X 、J、

知t的‘l 足, 3 J:.'/ t.銃以t.d-ut t春成する『生 A· 弄． I::. た'11 る。メ・らのぬヽJ、心ねt

叩こず 3 方が口i h ｢ A'・侑ゃイい。：のた＾に 11 ぅシ冴 7 4 、/ l｀一つ゜の利国かふ初て••ある．

じtか、わらず．杜めt人‘そ．、ィヒ・年支 k t杜ぬのダム 1 軒せて＂求めたん')は非：中，こ少 a <. 

叫yら (/99'l) によj了う二 ‘/-/-'~c ")・半凸にかf 3 熱令斗．均 9）くセ．ーニ．“人 3

のみて］ある．

狂I の I 正’｀元 3 卜'•テ••シヽし瓜知炉 l、')・う↓、（以下 SDS) l1 . その .. H ．品t立依，,.,：：よ・古勺

放笙...., 3'( 少しつ―> I:• テ万l /ー IV の臭、，がした,. ;, I)合A 中、：たヤiって及ん如サ．倣

匹こ1 3 t牧斗か 1 9 ちゞるしく({:;.下'1 3 こ．し A ．ら、長・々“］の、勺 Iこ＊‘'(.及必 L て l;• T'd f -

Iし““江 1 こt:. ~らし、、℃いわ八て 9I t:.。 L ＾・し”ぷら．ぞの『拉め'l -1,ｷ ~.．』反ムふIい

ために．斗のパ叩ij •えク仄苓， 1 IJ.. 1.メ.'(,.、か、｀。あっ．．入、に Mo+s^varJ€お上が kos+em屈以'r

(9963) l:. i 3 板孔＾••あるが｀．伍う 1士．たせの S 凶のがJ..少せ1,""ヽ‘J、を比色：£. 7."'.,..}..,マいるた
め． 3バ叫軌('J....乃・っお:土'(...し．｝豆· t促追す 3 仕応 Iこもかっわぅず、‘}舷．4紅ぷ非

・＄にfヽをいたわ．あ•ヽiヽヽ几叫 L .>:I・名ら小て、、(1.、‘。い瓜わA-... 1-J. 咬で#.~・したSDS­

玲も司，、

C、,l. H豆・ 3"so；十屯0 • C1~ liis-{)H -t li 3.i''so~-

の互た....生~'1 ~ H31'so,--t Be.庄'l L て令鰭~し．その投.IPもかjitふら上記及人、の4B t 

9 :p•l)をしたの,-. !e(_の．名りi t姐含する．

咲秘、方：t、 3唸科、政、 S DS は、純 Iヽ••テ＂7'J /ー IV 乙 H2 3 J‘s o午 ℃を 1,flヽヽて．•井！L ，こよ，｝令氏＇

した。この村、救'S P.Sの中にf込でる未及 1丸·ハ 3J'soトーーが．た℃と俎モて•あ...,でも、もし

比杜れ炉•]も`‘℃,"紐昇、tみた’寸玲い..あるのて＂．合 A· l た SDS-3rs は非杖卯性のIえ、取

ナト＇）・うムの工 9 I -、V 盗灸 lこt A 、して)1•シ斗紅．応してt')出 1 :..'(. 1-:.. J.')・ 礼へ杖俎化し

ふ逸凡t．令めた。この国（立件手がぱ 1-:. J:る杭故を午 1ヨ＜＇）込した n ち．長(i 1::. 7'り I -

屯出て戻件にt t-:..．比杜A1 れも,t約 2 J‘0 心 c/伍｛で．℃ < 1 こic tは、、 re..').'た認 L 17.こ

A t入の 1 ぅ司"た· X の（い拭？、t充介糾枚して I打いた．

この S麗唸虚）いパぉ L r•• f日の水：点：＆ tし．子の一淀モtァしミ.:..ぅ LI ttて＂包

I....だ（た知＆断するため）哀栓{1 つうフ、コに入 A. Ph 走：立!l_lf) ~I足猜、fに杖邑した。 I~
2,3 方を 1:. こ＾辺の一皮せt t')出し、ー是せの非杖A1 t'L N'J.sof t租付℃して加えたの
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ち． B直ょをかえて B^ 3..f'so 卜t沈:.,J...t.之也．渥過．：た靖、ののち．名,,..,如柑統をや1 つた．こ A

らの 4紐豆贋Jt加えたtを． B/J、SO卜 I1 沈哀するふ".BA (D5忍）2. l1,90戯t刃 3 ベ・

< L ゜｀．J.，，＇：： I心がげた汐‘.'た百．！可足℃して．

B芯 o卜の、や I::. B̂  (Oふ唸）z X・・＃応して：見
入する＾て｀．iの寸沈‘呈ぶー走（訂＃し年にし
て給午 O D Cド、） I : fJ. 3 上うね俯（和況｀広及

人:Ujわせた．この打蚊倦t Bげso卜のみか

げの打ti(f.ふら A v いたもりt柔,,.,きr社（とと

して付．牛玖‘軒の元、すくL t比救して、生r＼｀した

H s 0,,_- の毛t攻‘＾た。

、f、秘．社糸 r Hl.o l のてを生氏·ず 3 SOt-ｭ

のそt．社逼寸，打 1こ）1 してフ゜（コットイ 3 ℃. 

男 I,,., J:.うに h る． 各直、合i n 叩ふしメ、ら． そ

か｛泳 Iこついでの反ん4度を 1<.、あ． S PS 紐凜

A t/l) I~~、tしらべ'3 t反,l- 1--J. I-].,. 、2...戌反ん

てフみ 3 : ℃がf亀9しら小t':-。 この こ'(.. d. l iJ..h 、の

f H.9こ...,’｀てもけゞ瓜•立する。

叩紅ヽ衷該1:. /'H の 0 なtしてしらべ'5 ℃. 

t H の靖f‘‘Y もに反／ふ久』なおン< t Jこ 『!~~P~~i~~te!i;::f!!n~:~ average from two 
乙が知ら人た。一 4li乙して． S D S 加浅及／ x 10-J心1んのセ，、の反た足/{ 1 及，もの半：／灰

期 (z 次及んである x、らえa:“及て．．文 3) であらんイt．各f H の他に）1 して、 TJ-&.. /の

§1床ぶ作ら A る。
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Fig. 1. Time-dependence of so4 formed 

by hydrolysis of SDS in solution of 

pH 1.01 at 40 cー 

TABLE I, EFFECT OF SOLUTION pH UPON THE HALF-LIFE m'HYDROLYSIS REACTION 

Initial concentration of SDS, l x 10 —3 mol/1, 

Solution pH 

Half-life, days 

o.98 

179 

1.90 

730 

:::. 72 

2,130 

4 。 01

7,150 

こ小ら廷4度t1) U．およ K`. f叶改ふ性メ｀ら及／も4人べt次｀める'(..ー応．吠の犬ぶ
伐らかる。

-4竺l = -It［灯゜．ヽ [sosJ1·6~I•1
rJ,t 

ミ｀~ 1:. (S PS] 1-J均、~tにお、1 5 S DS の設．＂A• ぷ·汲/l. ［田］ 11.＊井、イオン凍A 、
{ 1い屁A走製 1ある． ‘ーの＼｀のも・本をえに檎i11 るため 1;;.. 及ん□ ヽこおよ 11-.、すふ牡の、a

み．/,i')i..、1．．＾心＋、匹ムー災凸升汰ノある`• 91 えのfク熔 4 乙—t胡べた。
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5 A 4 8 
7k -盾朴ぷ苓媒湛令が，·.わ＇＼r う l ¥ I2 ケ’’`f ＾イオン文戌 (I ¥ 

アて卜‘、一碩絞ャト'J h A ：苓衣，·.ヽ 1 介 at 4t.合t kJ 

ふ瓜J..大卜‘i,J1) 凡J..、嗜 OI1

目 的 : C 月、 4 オ： I)介．＇t 4iｷ ｛文 n 'f,. ,r I&、パ久沿衣 4 1易今↓ '1, 4< yマ芥射す＼ h 岐：国t

咋双に比i. (- t,, I) u うヽI’ 八で、，： ヒが・知 s k r t,)、 朴債沿げ、> l てアセト；， ア IV コ

-w 牙＜ィ文tfl （てなん、イ,f．． n 分離i．夕只外レ祁‘t,』 1 r,·‘｀くっ •'r, I I'¥ (、ヽ令．

1' て＇’II U 7.. ｀，1， 1 ・＇＾占令 ：沿邸ik に、， 9 、ヽ l な＇U戌名ti t ta i tヒ令ゥ合紐j少 9,: つ

‘‘てオ＂すt拭itC.. : ~・今 l"il ,r 凡 F9 和昨“；和郎 lftヒ 1 て竹，2 9 点庁ヮ枡敵すトリみ A

沫 1t K ヤt r ̀9 ` iトン k tの＂ 』いて棟l'f(た

沢 欣し 4 1 シ女凍・和郎，l ＇r りtりf 1 ｷr 1 1 : s A --itｷ 1.00 ・ 礼約"I- I大用 1 た． : ＂街

H5 ＂文峡沿`t、｝瓜•和衝 l)\I K‘9‘’ て；糾＇足 I, ¥ ~ 7)、-y',; 1'1 •· I Io'C て．f・且・1‘Y り 9 9 て’枕煉し

て叫少、し 1,. • l ~ ~t禾 a.30'"'&/I (11o'r f‘ぶ心科 6 い K ． 硝扇負ナト'),, ", ア

セトー9,i乎月K ぅih 紋 ¢r t 1 1 i l ば Itl l k. “9r仕トレーサー 19F 9 、}v; •aII Il 下れ

”卜うv- l て製迂．しレ E ，，を片，、レ。

（スペ 1 卜にトー ’1 - IC K つi'.

1 I 双和紅，，禎り、足 4 f'¥ tぅ ·,‘l.、 IV ナャ・／キ ,v

It 
F : ＇ド砧“'/ 1.,_, Al し；， H·H,o)~勺 LOO H} t T R l q•A - ]._ ·噌j沖．｝炉り竹凶呟v- 1 90 ヶ吐し，

苓．対水に：研しtり｀ら H 廿‘, f島iィ：文袂相昨レt t, T. ｛：社イ入
,, 
Bv: 
111 1 : 
A 9し了；モニ PI A 約 10, 1 TRlt A - n 翌玲｝it n1日舷伏汁輝、9 て 1ｰ 9牙 In 烈，H ．

令広f IV lv n 沿禾約 200 "1 < 1.d 転玖叶叫 v· ·(+o 叫 lり肝．軒 l, ,_ N 瘍“"'沐k} 4h’`'1 

t氾t品化1f:.脊．』二 て油t. L, ~ I V,'ｷ ¥ N ，ド舷 A し十 l •)、7"' ぅ牙未 v て年 1負". t.棧伶

介如1‘ 名i kJ，，剃ft "1.,,·、•J今；土1' ―J• ') 1, 7 勺 7 1". 佑柑 n 、'1'·り ” '”~ 2,. f..'シュ 9 “'』

約凰如t1 15 <. 9足；忙，i f 4 ，汁定，杭納t i，／ウ A ：農凡(fl/ /0) ~ /.J,J n r m令ナト

,I •7 A 凛持，，＇tF, 『aBr. 199I 年を食 1~ 卜 V ーサー;}j-;!{' I,J I'. I•た． これ 5 t #、栓

.,で三 n 7 9 スコv.入が、 が 5 j ¢•”;l. Aft I~ 牧直 1§ 上：登みぅf< t 1 』ヒ゜へ· ••I 卜、， r'l 寸，．リエ

t ~祷がし Iくと｀）， r スベ，9 卜にメー 9 - I.. ↓`'1 う｛片 r 1/tム：削、えくt·二 riった。

紆 果 : Fii. 1, 2, 3 ,• K 汲杖紅 1 tむす． fiJ. L 會'S 叫し言＇ 9 ↓うに 7 "/未，＇

I 永， 3 勺未 n 介託伶．4((,1 ,f,月“-t ト＇） ウ A 9汰決，，了羨:,tゥ1 1喘 9h す} 1, l r. -.I―ーって：ぶ少‘t -f. L 

てt• 91, 1 にゲ、9,"----{、樟ク＾”名＇いて＼ヽ l > br > F ^川りV. r， 9 て 1 9 ぅ． 3 卜成戟ナト 1) ｷ7 

A v.," 1:ト·, ¥ t~ ;た伶今 （内湛視；灼K v. I,‘‘、 T ¥t -fセト‘グ，，ヽt •I んっt名 H,, ~ t々, tケ

紅 l.1‘ 狂ヽl 渡ィl'.. ~ T L て、、:,.
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3A49 紗々分祈横；いiと水洛浚と＾ P̀1 o ぅドン A 分邸

ぽ忽祁久チi) 刈中いえ也 ゜虹a 久武机埓え

（束 K~) ム埼翠a

玉柑、ヤ＾ぅドン 0 如丞液ヤヘ a 洛紺 I3 ．溢姐水 A 研 1尤などに関連してよくから研免され

ており、 :: A“" Pゞ水柑、ヤに大祐すん，並絃（ミよっ 1 式）ーする；と↓知られて、ヽみ．ヽヽっ

1いいiヽヤ A う｝・ン A 楕々 A 有核·う忠謀へ＾令祝i浪’I 史さ ./l ておリ， そ 0 滋祁度が｀未へがぶ

暫度より 1tるか（ミ，司いこと↓知られて、ヽん。点逍これら A 知見(< i t T' き，~蝸ヽa ，内ヽ'.l,

＃i..t.バ炉麟ャ A ぅドンさ肴樅·洛媒て柚武して， 浚択シンナレ／ f -マ｀’直格ふこ芍tる才浪、

さ秘告し， i (:災'.l,ふ辺、 ヤ材， 1、 la 叶いい成杓ヽヤ〇沢也）ンさ滋、々i袖か、令紐する

ゎ久を投文している。本靱表11 叶遠ぷ‘祗枕象 A 甚ぷ梵竹；な研＇免 A 一つとし,, うドン A :::. 

虹1分月も比遺謀バ直水シ炉凌碍賃とり）関保さ研究し，（こi月てある．

文駿：史、就切·し月托湿主て4iなって~. がう又びん、ヤ A £か術、うジヽうム水滋浚（＜府機滋媒、
さ如えて及輝祓iレて 0‘ ら， シ未iを採とうレてうドンさ析檄、9忠刈、中（＜柿大し， L・ベット

で有祗机と和‘J -¾:、l'. こク析揆料を一度篤音乃水で｀シもってからトレーサー滋浚とする。2..0
4り達叱拾に水滋液とトレーサーク打祗瑶辻、さ加え， ）＂ぃ刃訊機:Uorp~）で一吋刈にわ（＜

..,で二柑と私なしてから達、。か、青紅すか、内わiをシ立、も、；裟＜し・ペソトで駈、t)グ、し， 丈松付ガ｀う

人培にサ 1. ミJtら＾言＼叶1 うドンと祓剖柱収柱社が杖射乎衡 IC 汽するように·{ A i i約
i析）q祓‘〖し， 井戸吃シンナしーシ 9 ンガ｀ぅ、／ 1 -て｀．J社、射條さぅ創史する． \J...j'._パ炎仲、 1<

ぉ＼ヽて心、 うドンが気材、ヤに分氣すみ＾さ避げる（＜め， お式叶宋体ぼ滋冷ヽヤ l'- (ｾ (j" l 、っ「い

になるよう（こ喝してある．

絃泉：や一哀（C I ;t水といろヽヽろな打撥滋媒£ n Hi A うド、／ A 令頑乙比をよし（＜． 又ぅドン

g｛、杓々 A うぶ媒心水と A 刈月うドン 0 分犯比 戎f•C ¥4、 C② t,"f\'lE-:t"}か紅~i A うドンパ雑も比

滋煤 KP & e 洩煤 KP し 咲段 D %.* 水がかt 翠勾亥

シクヽ3 ヘペサン 3 / J.oi -cE./クヽ913 ベンセ‘・ン fi ｛、ダク’ KN03 ”J. f /. 3.f ヽfみ«ク 39.4 

九—ヘペサン jo /. 2? lo/ プ＇、3 乙ペン也ぃン Jf .f.4 K1.伝ュ 01 ?9. o 心f o. I }ヽ 0 Iク．f

4 咲杞哀未 ぐf メノ4 叶、ロベンゼン メ／ ふ/.I N“L ふゆJ: f...f? ,. ?.fょど “9 、

？ロロ未』I.Iム ぐ／ 4．が メ和／•小／プ‘ナル外 ‘/(HIU) J 7 ／よ／ k ば、 “” &{4 ヽおば／ JI P 1")コモ未 Iレム 3f 4.7J が9U小I1‘'f l以Pレビ｀●)--ヽし 33 Mi(NO3).1 よdf.I ｫ0f ヽf4/I ? 3.f 

ベンセツ 小f 』.Af 叶｀＼7 メタン• I I Jf.ダ 叫釦 74/./) 心．✓/ tJ• 33 ヽヽ “(.J 

} IV エン fヽ .,J.Jl 叶）コエクン よ() J＾゜ Srei.i. ぐよふ9 !. r/ ヽ· ？ヽ｝3 g．以ルt,

えシレン .fｫ .,J../i 叶疇'(,1. 1・ロベン みf Ba.rJ,.1 ”;?¢’ ＆ふf イ«ヽぃヽし

〇ージが四ヘツ也・ン .fI) 74? &“2 ／？よ｝ .J.,J “ f ( P゜し
ん一（応）ガヽー／ーm、)吋 恥i c出→uOf.、にみ•バうやり分血比でffである
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が分貌比（＜冬柑ヽヤ月ぅ洛咽がと＂月ように影鱈するかさ次乃ように詞べ（~.

(i冴穀なり羞液

q棧姓 A 咄紋令セゃ渫汲とし山と月）14 n ぅドン A な貌比t渕えし（直ヽよさ佑::- !.. (<ふす．

(ii )C (.. t棧々ヽう1度 o 水滋来と及ル1 月ぅドン月ぶ祝

井屯祁惰とレてシ a 秘、池紅賃として N“ce,~, No.JP,, A以£3 さ蓬じ， し出とこれら A 遼液

と A 入1 A うドン 0 分‘砒とう11.i定し（こ．絃‘泉 11 ［多．表、 拾- l~ によす．

茅三長ぅドン分必枡切系

遠·及 %、 Na,ctai %, N凶 %.At釦 ％、シ•秘

ヽぐ M Ì 4 / I．／ダ /.夕f /. 9 ? 

/.I> M /.J.t Iヽ ょ 3 /. t! I J t? 

/..f-M メ｝ヽ メぐ／ J. !.J ／．イ4‘

ょ．~ M /. 9 ? /.“ ダ／f ／．？ヽ

メ．.f M .,t. fJ' ,J..,t 7 /. -t:7 

よ{I M J. I~ 4 ?.J 

ぷD M ペ／ 0 .J.ふf

,f.1 M ‘” 4 /( 

、,0 日 7..f.J 

7.O M “’· ? I 
• D. l—1· ¥二広と）いぅ ぅ蒐及＼す浪号工、u ぅ汲瓜

% 
I• 

f 
ク

? 

ヽ

f 

4’ 

3 

よ

I 

R 
午れ

/ 

茅-)jぅドンパ浙奴采

/>
i~ 

シq紺

3 4 ヽヽ？
放凡 (M)

考敷 (I) t、さいl 史（＜ t.るうドン A 足‘i ぅドン

辺身/JI r 叔射條（ミよるぅ刻足 ll il\雑でんるが， うドン

が｀々 a 姓核柑と牡射千衝になる，，さiっ 1 雅枝樟 A

r 線によるぅドン月足 1 が可能である． ぅドンと一

柑Xi1¾'吼乙ざ辻たとを 1 '手、,ii;\ a 雅中国叫。， 叫b, >,.¥ 

Bム-'~p. >.2.IOT｣ I3 殆んと•水柑 l：な確する（こめ， 分紐

し（＜水柑（ミ l :t.いけ I瑾在するうドンと月社射手役i /9人—-l—

芍 A 殺十イ衿ヽ嫁枝ネiが集ぇ I), ‘｀兄全な手衝に立すら （な）
I .t J -1< ✓ I 

iて（ミば£叫田文呈l,々叶,t'- l r'( ら r（い． Ai ;;:.)且 lミ（す二祠パ慕してこ 4いふ槌 A r 杖射能

n 変化と胡刈乃）関係をよす．

のバロムと祖祗滋孔 羊—た a 、捻足から次カミとが終翁される． Lイ） ／緞にシ逸ばい如いが

火き、滋肴啄比 lす小さい. (、3滋ふィ巳七湘 l1 • .f.. ^及 1、)月炸、#- t I) 令瑚も比が夕、である． Cハ）水に

翠ゥもすヽヽ磁媒、社一般にな叙応じ3 .j、 3 い．

t3)ク出祈封、よ 佑二表、 ¥三麦 P‘ らわ"‘ること ll 水棋、中に滋唄ゎゞ存在すうとうドン月分喝乙

如3 耳しく＇わ久する． ミ 0 社析紐え①qじ喝音t_ Iし汲度で (1 M必＞胆応〉 N1l,比〉沿褪が｀且

や＝）凪ぶ、雄知且むほ糾知知し

゜

゜ 呵

名

で火、さし、 0

—q 6 -



3A50 キセ l ンの有病•浩媒抽出(][)

（虎た現＾， 立 9K 大原研“) 茉可寿＊ 灯打履が 0 (Iヽラ＆直街，t\ヽず屈＇

a 的：浪吾ら 1さ先にウウン朕介移生烈＇窃守よりが記全t el ン核袴（か、 x評、 Xe117,

x沢） t四抽it校索栢/::.直昏抽広今喜佳しうること E 扱名 l た（日年・ィヒ今令:>,; 17 年会）．~,

＂免いて今ffl lJ、 ふ袢哨隊甜ャ某への杖卯4’全キt l ン核稽 (Xe"t)の祖心につ 9 棟訂 L た．

iり令樟有粁ラ溶媒用斥ら b l2,kF日よ’／の干で 1 ン＾揖放心度る和｀めて畔の物戎走ほとの

疇花言T E 行ない，次 II t'・智社ぅ訳ーほ相と水相との向のキV. I ンの今配走枚：這戊 l le. 

戻験；杓幻.,,,]の UOュ (N03)ュ 9年0 を立杖尺ぢ伶． HT呼F J[習か（f,｝娑ナ克 SXIOバ／伽’屈し）

で'2叶困稲卯ずる。 ヨ 7 素担if•20 叫& t添7Ib し，醗化位え系さ用い 3 四厖化灰令 T由と戎 1-C:;

つて核分裂担い物守よリヨウ索（主ヒしてエ＇う3 ）四） E 閻雑精怒して）放布の IH NqHSO3 

t令み水弗";iC 均 mi序 1：：ョウ令．t -が洟し、 キ-e /ン m 哨咲抽七庚験の出叫 So江

とした． 2砂狂釦噴験菅，ニシの S訟んふ口五 IO叫＊ 2mQ、有f這裸 lらいわえ z i令

向稲釦t、 宵科堵媒荏 90・成を1t，'リエナしン板 I＝枚屈し'、 3 仇． X 3 如， Na エ (T&J府も品j:_ I• 置 1'
TM し 400 1--ヤンネ lレ壕南今莉低で O. 25 MeV (ke四キ璃靭 9, I h.)のiピ— 7 ,n面積t．一定

紐点/"-痢足してfセ）ンの有粁ぅ窟呼•力｀うの揮舷：速度を来めた。次’\\ 1'今配梵枚• E 東＇める

ため 1::., 't -e. I ン E 含む哨f直哄 I巧£と水、 12,,,,f. r,伺工の品,· I 1f'向橡世し，哨秤相＄ぶが

9り栢各 10m£ tホO 1/ J:_ <}-レン脊 l2 稽し，水よリ比吃欠な b 哨~和岩t某について 1下キセ／ンハ揖

知甘ぐ＇ため水 1いうも社相 E ふ、＞い， ま K 水より比壱，lヽの府叶和長（こついて 1なその含＞迫ゃ

す‘9：：放りすや泉も門I さ行ない， 先 1-::. tt-｀めた琲青い皇九 E I甘し 1 7.介油匡段 l=ST itf芭 E 外呻 L て今訛

足 K EITL＇めた．

純泉：ふ棧有科がいぅのキ包／ンの得秘止九這'I 足（た令も長，浩媒庄の守e., I ンのぅ巖

凡し枚和骰） 1不し9 i’・小t的向I:.ともに栢朽村］朽的に滉‘少し，半戒‘朋·間はれう 1不港媒の柘度
/-:晶も（月逹かふる（唄向 E 示め L P-. ::__q~令に用いた 1T、•'I I..'r I-ン危焉の大 9 マ I下府 /l:

1,~7 ™', Iも r 7 伍 1 5岩戎の危俗中でのしあt I不t)，廷 7 <A+¥. /彗 lcfを茄（→)であ ll •キセ

I > (mk 栢よリ有 T汀fl 1-: 抽出マ中易 II P‘）肯叶培好 9’ らの項骸直7t I’ぶ水中かうの膚柑＆洩

1~ 比粒 l て此ぃ． ーす水和かう 4 ヤ EI ｀／の推依退九 I ；庄t__ I 牛戎＇勝岡（大 V2) （守 40ケ弘、上

で，屑行う塔媒I::. It-阜なった息＇ル 1t E ホめず． こ "'"1;よ？K の水未紅 l:::.. 子 3 晶の守に守"l I ;,. 
が I.fl L'' 込あら小るためt，思わ<h 1. 次彩 Iへも稽背村秀媒がら"> Xe の揮散出A．（ヤ洪＇訥向） I 

牝席， お'J:(J.'‘袖正さ IJと＇・ミ L T：：有持桔ー＊栢向↑釦叙足狂（和）を示わす．
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浩咲 牛ラ枚‘り手旧 粍，を 20• 今配応 k
ラ浴サ

わ尿玲同 托，允対 令尿定枚

わ5(1') （ヤンれVi 1:} (Kp) も“,;,') ぼ巧寸釘1") （ドp)

゜
3, 9 06タ 功,S-- こゴHsoc1- H: {f,o () ・丸） 22 

。ャCH3 ｢ o O窃¢ 31、タ CHJ l叩ュ）“ガJ 仏f か 32 3J,3 

＜ぱ 1「 tl 80 .:i-1/,2 し 1il四ぃ、り13 タタ o.““ 3?• 

O8r /2. 6 /, I 3 ユ入〇 CH以団ェ）江出 グ， 0 o,?} 伶，t(.

ONoi 2t 2.0/ {2,b い1l （団功。ば） 1ぷ 厄↓ 仏↓

゜
夕t Oｷ'/? 紅，“ C巾（閲如）心Orl 1'-s- ゆ， l

Ceil/- 8,“ O,i7 36,t 

研ばぅ 夕b tJ,';1 3 7. I Hl..o >Ko 9, m．ぐ

C S2 仕〇 0.3•b ,o, 7 
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二」 液体アンモニア栄い、ヤ....・の微骨放印•卜ま枝狩のみゎ

（名エ大） 杉下竜一卵

目的： 非＊滋帷のうち． ；欠（本アン王.:. ? 1 よ水\:.祐i （吠 l t; •I•f哺を埼ち、 多く n 生柑 1り惰
を：，容節す 3:.(Ij早くから知られて 1, 3 ウI • ；j:.祁（t,.tり内の溶伶状態，；つヽ I'\.. I~ 未t'あj

り柑告 1: り、＇・オ~ 1: ヽ俎や I：力在すJに 'mtっ依態I2.,K iたiた n t易な\'.. I瑾,.マク 0 嗜と

(... <)在f 3 喝ノ含｀C Ij困•., t,、 3 :c....,、l f但·さ小ふ 11 ・・ : ＂点 I: 1釘す 3 枢告 Ii.,~ん\:..ffツ

も小 1 ヽ 1 1J、、株tあ 3 ・液（布アン F 二 r,3 かt).•曲？ン€ニアがスもドライアイスt··玲tpす 3

: ~ 1: より 1, られ 3 6i.. 卜 r· AI• I 打圧，；於ヽ• 1... -3 3. 3 S-゜ C....:_· あ 3 tこめ印叫 liヤヤ/ti'<[

□ 3 ．液砕ァンf二 TIj．硝醸 チオシアン・ ハロケ••ン 4 と．のアン王ニウム逗 ? JL h 

り合／為渥を任めてよくi紐 l. :,ry i紐，j iさ伎のサり1 i'りすの I こつれて h. fりI.. .I:.斤 l •遂 I‘

Ij 91 U り息i邑·i' l t定 9J液体しな 3 。1/) こ K うのふ．柑渥飽和ァン王ニァ烙i危 1j J.iいi,J.

研如）如．“es 、 {C 咲,~.J<.... 1'!1'/ z..は '9 、 L i. N()J -,,:ｷ lj 7 6 ー C 畑f NO3 t̀ Ij之 S`OC NH• SC N 

` ` “”oc a べ．，守定£、 当疼，室i昼叶妹it tさJ.J::.、 多．＜の Iセの合届品を渇絹 l. "悛i鬼
L:,,) 

液し！ 1 のサ用を示す。 ~ t.、 i討沐，， sa且fre之のi知李？:.,'c. =-l IJ.欺現がスによく

心·す 3 di'• こ＂ tも合 O')L I~'・アン王ニウ A t,正た鉤和 L ・ベ 8 3 渇含翡tt水夜iやっ oiと I司

様 1,. ＇を奇中っ災叫がスの彩嗜,;t'{れ I J t" A A .itす'1：すt. この様，i圧i4 い伍伍0')1. I叫
Ii砂ヽヽカ）a知 1J "l.< i彼l,1- ↑ンモニア、F ベゥ，名応ヒ併硝虎＾和一殷灌"- I 這省'<.序ぇ

.IJ) 

らt}\. 3 • ;3 to. 近 1 よく行 1Jわ仇 3 届けい位、ヤ·{"'各秤 R 1 の朴初の研礼，，，紡令'<- I叫様．

NH↑十イオン 13’窒査免非水i名夜t li酪，！わt: 3 t：め． 硝絲ァ：，t.::.ウ々力）．．水i庶森 Iこ於ゥ 9

i位硝肢にあたると舟ぇし小 3. '4 れて• t,•「J... a初瓜04<i..ズ....5 か柚月9 海し似t~培勧を示す可りt

忙い「あ 3. こう l t,観友 4I i. 粒杜の RI にフ 19 て、 ヽ I J、, 3 7J iitに 1• J ←兄ゆ必9` 如

中1.··"'籾未石葵がぅスヘの吸沿ー脱ふの＇史釘たも 17 1J jこ＼ ‘L した． 沿液ヤ1.·· n 吼＾ “I• I灯

す 3 Xl) 讀 li． 今危i舟i夜中.....ゥ RI イオンのtA 似ヽt．絞，J,'-•そ打 1J j涼．促 1 行 1Jわ水 1 本f2
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表 I. ふ我ィインの全ん紅k へ 4 枡―出年
合胎水脹・9 ザ，i夜菱: 2.0 ml, 起音i反か 2 3 ゼ： l 介＊

ふ. l,v'"雑． I 令、い 1 オ／狼度：へ 2炉l

` 
NHI+N OH KISM CN HINN O, HふiN Q HICN I IN HCI01 

A(.( 80 99 ン99 >99 >99 >99 

Pt 23. 67 90 >99 • 80 f2 
Pd < / >99 >'19 >99 >19 >99 , 
A9 8タ s 90 '/0 ” 90 

Os < / 3 33 34 3 ｢ 

Te(W) 8' 90 < I </ 70' <I 

Se(W) </ 3.t <I </ 5S 、 <I 

表i 1Jヽらも．わかるよ）に、公灼水根屈 1勺厄すJ d)'tij:,"長と月苓, 1こ,i r れ以上心絨·
化迄ぇ宦位と↓っえ古バの大秤今て“み 3 。

ペぅ~;'ムJ長イオン 1よ，．NH4OH 沫衣および KSCN 滋i夜fずヨル Iよって舛既的な誉勅と
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？印，枝令裂江氏々り 1 の '”Te と今紐す 3 目/;l!]-r· HCl 呆とさらに校討し「こ。 A l 1 2N 以

....t:.. "'H C. l 滋応· It. f”‘以上のテ Iレ，レ 9ヽかなりに 1-::. f□ 1 d ＝とがわ 0‘ 、 r=. }"、製
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吸:p退していt＂ケ E 五喩分般すJす法のすが蘭戊て・ゎ a.
これら＂坪呆とヒ，Iうとめて柄斧すJ.
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